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は
じ
め
に

　

天
河
石
（
て
ん
が
せ
き
・
ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
）
は
微
斜
長
石
（K

A
l
S
3O

8

）
の

変
種
で
青
緑
色
の
単
結
晶
鉱
物
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ウ
ラ

ル
、
イ
ン
ド
で
産
出
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
国
内
で
は
過
去
に
採

掘
、
加
工
さ
れ
、
宝
石
と
し
て
一
般
に
流
通
し
た
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
国
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
は
す
べ
て
外
来
系
遺
物

で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

１　

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

　

朝
鮮
半
島
の
考
古
学
に
関
す
る
研
究
成
果
で
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
出
土
は

青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も
わ
ず
か
に
残
る

と
さ
れ
る
。
中
で
も
青
銅
器
時
代
に
お
い
て
は
、
天
河
石
製
玉
類
と
碧
玉
製
管

玉
が
時
代
を
特
徴
づ
け
る
玉
で
あ
り
、
さ
ら
に
天
河
石
製
の
玉
は
一
部
の
人
に

し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(

２)

。
分
布
域
は

遼
東
地
域
か
ら
朝
鮮
半
島
北
部
・
北
部
に
近
い
嶺
東
地
域
、
南
部
の
一
帯
に
ま

で
及
ぶ

(

３)

。
天
河
石
で
製
作
さ
れ
る
玉
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
管
玉
が
製
作
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
天
河
石
の
粒
子
が
塊
状
で
細
長

い
形
態
の
管
玉
を
つ
く
る
素
材
と
し
て
適
切
で
は
な
い
こ
と
が
そ
の
理
由
と
さ

れ
る

(

４)

。

　

朝
鮮
半
島
内
で
の
天
河
石
原
石
の
原
産
地
は
、
咸
鏡
南
道
端
川
や
忠
清
南
道

丹
陽
ソ
ウ
ル
冠
岳
山
付
近
で
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
玉
作
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
山
清
郡
黙
谷
里
遺
跡
や
晋
州
大
坪
遺

跡
と
い
っ
た
慶
尚
南
道
南
江
流
域
の
遺
跡
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　

日
本
列
島
出
土
勾
玉
を
対
象
に
し
た
森
貞
次
郎
の
型
式
分
類

(

５)

に
基
づ
き
、
朝

鮮
半
島
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
の
検
討
を
行
っ
た
西
谷
正

(

６)

や
大
坪
志
子

(

７)

の
検
討
を

参
照
す
る
と
、
天
河
石
製
勾
玉
は
獣
形
、
原
始
形
、
半
月
形
、
Ｃ
字
形
、
不
定

形
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
方
で
、
弥
生
時
代
中
期
以
降
に
日
本
列
島

で
広
く
普
及
す
る
定
形
勾
玉
や
丁
字
頭
勾
玉
は
、
天
河
石
製
勾
玉
に
は
見
ら
れ

な
い
こ
と
も
暗
に
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
幅
が
青

銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
を
中
心
と
す
る
と
い
う
庄
田
の
指
摘
、
お
よ
び

朝
鮮
半
島
で
勾
玉
が
定
形
化
す
る
の
は
原
三
国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と

す
る
西
谷
の
指
摘
と
も
符
合
す
る
。

　

丸
玉
の
型
式
分
類
に
つ
い
て
は
、
断
面
の
形
状
か
ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
円

盤
玉
）
、
扁
平
な
楕
円
形
（
球
玉
）
、
扁
平
な
板
状
（
円
板
玉
）
の
三
種
類
に
区

分
し
た
高
旻
廷
の
検
討
が
参
考
に
な
る

(

８)

。

２　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

　

日
本
国
内
で
は
、
九
州
北
部
の
玄
界
灘
沿
岸
域
を
中
心
に
天
河
石
製
玉
類
の

出
土
例
が
あ
る
こ
と
が
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
国
内
で
は
天
河
石
を
玉
の

素
材
と
し
て
使
用
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時

代
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
た
る
弥
生
時
代
早
・
前
期
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
天
河
石
は
弥
生
時
代
開
始
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
確
実
に
搬
入
さ
れ

た
渡
来
遺
物
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
宗
像
市
光
岡
辻
ノ
園
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
そ
の
代
表
例
の
一
つ
と
し
て
こ
れ
ま
で
取
り
扱
わ

れ
て
き
た

(

９)

。

 

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
整
理
・
報
告
書
作
成
段
階
で
自

然
科
学
的
調
査
が
行
わ
れ
、
比
重
測
定
の
数
値
や
電
子
顕
微
鏡
に
付
属
す
る
分

析
装
置
（
Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
）
に
よ
る
材
質
分
析
で
、
珪
素
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
が
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
結
果
か
ら
天
河
石
製
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
あ
ら
た
め
て
実
見
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
天
河
石
製
と
す
る
の
に

大
き
な
違
和
感
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
そ
の
色
調
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
の
遺
跡
か

ら
出
土
す
る
天
河
石
製
玉
類
は
濃
い
青
色
や
水
色
が
通
例
で
、
明
る
く
鮮
や
か

な
色
調
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
例
は
く
す
ん
だ
緑
灰
色
を
基
調
と
し
て
灰

白
色
や
黒
色
が
斑
状
に
混
在
し
て
お
り
、
一
般
的
な
天
河
石
製
玉
類
の
色
調
と

は
大
き
く
異
な
る
印
象
を
受
け
た
。
も
う
一
つ
は
そ
の
形
状
で
あ
る
。
朝
鮮
半

島
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
分
類
に
つ
い
て
は
先
述
の
と
お
り
だ
が
、
本
例
は
勾

玉
と
形
容
す
る
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
ほ
ど
の
独
特
な
形
状
で
あ
る
。
加
え
て
、

擦
過
に
よ
る
複
数
の
線
刻
が
施
文
さ
れ
て
い
る
点
は
、
少
な
く
と
も
他
の
天
河

石
製
勾
玉
に
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
新
た
な
手
法
も
加

え
、
再
度
自
然
科
学
的
調
査
を
実
施
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

調
査
は
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
機
器
類
を
用
い
、
比
重
測
定
、
蛍

光
Ｘ
線
分
析
、
Ｘ
線
回
折
分
析
な
ど
を
行
っ
た
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
は
、
試
料
に

Ｘ
線
を
照
射
し
、
試
料
に
含
ま
れ
る
元
素
か
ら
生
じ
る
各
元
素
に
特
有
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
値
を
持
つ
二
次
Ｘ
線
＝
蛍
光
Ｘ
線
を
検
出
器
で
捉
え
、
そ
の
元
素
の
種

類
や
量
を
調
べ
る
分
析
法
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
は
、
試
料
に
Ｘ
線
を
照
射

す
る
こ
と
で
、
試
料
を
構
成
す
る
結
晶
か
ら
得
ら
れ
る
回
折
Ｘ
線
を
検
出
器
で

捉
え
、
ピ
ー
ク
と
し
て
表
す
も
の
で
あ
る
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
が
含
有
元
素
の
同

定
を
行
う
の
に
対
し
、
Ｘ
線
回
折
分
析
は
結
晶
の
種
類
や
状
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
ピ
ー
ク
の
同
定
は
既
知
試
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合
す
る
こ
と
で

行
う
。
各
装
置
と
分
析
条
件
等
は
次
の
と
お
り
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
微
少
部
用
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置
（A

M
E
T
E
K

・E
D
A
X
 

　

O
r
b
i
s

）：
対
陰
極
：
ロ
ジ
ウ
ム(

Rh)

／
検
出
器
：
シ
リ
コ
ン
ド
リ
フ
ト
検

　

出
器
／
印
加
電
圧
：
30
㎸
・
電
流
値
：
１
０
０
０
㎂
／
測
定
雰
囲
気
：
真
空

／
測
定
範
囲
０
・
３
㎜
φ
／
測
定
時
間
１
８
０
秒

・
Ｘ
線
回
折
分
析
装
置
（B

r
u
k
e
r
-
A
X
S

・D
8
-
D
I
S
C
O
V
E
R

）：
対
陰
極
：
銅(

Cu)

／
検
出
器
：
リ
ア
ル
タ
イ
ム
二
次
元
検
出
器
／
印
加
電
圧
：
40
㎸
・
電
流
値
：

40
㎂
／
測
定
角
度
13
～
77°
／
測
定
範
囲
０
・
５
㎜
φ
／
測
定
時
間
９
０
０
秒

　

ま
ず
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
、
検
出
強
度
の
強
い
元
素
順
に
、
ケ
イ
素(

Si)

、

カ
リ
ウ
ム

(

Ｋ)

、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム(

Al)

、
鉄(

Fe)

、
チ
タ
ン(

Ti)

、
ク
ロ
ム

(

Cr)

が
認
め
ら
れ
た
。
確
か
に
カ
リ
ウ
ム
の
検
出
は
天
河
石
の
特
徴
の
一
つ
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
上
、
天
河
石
の
場
合
、
カ
リ
ウ
ム
と
ル
ビ
ジ
ウ

ム(

Rb)

以
外
、
同
定
が
で
き
な
い
ピ
ー
ク
が
乱
立
す
る
分
析
結
果
の
特
徴
が
あ

る
。
し
か
し
、
本
資
料
で
は
、
鉄
や
ク
ロ
ム
な
ど
が
明
確
に
元
素
と
し
て
同
定

で
き
、
ル
ビ
ジ
ウ
ム
の
ピ
ー
ク
は
微
弱
で
あ
る
。
何
よ
り
、
ク
ロ
ム
の
検
出
は

ク
ロ
ム
白
雲
母
と
い
う
結
果
に
帰
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
で
も

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、Muscovite

（
白
雲
母
）
の
デ
ー
タ
に
一
致
す
る
ピ

ー
ク
が
得
ら
れ
て
い
る
。
比
重
は
今
回
測
定
で
は
２
・
68
で
、
前
回
の
２
・
７

と
近
似
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ク
ロ
ム
白
雲
母
は
２
・
８
を
超
え
る
数
値

を
示
す
も
の
が
多
く
、
そ
れ
に
対
し
て
天
河
石
は
２
・
５
前
後
と
低
い
数
値
と

な
る
。
２
・
68
と
い
う
結
果
は
、
両
者
の
中
間
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

の
判
断
は
難
し
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
日
的
な
観
点
に
基
づ
く
再
調
査
の
結
果
、
光
岡
辻
ノ

園
遺
跡
出
土
勾
玉
は
、
天
河
石
製
で
は
な
く
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
例
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
す

る
。

　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
の
勾
玉
は
、
長
さ
１
・
35
ｍ
、
幅
０
・
３
ｍ
、
深
さ
５
㎝

程
の
小
規
模
な
溝
状
遺
構

SD2
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴

遺
物
が
皆
無
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
調
査
区
内
に
は

他
に
弥
生
時
代
中
期
末
～

後
期
初
頭
や
後
期
終
末
の

竪
穴
住
居
跡
等
が
分
布
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
ク
ロ
ム

白
雲
母
製
勾
玉
と
直
接
関

連
し
そ
う
な
時
期
の
遺
構

で
は
な
い
。
従
っ
て
、
本

例
に
つ
い
て
は
共
伴
遺
物

に
よ
る
時
期
比
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

形
状
に
関
し
て
は
、
全
長
３
・
４
㎝
、
幅
２
・
１
㎝
、
厚
さ
０
・
６
㎝
を
計

測
し
、
丸
み
の
な
い
扁
平
な
板
状
を
呈
し
て
い
る
。
尾
部
と
腹
部
の
境
に
は
明

瞭
な
屈
曲
が
あ
り
、
全
体
的
な
形
状
は
腹
部
に
突
起
の
あ
る
獣
形
勾
玉
に
近
い

と
い
え
る
。
中
央
に
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
直
径
０
・
４
～
０
・
７
㎝
の
円
孔
が

一
つ
あ
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
る
が
自
然
面
を
残
し
、
光
沢
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

頭
部
や
腹
部
の
下
端
に
は
主
軸
と
併
行
す
る
方
向
に
短
い
線
刻
が
各
三
条
加
え

ら
れ
る
。
側
面
に
は
主
軸
と
直
交
す
る
方
向
に
線
刻
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
頭

部
側
に
二
条
、
腹
部
に
二
条
、
尾
部
に
三
条
が
確
認
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
は
縄
文
時
代
後
期
後
葉

か
ら
晩
期
前
葉
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り

(

10)

、
そ
れ
に
従
え
ば

本
例
も
こ
の
時
期
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
形

態
的
特
徴
に
関
し
て
は
従
来
ど
お
り
獣
形
勾
玉
に
区

分
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
管
見
の
範
囲
内
に

限
れ
ば
、
石
材
は
異
な
る
が
宮
崎
県
学
頭
遺
跡
の
獣

形
勾
玉
（
縄
文
時
代
後
期
後
葉
・
硬
玉
製
）
は
全
体

的
な
形
状
や
複
数
の
線
刻
を
有
す
る
点
で
卑
近
な
例

と
し
て
参
考
に
な
る

(

11)

。
光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

に
つ
い
て
は
、
縄
文
時
代
後
期
後
葉
か
ら
晩
期
前
葉

に
製
作
さ
れ
た
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
獣
形
勾
玉
と
位
置

付
け
る
こ
と
と
し
た
い
。

３　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類

　

今
回
の
市
史
編
纂
に
際
し
て
宗
像
市
内
か
ら
出
土
し
た
玉
類
を
実
見
し
た
と

こ
ろ
、
後
期
古
墳
で
あ
る
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品
の
中
に
天
河
石
製
と
思
わ
れ

る
玉
類
を
１
点
確
認
し
た

(

12)

（
図
４-

31
）
。
天
河
石
製
玉
類
に
つ
い
て
は
先
述
の

と
お
り
、
朝
鮮
半
島
で
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
盛
行
し
、
日
本

列
島
で
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
弥
生
時
代
早
・
前
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
理
解
に
従
え
ば
、
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品

は
、
古
墳
の
時
期
と
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
と
が
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
こ
と

と
な
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
混
入
も
し
く
は
特
異
な
事
例
と
し
て
処
理
さ
れ
そ

う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
同
じ
よ
う
に
玉
類
の
製
作
時
期
と
出
土
遺
構
の
時
期

と
が
大
き
く
隔
た
る
事
例
が
複
数
報
告
さ
れ
、
関
心
を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で

本
例
を
契
機
と
し
て
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
報

告
事
例
と
、
肉
眼
観
察
に
よ
っ
て
天
河
石
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
事
例

に
つ
い
て
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
て
自
然
科
学
的
調
査
を
行
い
石

材
の
判
別
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
天
河
石
製
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
玉
類

が
表
１
、
図
３
・
４
な
ら
び
に
写
真
で
あ
る
。

　

調
査
の
手
法
は
前
章
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
結
果
の
判
別
も
前
の
記
述

に
一
部
重
複
す
る
が
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
ケ
イ
素
の
他
、
カ
リ
ウ
ム
、
ル
ビ
ジ

ウ
ム
の
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
、
他
、
５
～
12
keV
付
近
に
同
定
不
能
の
ピ
ー
ク

が
乱
立
す
る
。
今
回
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
資
料
を
分
析
し
た
結
果
、
細
か
く
結

果
を
見
る
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
検
出
量
や
、
同
定
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
箇
所
に
つ

い
て
の
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
関
し
て

は
同
一
資
料
の
分
析
箇
所
に
よ
る
違
い
で
あ
り
、
ま
た
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
は
、

そ
も
そ
も
検
出
原
因
の
解
明
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
分
析
に
よ
る
天
河
石
の
細
分

化
は
現
状
で
は
難
し
い
。
ま
た
、
Ｘ
線
回
折
分
析
で
は
、
普
通
に
分
析
を
行
っ

て
も
単
結
晶
の
た
め
、
同
定
に
必
要
な
ピ
ー
ク
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
。
回
転

揺
動
な
ど
に
よ
っ
て
検
出
ピ
ー
ク
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
微
斜
長
石
で

あ
るMicrocline

の
結
晶
デ
ー
タ
と
は
完
全
に
一
致
せ
ず
、
こ
の
分
析
方
法
で
の

明
確
な
同
定
は
困
難
で
あ
る
。
天
河
石
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
や
Ｘ
線
回
折
を
用
い

た
分
析
に
よ
る
同
定
に
は
、
ま
だ
課
題
が
多
く
、
比
重
測
定
、
色
調
な
ど
の
結

果
も
合
わ
せ
た
総
合
的
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
ま
で
に
科
学
的
調
査
を
行
っ
た
福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
は
、
21

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
合
計
33
点
で
あ
る
。
種
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
あ

り
、
勾
玉
は
折
損
品
・
再
加
工
品
も
含
め
て
８
点
、
丸
玉
・
小
玉
は
25
点
を
数

え
る
。

４　

天
河
石
製
玉
類
の
形
態
的
特
徴

　

先
述
の
分
類
に
基
づ
く
と
、
勾
玉
は
原
始
形
勾
玉
１
点
（
１
）、
半
月
形
勾
玉

２
点
（
２
・
３
）、
Ｃ
字
形
勾
玉
２
点
（
４
・
５
）、
不
定
形
勾
玉
１
点
（
６
）
に

区
分
さ
れ
る
。
１
は
頭
部
と
尾
部
の
境
が
不
明
瞭
だ
が
、
一
側
縁
が
湾
曲
し
た

形
状
で
原
始
形
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
２
は
均
整
の
と
れ
た
半
月
形
で
あ
る
。

３
は
背
部
に
円
孔
状
の
抉
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
再
加
工
品
と
認
識
さ
れ
る
。
現

状
で
は
半
月
形
に
近
い
。
４
は
腹
部
の
抉
り
が
浅
く
、
体
部
は
丸
味
の
少
な
い

扁
平
に
近
い
形
状
で
あ
る
。
頭
部
と
尾
部
の
大
き
さ
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
５
は
腹
部
の
抉
り
が
深
く
、
頭
部
と
尾
部
の
形
状
も
意
図
的
に

差
異
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
頭
部
は
大
き
く
尾
部
は
尖
り
気
味
に
整
形
さ
れ
る
。

体
部
に
丸
み
が
な
く
扁
平
な
の
は
４
と
同
様
で
あ
る
。
６
は
分
類
上
不
定
形
勾

玉
に
区
分
さ
れ
る
が
、
丸
み
が
あ
り
均
整
の
と
れ
た
形
状
で
あ
る
。
７
は
折
損

後
に
端
部
を
研
磨
し
た
再
加
工
品
だ
が
、
本
来
は
尾
部
が
細
長
く
尖
っ
た
形
状

の
勾
玉
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
８
は
頭
部
を
欠
損
す
る
が
、
尾
部
が
長
く

尖
っ
た
形
状
の
勾
玉
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
出
土
勾
玉
の
既
存
の
分
類
に
当
て

は
め
て
も
違
和
感
は
な
い
。
穿
孔
は
す
べ
て
両
面
穿
孔
に
よ
る
も
の
で
、
使
用

さ
れ
た
穿
孔
具
の
形
状
に
起
因
し
て
、
両
端
部
の
径
が
大
き
く
孔
径
が
小
さ
な

も
の
（
１
・
２
・
４
～
６
）
と
、
両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な

も
の
（
３
・
７
）
と
が
あ
る
。
両
面
穿
孔
で
あ
る
こ
と
は
生
産
遺
跡
で
あ
る
晋

州
大
坪
遺
跡
の
未
成
品
分
析
結
果
と
も
共
通
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
破
損

の
リ
ス
ク
を
極
力
抑
え
る
工
夫
と
す
る
見
解
が
あ
る

(

13)

。
表
面
の
研
磨
は
ど
れ
も

丁
寧
に
行
わ
れ
て
お
り
総
じ
て
光
沢
を
帯
び
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
３
・
６
・

８
）
、
青
白
色
（
２
・
７
）
、
青
白
色
に
半
透
明
部
分
が
斑
状
に
含
有
（
１
・
５
）
、

青
み
の
な
い
灰
色
（
４
）
が
あ
る
。
４
は
肉
眼
で
は
天
河
石
と
認
識
す
る
こ
と

が
難
し
い
。

　

丸
玉
・
小
玉
は
径
が
８
㎜
以
上
の
も
の
を
丸
玉
、
そ
れ
以
下
の
も
の
を
小
玉

と
す
る
。
先
述
の
分
類
を
参
考
に
す
る
と
、
丸
玉
に
つ
い
て
は
、
断
面
形
状
か

ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
９
・
10
）
、
側
面
が
丸
み
を
も
た
ず
直
線
的
で
断
面

が
方
形
に
近
い
形
状
（
17
）
、
側
面
は
丸
味
を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
な
面
を
も

つ
形
状
（
11
～
16
）
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　

対
象
が
小
さ
い
た
め
不
明
と
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
確
認
で
き
た
限
り
で
は

穿
孔
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
。
両
端
部
の
径
が
大
き
な
も
の
（
９
・
11
～
15
）
と

両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な
も
の
（
10
・
16
）
が
あ
る
の
は

勾
玉
と
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
10
の
よ
う
に
整
形
段
階
の
稜
線
が
残
る
も
の
、

15
の
よ
う
に
自
然
面
や
剝
離
痕
が
残
る
も
の
も
あ
る
が
、
他
は
ほ
ぼ
平
滑
に
な

る
ま
で
研
磨
さ
れ
光
沢
を
帯
び
て
い
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
11
）
、
青
白
色
（
９
・

10
・
12
～
17
）
が
あ
る
。

　

小
玉
は
26
の
よ
う
に
い
び
つ
な
形
状
の
も
の
も
あ
る
が
、
概
ね
側
面
は
丸
味

を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
に
整
形
さ
れ
る
。
確
認
で
き
た
限
り
で
は
穿
孔
は
両
面

穿
孔
を
行
っ
て
お
り
、
孔
の
断
面
形
状
が
大
き
く
二
種
類
に
分
か
れ
る
の
は
小

玉
も
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
総
じ
て
丁
寧
で
光
沢
を
帯
び
、
色
調
は
青
白
色
で

一
見
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

５　

天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期

　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
う
ち
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
中

期
後
半
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
天
河
石
製
玉
類
は
、
11
遺
跡
か
ら
20
点
出
土
し

て
い
る
（
表
１
）
。

　

最
も
古
い
時
期
の
も
の
は
千
里
遺
跡
第
１
次
調
査
で
出
土
し
た
縄
文
時
代
晩

期
前
半
と
さ
れ
る
丸
玉
だ
が
、
共
伴
遺
物
が
無
く
周
囲
の
遺
構
か
ら
時
期
を
類

推
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
大
木
遺
跡
７
号
土
壙
墓
は
周

囲
の
土
壙
墓
か
ら
出
土
し
た
副
葬
小
壺
か
ら
弥
生
時
代
前
期
と
し
て
問
題
な

く
、
同
様
に
免
遺
跡
第
３
次
Ｂ
４
グ
リ
ッ
ド
第
３
層
は
、
夜
臼
式
土
器
を
中
心

に
板
付
Ⅰ
式
土
器
が
少
量
共
伴
す
る
状
態
で
あ
る
た
め
同
時
期
と
み
て
良
い
だ

ろ
う
。
報
文
中
で
は
混
入
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
宿
遺
跡
第
５

次
１
１
２
号
甕
棺
覆
土
上
層
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
棺
内
出
土
で
は
な
い
と

は
い
え
甕
棺
と
大
差
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
弥
生

時
代
早
・
前
期
に
は
少
な
く
と
も
天
河
石
製
玉
類
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
間
違
い
な
い
。

　

次
に
、
安
徳
台
遺
跡
群
18
号
住
居
跡
は
図
示
さ
れ
た
土
器
は
す
べ
て
弥
生
時

代
中
期
後
半
の
も
の
で
あ
り
、
混
入
も
考
え
に
く
い
状
態
で
あ
る
。
有
田
遺
跡

第
36
次
出
土
勾
玉
は
２
号
甕
棺
墓
の
墓
壙
上
層
か
ら
出
土
し
た
た
め
混
入
の
可

能
性
も
あ
る
が
、
周
囲
の
遺
構
は
古
墳
時
代
前
期
や
中
世
で
あ
る
た
め
甕
棺
と

同
じ
時
期
の
弥
生
時
代
中
期
後
半
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
元
岡
・
桑
原
遺
跡
群

第
42
次
出
土
丸
玉
は
ほ
ぼ
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
限
定
さ
れ
る
土
器
群
９
の
中

か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
同
時
期
と
み
て
良
い
。
下
限
に
つ
い
て

は
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
に
限
っ
て
言
え
ば
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期
は
弥
生
時
代
早
・
前
期
か
ら
中
期
後

半
ま
で
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
で
の
天
河
石
製

玉
類
の
出
土
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も

わ
ず
か
に
残
る
と
い
う
先
述
の
指
摘
事
項
と
整
合
す
る
。
弥
生
時
代
に
関
し
て

は
、
福
岡
県
内
の
出
土
状
況
は
朝
鮮
半
島
の
動
向
を
素
直
に
反
映
し
た
も
の
と

い
え
る
。

　

一
方
、
今
回
注
目
し
た
い
の
は
古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製

玉
類
12
遺
跡
12
点
で
あ
る
。
溝
や
住
居
跡
覆
土
か
ら
出
土
し
た
の
で
あ
れ
ば
混

入
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
が
、
古
墳
の
横
穴
式
石
室
か
ら
出
土
し
た
例
が

６
遺
跡
６
点
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
対
し
て
混
入
の
可
能
性
を
想
定
す
る
の

は
現
実
的
で
は
な
い
。
古
墳
時
代
後
期
か
ら
終
末
期
に
か
け
て
天
河
石
製
玉
類

が
流
通
し
、
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
よ
り
他
に
な
い
。

　

古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
12
点
は
、
丸
玉
６
点
、
小

玉
６
点
で
あ
る
。
形
態
的
特
徴
に
乏
し
い
丸
玉
や
小
玉
で
あ
る
た
め
積
極
的
根

拠
に
欠
け
る
が
、
全
体
の
形
状
や
穿
孔
技
法
は
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時
代
の
天
河

石
製
丸
玉
・
小
玉
と
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
で
は

三
国
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
製
作
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
後
述
の
例
外
を
除
い
て
使
用
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
日
本
列
島

で
も
古
墳
時
代
に
天
河
石
製
玉
類
を
製
作
し
た
痕
跡
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
従
っ
て
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
を
７
０
０
年
以
上
遡
る
頃
に

朝
鮮
半
島
や
そ
の
近
接
地
で
製
作
さ
れ
た
天
河
石
製
玉
類
が
、
長
い
期
間
が
経

過
し
た
の
ち
に
日
本
列
島
の
古
墳
時
代
で
使
用
さ
れ
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。

　

天
河
石
製
玉
類
が
出
土
し
た
６
遺
跡
は
、
ど
れ
も
後
期
か
ら
終
末
期
の
群
集

墳
中
に
あ
る
小
規
模
円
墳
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
帰
属
す
る
古
墳
群
中

で
、
階
層
的
に
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
古
墳
で
は
な
い
。
外
来
系
遺

物
の
共
伴
も
ガ
ラ
ス
製
玉
類
を
除
け
ば
他
に
な
く
、
被
葬
者
に
外
来
的
要
素
を

見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
従
っ
て
、
天
河
石
製
玉
類
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
で

階
層
的
優
位
性
や
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
を
示
す
根
拠
と
見
做
す
こ
と
は
不
適
切

で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
で
は
一
部
の
人
に
し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
が

(

14)

、
古
墳
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
に

特
別
扱
い
さ
れ
る
よ
う
な
稀
少
品
と
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

６　

伝
世
と
再
利
用

　

古
墳
時
代
の
玉
類
に
見
ら
れ
る
伝
世
あ
る
い
は
再
利
用
に
つ
い
て
い
ち
早
く

指
摘
し
た
の
は
、
築
上
郡
上
毛
町
百
留
横
穴
墓
群
出
土
玉
類
の
整
理
・
検
討
を

行
い
報
告
し
た
大
賀
克
彦
で
あ
る

(

15)

。
そ
の
後
、
近
年
特
に
玉
類
の
伝
世
に
関
す

る
報
告
が
相
次
い
で
お
り
、
特
殊
な
事
例
と
は
呼
べ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

「
伝
世
」
と
い
う
用
語
は
、
大
切
に
扱
わ
れ
長
期
に
わ
た
っ
て
途
切
れ
る
こ
と

な
く
意
図
的
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
意
味
合
い
を
含
む
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為

や
意
図
が
延
々
数
百
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
で

は
な
い
。
「
い
っ
た
ん
遺
棄
も
し
く
は
廃
棄
さ
れ
」
た
対
象
が
、
「
二
次
的
に
回

収
・
使
用
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
「
伝
世
」
で
は
な
い
別
の
概
念

を
用
い
て
呼
称
し
た
方
が
、
当
時
の
社
会
背
景
を
検
討
し
理
解
す
る
上
で
よ
り

適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
製
作
か
ら
使
用
ま
で
が
長
期
に
わ

た
っ
て
極
端
に
離
れ
て
お
り
、
二
次
的
な
使
用
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
の
よ

う
な
場
合
に
対
し
て
は
、
「
再
利
用
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
概
念
上
区
別
す

る
こ
と
と
す
る
。

　

現
在
ま
で
に
伝
世
・
再
利
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
玉
類
に
は
、
縄
文
時
代
後
・

晩
期
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ヒ
ス
イ
製
丸
玉
や
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
、
弥

生
時
代
中
期
に
盛
行
す
る
女
代
南
Ｂ
群
碧
玉
製
管
玉
、
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳

時
代
前
期
前
半
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
花
仙
山
産
碧
玉
製
管
玉
が
あ
る
。
こ

れ
ら
に
今
回
の
天
河
石
製
玉
類
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
玉
類
は
製
作
時
期
や
場
所
が
異
な
る
が
、
伝
世
・
再
利
用
さ
れ

た
時
期
が
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
集
中
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
。

す
な
わ
ち
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
、
極
端
に
古
い
時
期
の
玉
類
が
二
次

的
に
回
収
さ
れ
、
流
通
し
、
装
飾
品
や
副
葬
品
に
供
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
伝
世
・
再
利
用
は
そ
れ
ほ
ど
特
異
な
例
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
伝
世
・
再
利
用
玉
類
が
稀
少
価
値
と
し
て
の
特
別
な
意
味
合
い
を

有
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
各
玉
類
が
天
河
石
製
玉
類
と
同

じ
よ
う
に
中
小
規
模
の
群
集
墳
や
横
穴
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解

さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
群
集
墳
の
爆
発
的
増
加
に
象
徴
さ
れ
る
需
要
の
拡
大
や
、

流
通
機
構
の
変
化
に
伴
う
玉
類
不
足
に
対
す
る
代
替
品
と
し
て
の
使
用
を
考
え

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
に
つ
い
て

吉
田 

東
明
・
比
佐 

陽
一
郎
・
松
園 

菜
穂

《
研
究
ノ
ー
ト
》

             

(

１)
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は
じ
め
に

　

天
河
石
（
て
ん
が
せ
き
・
ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
）
は
微
斜
長
石
（K

A
l
S
3O

8

）
の

変
種
で
青
緑
色
の
単
結
晶
鉱
物
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ウ
ラ

ル
、
イ
ン
ド
で
産
出
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
国
内
で
は
過
去
に
採

掘
、
加
工
さ
れ
、
宝
石
と
し
て
一
般
に
流
通
し
た
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
国
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
は
す
べ
て
外
来
系
遺
物

で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

１　

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

　

朝
鮮
半
島
の
考
古
学
に
関
す
る
研
究
成
果
で
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
出
土
は

青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も
わ
ず
か
に
残
る

と
さ
れ
る
。
中
で
も
青
銅
器
時
代
に
お
い
て
は
、
天
河
石
製
玉
類
と
碧
玉
製
管

玉
が
時
代
を
特
徴
づ
け
る
玉
で
あ
り
、
さ
ら
に
天
河
石
製
の
玉
は
一
部
の
人
に

し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(

２)

。
分
布
域
は

遼
東
地
域
か
ら
朝
鮮
半
島
北
部
・
北
部
に
近
い
嶺
東
地
域
、
南
部
の
一
帯
に
ま

で
及
ぶ

(

３)

。
天
河
石
で
製
作
さ
れ
る
玉
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
管
玉
が
製
作
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
天
河
石
の
粒
子
が
塊
状
で
細
長

い
形
態
の
管
玉
を
つ
く
る
素
材
と
し
て
適
切
で
は
な
い
こ
と
が
そ
の
理
由
と
さ

れ
る

(

４)

。

　

朝
鮮
半
島
内
で
の
天
河
石
原
石
の
原
産
地
は
、
咸
鏡
南
道
端
川
や
忠
清
南
道

丹
陽
ソ
ウ
ル
冠
岳
山
付
近
で
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
玉
作
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
山
清
郡
黙
谷
里
遺
跡
や
晋
州
大
坪
遺

跡
と
い
っ
た
慶
尚
南
道
南
江
流
域
の
遺
跡
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　

日
本
列
島
出
土
勾
玉
を
対
象
に
し
た
森
貞
次
郎
の
型
式
分
類

(

５)

に
基
づ
き
、
朝

鮮
半
島
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
の
検
討
を
行
っ
た
西
谷
正

(

６)

や
大
坪
志
子

(

７)

の
検
討
を

参
照
す
る
と
、
天
河
石
製
勾
玉
は
獣
形
、
原
始
形
、
半
月
形
、
Ｃ
字
形
、
不
定

形
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
方
で
、
弥
生
時
代
中
期
以
降
に
日
本
列
島

で
広
く
普
及
す
る
定
形
勾
玉
や
丁
字
頭
勾
玉
は
、
天
河
石
製
勾
玉
に
は
見
ら
れ

な
い
こ
と
も
暗
に
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
幅
が
青

銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
を
中
心
と
す
る
と
い
う
庄
田
の
指
摘
、
お
よ
び

朝
鮮
半
島
で
勾
玉
が
定
形
化
す
る
の
は
原
三
国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と

す
る
西
谷
の
指
摘
と
も
符
合
す
る
。

　

丸
玉
の
型
式
分
類
に
つ
い
て
は
、
断
面
の
形
状
か
ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
円

盤
玉
）
、
扁
平
な
楕
円
形
（
球
玉
）
、
扁
平
な
板
状
（
円
板
玉
）
の
三
種
類
に
区

分
し
た
高
旻
廷
の
検
討
が
参
考
に
な
る

(

８)

。

２　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

　

日
本
国
内
で
は
、
九
州
北
部
の
玄
界
灘
沿
岸
域
を
中
心
に
天
河
石
製
玉
類
の

出
土
例
が
あ
る
こ
と
が
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
国
内
で
は
天
河
石
を
玉
の

素
材
と
し
て
使
用
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時

代
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
た
る
弥
生
時
代
早
・
前
期
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
天
河
石
は
弥
生
時
代
開
始
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
確
実
に
搬
入
さ
れ

た
渡
来
遺
物
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
宗
像
市
光
岡
辻
ノ
園
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
そ
の
代
表
例
の
一
つ
と
し
て
こ
れ
ま
で
取
り
扱
わ

れ
て
き
た

(

９)

。

 

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
整
理
・
報
告
書
作
成
段
階
で
自

然
科
学
的
調
査
が
行
わ
れ
、
比
重
測
定
の
数
値
や
電
子
顕
微
鏡
に
付
属
す
る
分

析
装
置
（
Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
）
に
よ
る
材
質
分
析
で
、
珪
素
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
が
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
結
果
か
ら
天
河
石
製
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
あ
ら
た
め
て
実
見
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
天
河
石
製
と
す
る
の
に

大
き
な
違
和
感
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
そ
の
色
調
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
の
遺
跡
か

ら
出
土
す
る
天
河
石
製
玉
類
は
濃
い
青
色
や
水
色
が
通
例
で
、
明
る
く
鮮
や
か

な
色
調
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
例
は
く
す
ん
だ
緑
灰
色
を
基
調
と
し
て
灰

白
色
や
黒
色
が
斑
状
に
混
在
し
て
お
り
、
一
般
的
な
天
河
石
製
玉
類
の
色
調
と

は
大
き
く
異
な
る
印
象
を
受
け
た
。
も
う
一
つ
は
そ
の
形
状
で
あ
る
。
朝
鮮
半

島
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
分
類
に
つ
い
て
は
先
述
の
と
お
り
だ
が
、
本
例
は
勾

玉
と
形
容
す
る
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
ほ
ど
の
独
特
な
形
状
で
あ
る
。
加
え
て
、

擦
過
に
よ
る
複
数
の
線
刻
が
施
文
さ
れ
て
い
る
点
は
、
少
な
く
と
も
他
の
天
河

石
製
勾
玉
に
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
新
た
な
手
法
も
加

え
、
再
度
自
然
科
学
的
調
査
を
実
施
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

調
査
は
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
機
器
類
を
用
い
、
比
重
測
定
、
蛍

光
Ｘ
線
分
析
、
Ｘ
線
回
折
分
析
な
ど
を
行
っ
た
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
は
、
試
料
に

Ｘ
線
を
照
射
し
、
試
料
に
含
ま
れ
る
元
素
か
ら
生
じ
る
各
元
素
に
特
有
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
値
を
持
つ
二
次
Ｘ
線
＝
蛍
光
Ｘ
線
を
検
出
器
で
捉
え
、
そ
の
元
素
の
種

類
や
量
を
調
べ
る
分
析
法
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
は
、
試
料
に
Ｘ
線
を
照
射

す
る
こ
と
で
、
試
料
を
構
成
す
る
結
晶
か
ら
得
ら
れ
る
回
折
Ｘ
線
を
検
出
器
で

捉
え
、
ピ
ー
ク
と
し
て
表
す
も
の
で
あ
る
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
が
含
有
元
素
の
同

定
を
行
う
の
に
対
し
、
Ｘ
線
回
折
分
析
は
結
晶
の
種
類
や
状
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
ピ
ー
ク
の
同
定
は
既
知
試
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合
す
る
こ
と
で

行
う
。
各
装
置
と
分
析
条
件
等
は
次
の
と
お
り
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
微
少
部
用
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置
（A

M
E
T
E
K

・E
D
A
X
 

　

O
r
b
i
s

）：
対
陰
極
：
ロ
ジ
ウ
ム(

Rh)

／
検
出
器
：
シ
リ
コ
ン
ド
リ
フ
ト
検

　

出
器
／
印
加
電
圧
：
30
㎸
・
電
流
値
：
１
０
０
０
㎂
／
測
定
雰
囲
気
：
真
空

／
測
定
範
囲
０
・
３
㎜
φ
／
測
定
時
間
１
８
０
秒

・
Ｘ
線
回
折
分
析
装
置
（B

r
u
k
e
r
-
A
X
S

・D
8
-
D
I
S
C
O
V
E
R

）：
対
陰
極
：
銅(

Cu)

／
検
出
器
：
リ
ア
ル
タ
イ
ム
二
次
元
検
出
器
／
印
加
電
圧
：
40
㎸
・
電
流
値
：

40
㎂
／
測
定
角
度
13
～
77°
／
測
定
範
囲
０
・
５
㎜
φ
／
測
定
時
間
９
０
０
秒

　

ま
ず
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
、
検
出
強
度
の
強
い
元
素
順
に
、
ケ
イ
素(

Si)

、

カ
リ
ウ
ム

(

Ｋ)

、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム(

Al)

、
鉄(

Fe)

、
チ
タ
ン(

Ti)

、
ク
ロ
ム

(
Cr)

が
認
め
ら
れ
た
。
確
か
に
カ
リ
ウ
ム
の
検
出
は
天
河
石
の
特
徴
の
一
つ
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
上
、
天
河
石
の
場
合
、
カ
リ
ウ
ム
と
ル
ビ
ジ
ウ

ム(

Rb)
以
外
、
同
定
が
で
き
な
い
ピ
ー
ク
が
乱
立
す
る
分
析
結
果
の
特
徴
が
あ

る
。
し
か
し
、
本
資
料
で
は
、
鉄
や
ク
ロ
ム
な
ど
が
明
確
に
元
素
と
し
て
同
定

で
き
、
ル
ビ
ジ
ウ
ム
の
ピ
ー
ク
は
微
弱
で
あ
る
。
何
よ
り
、
ク
ロ
ム
の
検
出
は

ク
ロ
ム
白
雲
母
と
い
う
結
果
に
帰
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
で
も

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、Muscovite

（
白
雲
母
）
の
デ
ー
タ
に
一
致
す
る
ピ

ー
ク
が
得
ら
れ
て
い
る
。
比
重
は
今
回
測
定
で
は
２
・
68
で
、
前
回
の
２
・
７

と
近
似
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ク
ロ
ム
白
雲
母
は
２
・
８
を
超
え
る
数
値

を
示
す
も
の
が
多
く
、
そ
れ
に
対
し
て
天
河
石
は
２
・
５
前
後
と
低
い
数
値
と

な
る
。
２
・
68
と
い
う
結
果
は
、
両
者
の
中
間
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

の
判
断
は
難
し
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
日
的
な
観
点
に
基
づ
く
再
調
査
の
結
果
、
光
岡
辻
ノ

園
遺
跡
出
土
勾
玉
は
、
天
河
石
製
で
は
な
く
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
例
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
す

る
。

　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
の
勾
玉
は
、
長
さ
１
・
35
ｍ
、
幅
０
・
３
ｍ
、
深
さ
５
㎝

程
の
小
規
模
な
溝
状
遺
構

SD2
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴

遺
物
が
皆
無
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
調
査
区
内
に
は

他
に
弥
生
時
代
中
期
末
～

後
期
初
頭
や
後
期
終
末
の

竪
穴
住
居
跡
等
が
分
布
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
ク
ロ
ム

白
雲
母
製
勾
玉
と
直
接
関

連
し
そ
う
な
時
期
の
遺
構

で
は
な
い
。
従
っ
て
、
本

例
に
つ
い
て
は
共
伴
遺
物

に
よ
る
時
期
比
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

形
状
に
関
し
て
は
、
全
長
３
・
４
㎝
、
幅
２
・
１
㎝
、
厚
さ
０
・
６
㎝
を
計

測
し
、
丸
み
の
な
い
扁
平
な
板
状
を
呈
し
て
い
る
。
尾
部
と
腹
部
の
境
に
は
明

瞭
な
屈
曲
が
あ
り
、
全
体
的
な
形
状
は
腹
部
に
突
起
の
あ
る
獣
形
勾
玉
に
近
い

と
い
え
る
。
中
央
に
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
直
径
０
・
４
～
０
・
７
㎝
の
円
孔
が

一
つ
あ
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
る
が
自
然
面
を
残
し
、
光
沢
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

頭
部
や
腹
部
の
下
端
に
は
主
軸
と
併
行
す
る
方
向
に
短
い
線
刻
が
各
三
条
加
え

ら
れ
る
。
側
面
に
は
主
軸
と
直
交
す
る
方
向
に
線
刻
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
頭

部
側
に
二
条
、
腹
部
に
二
条
、
尾
部
に
三
条
が
確
認
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
は
縄
文
時
代
後
期
後
葉

か
ら
晩
期
前
葉
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り

(

10)

、
そ
れ
に
従
え
ば

本
例
も
こ
の
時
期
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
形

態
的
特
徴
に
関
し
て
は
従
来
ど
お
り
獣
形
勾
玉
に
区

分
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
管
見
の
範
囲
内
に

限
れ
ば
、
石
材
は
異
な
る
が
宮
崎
県
学
頭
遺
跡
の
獣

形
勾
玉
（
縄
文
時
代
後
期
後
葉
・
硬
玉
製
）
は
全
体

的
な
形
状
や
複
数
の
線
刻
を
有
す
る
点
で
卑
近
な
例

と
し
て
参
考
に
な
る

(

11)

。
光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

に
つ
い
て
は
、
縄
文
時
代
後
期
後
葉
か
ら
晩
期
前
葉

に
製
作
さ
れ
た
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
獣
形
勾
玉
と
位
置

付
け
る
こ
と
と
し
た
い
。

３　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類

　

今
回
の
市
史
編
纂
に
際
し
て
宗
像
市
内
か
ら
出
土
し
た
玉
類
を
実
見
し
た
と

こ
ろ
、
後
期
古
墳
で
あ
る
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品
の
中
に
天
河
石
製
と
思
わ
れ

る
玉
類
を
１
点
確
認
し
た

(

12)

（
図
４-

31
）
。
天
河
石
製
玉
類
に
つ
い
て
は
先
述
の

と
お
り
、
朝
鮮
半
島
で
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
盛
行
し
、
日
本

列
島
で
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
弥
生
時
代
早
・
前
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
理
解
に
従
え
ば
、
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品

は
、
古
墳
の
時
期
と
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
と
が
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
こ
と

と
な
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
混
入
も
し
く
は
特
異
な
事
例
と
し
て
処
理
さ
れ
そ

う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
同
じ
よ
う
に
玉
類
の
製
作
時
期
と
出
土
遺
構
の
時
期

と
が
大
き
く
隔
た
る
事
例
が
複
数
報
告
さ
れ
、
関
心
を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で

本
例
を
契
機
と
し
て
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
報

告
事
例
と
、
肉
眼
観
察
に
よ
っ
て
天
河
石
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
事
例

に
つ
い
て
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
て
自
然
科
学
的
調
査
を
行
い
石

材
の
判
別
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
天
河
石
製
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
玉
類

が
表
１
、
図
３
・
４
な
ら
び
に
写
真
で
あ
る
。

　

調
査
の
手
法
は
前
章
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
結
果
の
判
別
も
前
の
記
述

に
一
部
重
複
す
る
が
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
ケ
イ
素
の
他
、
カ
リ
ウ
ム
、
ル
ビ
ジ

ウ
ム
の
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
、
他
、
５
～
12
keV
付
近
に
同
定
不
能
の
ピ
ー
ク

が
乱
立
す
る
。
今
回
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
資
料
を
分
析
し
た
結
果
、
細
か
く
結

果
を
見
る
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
検
出
量
や
、
同
定
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
箇
所
に
つ

い
て
の
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
関
し
て

は
同
一
資
料
の
分
析
箇
所
に
よ
る
違
い
で
あ
り
、
ま
た
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
は
、

そ
も
そ
も
検
出
原
因
の
解
明
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
分
析
に
よ
る
天
河
石
の
細
分

化
は
現
状
で
は
難
し
い
。
ま
た
、
Ｘ
線
回
折
分
析
で
は
、
普
通
に
分
析
を
行
っ

て
も
単
結
晶
の
た
め
、
同
定
に
必
要
な
ピ
ー
ク
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
。
回
転

揺
動
な
ど
に
よ
っ
て
検
出
ピ
ー
ク
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
微
斜
長
石
で

あ
るMicrocline

の
結
晶
デ
ー
タ
と
は
完
全
に
一
致
せ
ず
、
こ
の
分
析
方
法
で
の

明
確
な
同
定
は
困
難
で
あ
る
。
天
河
石
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
や
Ｘ
線
回
折
を
用
い

た
分
析
に
よ
る
同
定
に
は
、
ま
だ
課
題
が
多
く
、
比
重
測
定
、
色
調
な
ど
の
結

果
も
合
わ
せ
た
総
合
的
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
ま
で
に
科
学
的
調
査
を
行
っ
た
福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
は
、
21

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
合
計
33
点
で
あ
る
。
種
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
あ

り
、
勾
玉
は
折
損
品
・
再
加
工
品
も
含
め
て
８
点
、
丸
玉
・
小
玉
は
25
点
を
数

え
る
。

４　

天
河
石
製
玉
類
の
形
態
的
特
徴

　

先
述
の
分
類
に
基
づ
く
と
、
勾
玉
は
原
始
形
勾
玉
１
点
（
１
）、
半
月
形
勾
玉

２
点
（
２
・
３
）、
Ｃ
字
形
勾
玉
２
点
（
４
・
５
）、
不
定
形
勾
玉
１
点
（
６
）
に

区
分
さ
れ
る
。
１
は
頭
部
と
尾
部
の
境
が
不
明
瞭
だ
が
、
一
側
縁
が
湾
曲
し
た

形
状
で
原
始
形
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
２
は
均
整
の
と
れ
た
半
月
形
で
あ
る
。

３
は
背
部
に
円
孔
状
の
抉
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
再
加
工
品
と
認
識
さ
れ
る
。
現

状
で
は
半
月
形
に
近
い
。
４
は
腹
部
の
抉
り
が
浅
く
、
体
部
は
丸
味
の
少
な
い

扁
平
に
近
い
形
状
で
あ
る
。
頭
部
と
尾
部
の
大
き
さ
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
５
は
腹
部
の
抉
り
が
深
く
、
頭
部
と
尾
部
の
形
状
も
意
図
的
に

差
異
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
頭
部
は
大
き
く
尾
部
は
尖
り
気
味
に
整
形
さ
れ
る
。

体
部
に
丸
み
が
な
く
扁
平
な
の
は
４
と
同
様
で
あ
る
。
６
は
分
類
上
不
定
形
勾

玉
に
区
分
さ
れ
る
が
、
丸
み
が
あ
り
均
整
の
と
れ
た
形
状
で
あ
る
。
７
は
折
損

後
に
端
部
を
研
磨
し
た
再
加
工
品
だ
が
、
本
来
は
尾
部
が
細
長
く
尖
っ
た
形
状

の
勾
玉
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
８
は
頭
部
を
欠
損
す
る
が
、
尾
部
が
長
く

尖
っ
た
形
状
の
勾
玉
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
出
土
勾
玉
の
既
存
の
分
類
に
当
て

は
め
て
も
違
和
感
は
な
い
。
穿
孔
は
す
べ
て
両
面
穿
孔
に
よ
る
も
の
で
、
使
用

さ
れ
た
穿
孔
具
の
形
状
に
起
因
し
て
、
両
端
部
の
径
が
大
き
く
孔
径
が
小
さ
な

も
の
（
１
・
２
・
４
～
６
）
と
、
両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な

も
の
（
３
・
７
）
と
が
あ
る
。
両
面
穿
孔
で
あ
る
こ
と
は
生
産
遺
跡
で
あ
る
晋

州
大
坪
遺
跡
の
未
成
品
分
析
結
果
と
も
共
通
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
破
損

の
リ
ス
ク
を
極
力
抑
え
る
工
夫
と
す
る
見
解
が
あ
る

(

13)

。
表
面
の
研
磨
は
ど
れ
も

丁
寧
に
行
わ
れ
て
お
り
総
じ
て
光
沢
を
帯
び
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
３
・
６
・

８
）
、
青
白
色
（
２
・
７
）
、
青
白
色
に
半
透
明
部
分
が
斑
状
に
含
有
（
１
・
５
）
、

青
み
の
な
い
灰
色
（
４
）
が
あ
る
。
４
は
肉
眼
で
は
天
河
石
と
認
識
す
る
こ
と

が
難
し
い
。

　

丸
玉
・
小
玉
は
径
が
８
㎜
以
上
の
も
の
を
丸
玉
、
そ
れ
以
下
の
も
の
を
小
玉

と
す
る
。
先
述
の
分
類
を
参
考
に
す
る
と
、
丸
玉
に
つ
い
て
は
、
断
面
形
状
か

ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
９
・
10
）
、
側
面
が
丸
み
を
も
た
ず
直
線
的
で
断
面

が
方
形
に
近
い
形
状
（
17
）
、
側
面
は
丸
味
を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
な
面
を
も

つ
形
状
（
11
～
16
）
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　

対
象
が
小
さ
い
た
め
不
明
と
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
確
認
で
き
た
限
り
で
は

穿
孔
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
。
両
端
部
の
径
が
大
き
な
も
の
（
９
・
11
～
15
）
と

両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な
も
の
（
10
・
16
）
が
あ
る
の
は

勾
玉
と
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
10
の
よ
う
に
整
形
段
階
の
稜
線
が
残
る
も
の
、

15
の
よ
う
に
自
然
面
や
剝
離
痕
が
残
る
も
の
も
あ
る
が
、
他
は
ほ
ぼ
平
滑
に
な

る
ま
で
研
磨
さ
れ
光
沢
を
帯
び
て
い
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
11
）
、
青
白
色
（
９
・

10
・
12
～
17
）
が
あ
る
。

　

小
玉
は
26
の
よ
う
に
い
び
つ
な
形
状
の
も
の
も
あ
る
が
、
概
ね
側
面
は
丸
味

を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
に
整
形
さ
れ
る
。
確
認
で
き
た
限
り
で
は
穿
孔
は
両
面

穿
孔
を
行
っ
て
お
り
、
孔
の
断
面
形
状
が
大
き
く
二
種
類
に
分
か
れ
る
の
は
小

玉
も
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
総
じ
て
丁
寧
で
光
沢
を
帯
び
、
色
調
は
青
白
色
で

一
見
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

５　

天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期

　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
う
ち
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
中

期
後
半
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
天
河
石
製
玉
類
は
、
11
遺
跡
か
ら
20
点
出
土
し

て
い
る
（
表
１
）
。

　

最
も
古
い
時
期
の
も
の
は
千
里
遺
跡
第
１
次
調
査
で
出
土
し
た
縄
文
時
代
晩

期
前
半
と
さ
れ
る
丸
玉
だ
が
、
共
伴
遺
物
が
無
く
周
囲
の
遺
構
か
ら
時
期
を
類

推
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
大
木
遺
跡
７
号
土
壙
墓
は
周

囲
の
土
壙
墓
か
ら
出
土
し
た
副
葬
小
壺
か
ら
弥
生
時
代
前
期
と
し
て
問
題
な

く
、
同
様
に
免
遺
跡
第
３
次
Ｂ
４
グ
リ
ッ
ド
第
３
層
は
、
夜
臼
式
土
器
を
中
心

に
板
付
Ⅰ
式
土
器
が
少
量
共
伴
す
る
状
態
で
あ
る
た
め
同
時
期
と
み
て
良
い
だ

ろ
う
。
報
文
中
で
は
混
入
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
宿
遺
跡
第
５

次
１
１
２
号
甕
棺
覆
土
上
層
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
棺
内
出
土
で
は
な
い
と

は
い
え
甕
棺
と
大
差
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
弥
生

時
代
早
・
前
期
に
は
少
な
く
と
も
天
河
石
製
玉
類
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
間
違
い
な
い
。

　

次
に
、
安
徳
台
遺
跡
群
18
号
住
居
跡
は
図
示
さ
れ
た
土
器
は
す
べ
て
弥
生
時

代
中
期
後
半
の
も
の
で
あ
り
、
混
入
も
考
え
に
く
い
状
態
で
あ
る
。
有
田
遺
跡

第
36
次
出
土
勾
玉
は
２
号
甕
棺
墓
の
墓
壙
上
層
か
ら
出
土
し
た
た
め
混
入
の
可

能
性
も
あ
る
が
、
周
囲
の
遺
構
は
古
墳
時
代
前
期
や
中
世
で
あ
る
た
め
甕
棺
と

同
じ
時
期
の
弥
生
時
代
中
期
後
半
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
元
岡
・
桑
原
遺
跡
群

第
42
次
出
土
丸
玉
は
ほ
ぼ
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
限
定
さ
れ
る
土
器
群
９
の
中

か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
同
時
期
と
み
て
良
い
。
下
限
に
つ
い
て

は
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
に
限
っ
て
言
え
ば
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期
は
弥
生
時
代
早
・
前
期
か
ら
中
期
後

半
ま
で
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
で
の
天
河
石
製

玉
類
の
出
土
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も

わ
ず
か
に
残
る
と
い
う
先
述
の
指
摘
事
項
と
整
合
す
る
。
弥
生
時
代
に
関
し
て

は
、
福
岡
県
内
の
出
土
状
況
は
朝
鮮
半
島
の
動
向
を
素
直
に
反
映
し
た
も
の
と

い
え
る
。

　

一
方
、
今
回
注
目
し
た
い
の
は
古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製

玉
類
12
遺
跡
12
点
で
あ
る
。
溝
や
住
居
跡
覆
土
か
ら
出
土
し
た
の
で
あ
れ
ば
混

入
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
が
、
古
墳
の
横
穴
式
石
室
か
ら
出
土
し
た
例
が

６
遺
跡
６
点
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
対
し
て
混
入
の
可
能
性
を
想
定
す
る
の

は
現
実
的
で
は
な
い
。
古
墳
時
代
後
期
か
ら
終
末
期
に
か
け
て
天
河
石
製
玉
類

が
流
通
し
、
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
よ
り
他
に
な
い
。

　

古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
12
点
は
、
丸
玉
６
点
、
小

玉
６
点
で
あ
る
。
形
態
的
特
徴
に
乏
し
い
丸
玉
や
小
玉
で
あ
る
た
め
積
極
的
根

拠
に
欠
け
る
が
、
全
体
の
形
状
や
穿
孔
技
法
は
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時
代
の
天
河

石
製
丸
玉
・
小
玉
と
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
で
は

三
国
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
製
作
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
後
述
の
例
外
を
除
い
て
使
用
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
日
本
列
島

で
も
古
墳
時
代
に
天
河
石
製
玉
類
を
製
作
し
た
痕
跡
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
従
っ
て
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
を
７
０
０
年
以
上
遡
る
頃
に

朝
鮮
半
島
や
そ
の
近
接
地
で
製
作
さ
れ
た
天
河
石
製
玉
類
が
、
長
い
期
間
が
経

過
し
た
の
ち
に
日
本
列
島
の
古
墳
時
代
で
使
用
さ
れ
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。

　

天
河
石
製
玉
類
が
出
土
し
た
６
遺
跡
は
、
ど
れ
も
後
期
か
ら
終
末
期
の
群
集

墳
中
に
あ
る
小
規
模
円
墳
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
帰
属
す
る
古
墳
群
中

で
、
階
層
的
に
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
古
墳
で
は
な
い
。
外
来
系
遺

物
の
共
伴
も
ガ
ラ
ス
製
玉
類
を
除
け
ば
他
に
な
く
、
被
葬
者
に
外
来
的
要
素
を

見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
従
っ
て
、
天
河
石
製
玉
類
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
で

階
層
的
優
位
性
や
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
を
示
す
根
拠
と
見
做
す
こ
と
は
不
適
切

で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
で
は
一
部
の
人
に
し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
が

(

14)

、
古
墳
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
に

特
別
扱
い
さ
れ
る
よ
う
な
稀
少
品
と
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

６　

伝
世
と
再
利
用

　

古
墳
時
代
の
玉
類
に
見
ら
れ
る
伝
世
あ
る
い
は
再
利
用
に
つ
い
て
い
ち
早
く

指
摘
し
た
の
は
、
築
上
郡
上
毛
町
百
留
横
穴
墓
群
出
土
玉
類
の
整
理
・
検
討
を

行
い
報
告
し
た
大
賀
克
彦
で
あ
る

(

15)

。
そ
の
後
、
近
年
特
に
玉
類
の
伝
世
に
関
す

る
報
告
が
相
次
い
で
お
り
、
特
殊
な
事
例
と
は
呼
べ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

「
伝
世
」
と
い
う
用
語
は
、
大
切
に
扱
わ
れ
長
期
に
わ
た
っ
て
途
切
れ
る
こ
と

な
く
意
図
的
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
意
味
合
い
を
含
む
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為

や
意
図
が
延
々
数
百
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
で

は
な
い
。
「
い
っ
た
ん
遺
棄
も
し
く
は
廃
棄
さ
れ
」
た
対
象
が
、
「
二
次
的
に
回

収
・
使
用
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
「
伝
世
」
で
は
な
い
別
の
概
念

を
用
い
て
呼
称
し
た
方
が
、
当
時
の
社
会
背
景
を
検
討
し
理
解
す
る
上
で
よ
り

適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
製
作
か
ら
使
用
ま
で
が
長
期
に
わ

た
っ
て
極
端
に
離
れ
て
お
り
、
二
次
的
な
使
用
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
の
よ

う
な
場
合
に
対
し
て
は
、
「
再
利
用
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
概
念
上
区
別
す

る
こ
と
と
す
る
。

　

現
在
ま
で
に
伝
世
・
再
利
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
玉
類
に
は
、
縄
文
時
代
後
・

晩
期
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ヒ
ス
イ
製
丸
玉
や
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
、
弥

生
時
代
中
期
に
盛
行
す
る
女
代
南
Ｂ
群
碧
玉
製
管
玉
、
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳

時
代
前
期
前
半
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
花
仙
山
産
碧
玉
製
管
玉
が
あ
る
。
こ

れ
ら
に
今
回
の
天
河
石
製
玉
類
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
玉
類
は
製
作
時
期
や
場
所
が
異
な
る
が
、
伝
世
・
再
利
用
さ
れ

た
時
期
が
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
集
中
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
。

す
な
わ
ち
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
、
極
端
に
古
い
時
期
の
玉
類
が
二
次

的
に
回
収
さ
れ
、
流
通
し
、
装
飾
品
や
副
葬
品
に
供
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
伝
世
・
再
利
用
は
そ
れ
ほ
ど
特
異
な
例
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
伝
世
・
再
利
用
玉
類
が
稀
少
価
値
と
し
て
の
特
別
な
意
味
合
い
を

有
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
各
玉
類
が
天
河
石
製
玉
類
と
同

じ
よ
う
に
中
小
規
模
の
群
集
墳
や
横
穴
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解

さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
群
集
墳
の
爆
発
的
増
加
に
象
徴
さ
れ
る
需
要
の
拡
大
や
、

流
通
機
構
の
変
化
に
伴
う
玉
類
不
足
に
対
す
る
代
替
品
と
し
て
の
使
用
を
考
え
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は
じ
め
に

　

天
河
石
（
て
ん
が
せ
き
・
ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
）
は
微
斜
長
石
（K

A
l
S
3O

8

）
の

変
種
で
青
緑
色
の
単
結
晶
鉱
物
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ウ
ラ

ル
、
イ
ン
ド
で
産
出
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
国
内
で
は
過
去
に
採

掘
、
加
工
さ
れ
、
宝
石
と
し
て
一
般
に
流
通
し
た
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
国
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
は
す
べ
て
外
来
系
遺
物

で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

１　

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

　

朝
鮮
半
島
の
考
古
学
に
関
す
る
研
究
成
果
で
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
出
土
は

青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も
わ
ず
か
に
残
る

と
さ
れ
る
。
中
で
も
青
銅
器
時
代
に
お
い
て
は
、
天
河
石
製
玉
類
と
碧
玉
製
管

玉
が
時
代
を
特
徴
づ
け
る
玉
で
あ
り
、
さ
ら
に
天
河
石
製
の
玉
は
一
部
の
人
に

し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(

２)

。
分
布
域
は

遼
東
地
域
か
ら
朝
鮮
半
島
北
部
・
北
部
に
近
い
嶺
東
地
域
、
南
部
の
一
帯
に
ま

で
及
ぶ

(

３)

。
天
河
石
で
製
作
さ
れ
る
玉
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
管
玉
が
製
作
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
天
河
石
の
粒
子
が
塊
状
で
細
長

い
形
態
の
管
玉
を
つ
く
る
素
材
と
し
て
適
切
で
は
な
い
こ
と
が
そ
の
理
由
と
さ

れ
る

(

４)

。

　

朝
鮮
半
島
内
で
の
天
河
石
原
石
の
原
産
地
は
、
咸
鏡
南
道
端
川
や
忠
清
南
道

丹
陽
ソ
ウ
ル
冠
岳
山
付
近
で
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
玉
作
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
山
清
郡
黙
谷
里
遺
跡
や
晋
州
大
坪
遺

跡
と
い
っ
た
慶
尚
南
道
南
江
流
域
の
遺
跡
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　

日
本
列
島
出
土
勾
玉
を
対
象
に
し
た
森
貞
次
郎
の
型
式
分
類

(

５)

に
基
づ
き
、
朝

鮮
半
島
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
の
検
討
を
行
っ
た
西
谷
正

(

６)

や
大
坪
志
子

(

７)

の
検
討
を

参
照
す
る
と
、
天
河
石
製
勾
玉
は
獣
形
、
原
始
形
、
半
月
形
、
Ｃ
字
形
、
不
定

形
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
方
で
、
弥
生
時
代
中
期
以
降
に
日
本
列
島

で
広
く
普
及
す
る
定
形
勾
玉
や
丁
字
頭
勾
玉
は
、
天
河
石
製
勾
玉
に
は
見
ら
れ

な
い
こ
と
も
暗
に
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
幅
が
青

銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
を
中
心
と
す
る
と
い
う
庄
田
の
指
摘
、
お
よ
び

朝
鮮
半
島
で
勾
玉
が
定
形
化
す
る
の
は
原
三
国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と

す
る
西
谷
の
指
摘
と
も
符
合
す
る
。

　

丸
玉
の
型
式
分
類
に
つ
い
て
は
、
断
面
の
形
状
か
ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
円

盤
玉
）
、
扁
平
な
楕
円
形
（
球
玉
）
、
扁
平
な
板
状
（
円
板
玉
）
の
三
種
類
に
区

分
し
た
高
旻
廷
の
検
討
が
参
考
に
な
る

(

８)

。

２　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

　

日
本
国
内
で
は
、
九
州
北
部
の
玄
界
灘
沿
岸
域
を
中
心
に
天
河
石
製
玉
類
の

出
土
例
が
あ
る
こ
と
が
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
国
内
で
は
天
河
石
を
玉
の

素
材
と
し
て
使
用
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時

代
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
た
る
弥
生
時
代
早
・
前
期
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
天
河
石
は
弥
生
時
代
開
始
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
確
実
に
搬
入
さ
れ

た
渡
来
遺
物
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
宗
像
市
光
岡
辻
ノ
園
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
そ
の
代
表
例
の
一
つ
と
し
て
こ
れ
ま
で
取
り
扱
わ

れ
て
き
た

(

９)

。

 

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
整
理
・
報
告
書
作
成
段
階
で
自

然
科
学
的
調
査
が
行
わ
れ
、
比
重
測
定
の
数
値
や
電
子
顕
微
鏡
に
付
属
す
る
分

析
装
置
（
Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
）
に
よ
る
材
質
分
析
で
、
珪
素
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
が
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
結
果
か
ら
天
河
石
製
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
あ
ら
た
め
て
実
見
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
天
河
石
製
と
す
る
の
に

大
き
な
違
和
感
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
そ
の
色
調
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
の
遺
跡
か

ら
出
土
す
る
天
河
石
製
玉
類
は
濃
い
青
色
や
水
色
が
通
例
で
、
明
る
く
鮮
や
か

な
色
調
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
例
は
く
す
ん
だ
緑
灰
色
を
基
調
と
し
て
灰

白
色
や
黒
色
が
斑
状
に
混
在
し
て
お
り
、
一
般
的
な
天
河
石
製
玉
類
の
色
調
と

は
大
き
く
異
な
る
印
象
を
受
け
た
。
も
う
一
つ
は
そ
の
形
状
で
あ
る
。
朝
鮮
半

島
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
分
類
に
つ
い
て
は
先
述
の
と
お
り
だ
が
、
本
例
は
勾

玉
と
形
容
す
る
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
ほ
ど
の
独
特
な
形
状
で
あ
る
。
加
え
て
、

擦
過
に
よ
る
複
数
の
線
刻
が
施
文
さ
れ
て
い
る
点
は
、
少
な
く
と
も
他
の
天
河

石
製
勾
玉
に
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
新
た
な
手
法
も
加

え
、
再
度
自
然
科
学
的
調
査
を
実
施
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

調
査
は
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
機
器
類
を
用
い
、
比
重
測
定
、
蛍

光
Ｘ
線
分
析
、
Ｘ
線
回
折
分
析
な
ど
を
行
っ
た
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
は
、
試
料
に

Ｘ
線
を
照
射
し
、
試
料
に
含
ま
れ
る
元
素
か
ら
生
じ
る
各
元
素
に
特
有
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
値
を
持
つ
二
次
Ｘ
線
＝
蛍
光
Ｘ
線
を
検
出
器
で
捉
え
、
そ
の
元
素
の
種

類
や
量
を
調
べ
る
分
析
法
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
は
、
試
料
に
Ｘ
線
を
照
射

す
る
こ
と
で
、
試
料
を
構
成
す
る
結
晶
か
ら
得
ら
れ
る
回
折
Ｘ
線
を
検
出
器
で

捉
え
、
ピ
ー
ク
と
し
て
表
す
も
の
で
あ
る
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
が
含
有
元
素
の
同

定
を
行
う
の
に
対
し
、
Ｘ
線
回
折
分
析
は
結
晶
の
種
類
や
状
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
ピ
ー
ク
の
同
定
は
既
知
試
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合
す
る
こ
と
で

行
う
。
各
装
置
と
分
析
条
件
等
は
次
の
と
お
り
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
微
少
部
用
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置
（A

M
E
T
E
K

・E
D
A
X
 

　

O
r
b
i
s

）：
対
陰
極
：
ロ
ジ
ウ
ム(

Rh)

／
検
出
器
：
シ
リ
コ
ン
ド
リ
フ
ト
検

　

出
器
／
印
加
電
圧
：
30
㎸
・
電
流
値
：
１
０
０
０
㎂
／
測
定
雰
囲
気
：
真
空

／
測
定
範
囲
０
・
３
㎜
φ
／
測
定
時
間
１
８
０
秒

・
Ｘ
線
回
折
分
析
装
置
（B

r
u
k
e
r
-
A
X
S

・D
8
-
D
I
S
C
O
V
E
R

）：
対
陰
極
：
銅(

Cu)

／
検
出
器
：
リ
ア
ル
タ
イ
ム
二
次
元
検
出
器
／
印
加
電
圧
：
40
㎸
・
電
流
値
：

40
㎂
／
測
定
角
度
13
～
77°
／
測
定
範
囲
０
・
５
㎜
φ
／
測
定
時
間
９
０
０
秒

　

ま
ず
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
、
検
出
強
度
の
強
い
元
素
順
に
、
ケ
イ
素(

Si)

、

カ
リ
ウ
ム

(

Ｋ)

、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム(

Al)

、
鉄(

Fe)

、
チ
タ
ン(

Ti)

、
ク
ロ
ム

(

Cr)

が
認
め
ら
れ
た
。
確
か
に
カ
リ
ウ
ム
の
検
出
は
天
河
石
の
特
徴
の
一
つ
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
上
、
天
河
石
の
場
合
、
カ
リ
ウ
ム
と
ル
ビ
ジ
ウ

ム(

Rb)

以
外
、
同
定
が
で
き
な
い
ピ
ー
ク
が
乱
立
す
る
分
析
結
果
の
特
徴
が
あ

る
。
し
か
し
、
本
資
料
で
は
、
鉄
や
ク
ロ
ム
な
ど
が
明
確
に
元
素
と
し
て
同
定

で
き
、
ル
ビ
ジ
ウ
ム
の
ピ
ー
ク
は
微
弱
で
あ
る
。
何
よ
り
、
ク
ロ
ム
の
検
出
は

ク
ロ
ム
白
雲
母
と
い
う
結
果
に
帰
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
で
も

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、Muscovite

（
白
雲
母
）
の
デ
ー
タ
に
一
致
す
る
ピ

ー
ク
が
得
ら
れ
て
い
る
。
比
重
は
今
回
測
定
で
は
２
・
68
で
、
前
回
の
２
・
７

と
近
似
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ク
ロ
ム
白
雲
母
は
２
・
８
を
超
え
る
数
値

を
示
す
も
の
が
多
く
、
そ
れ
に
対
し
て
天
河
石
は
２
・
５
前
後
と
低
い
数
値
と

な
る
。
２
・
68
と
い
う
結
果
は
、
両
者
の
中
間
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

の
判
断
は
難
し
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
日
的
な
観
点
に
基
づ
く
再
調
査
の
結
果
、
光
岡
辻
ノ

園
遺
跡
出
土
勾
玉
は
、
天
河
石
製
で
は
な
く
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
例
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
す

る
。

　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
の
勾
玉
は
、
長
さ
１
・
35
ｍ
、
幅
０
・
３
ｍ
、
深
さ
５
㎝

程
の
小
規
模
な
溝
状
遺
構

SD2
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴

遺
物
が
皆
無
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
調
査
区
内
に
は

他
に
弥
生
時
代
中
期
末
～

後
期
初
頭
や
後
期
終
末
の

竪
穴
住
居
跡
等
が
分
布
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
ク
ロ
ム

白
雲
母
製
勾
玉
と
直
接
関

連
し
そ
う
な
時
期
の
遺
構

で
は
な
い
。
従
っ
て
、
本

例
に
つ
い
て
は
共
伴
遺
物

に
よ
る
時
期
比
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

形
状
に
関
し
て
は
、
全
長
３
・
４
㎝
、
幅
２
・
１
㎝
、
厚
さ
０
・
６
㎝
を
計

測
し
、
丸
み
の
な
い
扁
平
な
板
状
を
呈
し
て
い
る
。
尾
部
と
腹
部
の
境
に
は
明

瞭
な
屈
曲
が
あ
り
、
全
体
的
な
形
状
は
腹
部
に
突
起
の
あ
る
獣
形
勾
玉
に
近
い

と
い
え
る
。
中
央
に
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
直
径
０
・
４
～
０
・
７
㎝
の
円
孔
が

一
つ
あ
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
る
が
自
然
面
を
残
し
、
光
沢
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

頭
部
や
腹
部
の
下
端
に
は
主
軸
と
併
行
す
る
方
向
に
短
い
線
刻
が
各
三
条
加
え

ら
れ
る
。
側
面
に
は
主
軸
と
直
交
す
る
方
向
に
線
刻
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
頭

部
側
に
二
条
、
腹
部
に
二
条
、
尾
部
に
三
条
が
確
認
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
は
縄
文
時
代
後
期
後
葉

か
ら
晩
期
前
葉
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り

(

10)

、
そ
れ
に
従
え
ば

本
例
も
こ
の
時
期
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
形

態
的
特
徴
に
関
し
て
は
従
来
ど
お
り
獣
形
勾
玉
に
区

分
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
管
見
の
範
囲
内
に

限
れ
ば
、
石
材
は
異
な
る
が
宮
崎
県
学
頭
遺
跡
の
獣

形
勾
玉
（
縄
文
時
代
後
期
後
葉
・
硬
玉
製
）
は
全
体

的
な
形
状
や
複
数
の
線
刻
を
有
す
る
点
で
卑
近
な
例

と
し
て
参
考
に
な
る

(

11)

。
光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

に
つ
い
て
は
、
縄
文
時
代
後
期
後
葉
か
ら
晩
期
前
葉

に
製
作
さ
れ
た
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
獣
形
勾
玉
と
位
置

付
け
る
こ
と
と
し
た
い
。

３　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類

　

今
回
の
市
史
編
纂
に
際
し
て
宗
像
市
内
か
ら
出
土
し
た
玉
類
を
実
見
し
た
と

こ
ろ
、
後
期
古
墳
で
あ
る
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品
の
中
に
天
河
石
製
と
思
わ
れ

る
玉
類
を
１
点
確
認
し
た

(

12)

（
図
４-

31
）
。
天
河
石
製
玉
類
に
つ
い
て
は
先
述
の

と
お
り
、
朝
鮮
半
島
で
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
盛
行
し
、
日
本

列
島
で
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
弥
生
時
代
早
・
前
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
理
解
に
従
え
ば
、
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品

は
、
古
墳
の
時
期
と
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
と
が
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
こ
と

と
な
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
混
入
も
し
く
は
特
異
な
事
例
と
し
て
処
理
さ
れ
そ

う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
同
じ
よ
う
に
玉
類
の
製
作
時
期
と
出
土
遺
構
の
時
期

と
が
大
き
く
隔
た
る
事
例
が
複
数
報
告
さ
れ
、
関
心
を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で

本
例
を
契
機
と
し
て
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
報

告
事
例
と
、
肉
眼
観
察
に
よ
っ
て
天
河
石
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
事
例

に
つ
い
て
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
て
自
然
科
学
的
調
査
を
行
い
石

材
の
判
別
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
天
河
石
製
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
玉
類

が
表
１
、
図
３
・
４
な
ら
び
に
写
真
で
あ
る
。

　

調
査
の
手
法
は
前
章
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
結
果
の
判
別
も
前
の
記
述

に
一
部
重
複
す
る
が
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
ケ
イ
素
の
他
、
カ
リ
ウ
ム
、
ル
ビ
ジ

ウ
ム
の
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
、
他
、
５
～
12
keV
付
近
に
同
定
不
能
の
ピ
ー
ク

が
乱
立
す
る
。
今
回
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
資
料
を
分
析
し
た
結
果
、
細
か
く
結

果
を
見
る
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
検
出
量
や
、
同
定
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
箇
所
に
つ

い
て
の
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
関
し
て

は
同
一
資
料
の
分
析
箇
所
に
よ
る
違
い
で
あ
り
、
ま
た
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
は
、

そ
も
そ
も
検
出
原
因
の
解
明
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
分
析
に
よ
る
天
河
石
の
細
分

化
は
現
状
で
は
難
し
い
。
ま
た
、
Ｘ
線
回
折
分
析
で
は
、
普
通
に
分
析
を
行
っ

て
も
単
結
晶
の
た
め
、
同
定
に
必
要
な
ピ
ー
ク
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
。
回
転

揺
動
な
ど
に
よ
っ
て
検
出
ピ
ー
ク
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
微
斜
長
石
で

あ
るMicrocline

の
結
晶
デ
ー
タ
と
は
完
全
に
一
致
せ
ず
、
こ
の
分
析
方
法
で
の

明
確
な
同
定
は
困
難
で
あ
る
。
天
河
石
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
や
Ｘ
線
回
折
を
用
い

た
分
析
に
よ
る
同
定
に
は
、
ま
だ
課
題
が
多
く
、
比
重
測
定
、
色
調
な
ど
の
結

果
も
合
わ
せ
た
総
合
的
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
ま
で
に
科
学
的
調
査
を
行
っ
た
福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
は
、
21

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
合
計
33
点
で
あ
る
。
種
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
あ

り
、
勾
玉
は
折
損
品
・
再
加
工
品
も
含
め
て
８
点
、
丸
玉
・
小
玉
は
25
点
を
数

え
る
。

４　

天
河
石
製
玉
類
の
形
態
的
特
徴

　

先
述
の
分
類
に
基
づ
く
と
、
勾
玉
は
原
始
形
勾
玉
１
点
（
１
）、
半
月
形
勾
玉

２
点
（
２
・
３
）、
Ｃ
字
形
勾
玉
２
点
（
４
・
５
）、
不
定
形
勾
玉
１
点
（
６
）
に

区
分
さ
れ
る
。
１
は
頭
部
と
尾
部
の
境
が
不
明
瞭
だ
が
、
一
側
縁
が
湾
曲
し
た

形
状
で
原
始
形
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
２
は
均
整
の
と
れ
た
半
月
形
で
あ
る
。

３
は
背
部
に
円
孔
状
の
抉
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
再
加
工
品
と
認
識
さ
れ
る
。
現

状
で
は
半
月
形
に
近
い
。
４
は
腹
部
の
抉
り
が
浅
く
、
体
部
は
丸
味
の
少
な
い

扁
平
に
近
い
形
状
で
あ
る
。
頭
部
と
尾
部
の
大
き
さ
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
５
は
腹
部
の
抉
り
が
深
く
、
頭
部
と
尾
部
の
形
状
も
意
図
的
に

差
異
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
頭
部
は
大
き
く
尾
部
は
尖
り
気
味
に
整
形
さ
れ
る
。

体
部
に
丸
み
が
な
く
扁
平
な
の
は
４
と
同
様
で
あ
る
。
６
は
分
類
上
不
定
形
勾

玉
に
区
分
さ
れ
る
が
、
丸
み
が
あ
り
均
整
の
と
れ
た
形
状
で
あ
る
。
７
は
折
損

後
に
端
部
を
研
磨
し
た
再
加
工
品
だ
が
、
本
来
は
尾
部
が
細
長
く
尖
っ
た
形
状

の
勾
玉
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
８
は
頭
部
を
欠
損
す
る
が
、
尾
部
が
長
く

尖
っ
た
形
状
の
勾
玉
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
出
土
勾
玉
の
既
存
の
分
類
に
当
て

は
め
て
も
違
和
感
は
な
い
。
穿
孔
は
す
べ
て
両
面
穿
孔
に
よ
る
も
の
で
、
使
用

さ
れ
た
穿
孔
具
の
形
状
に
起
因
し
て
、
両
端
部
の
径
が
大
き
く
孔
径
が
小
さ
な

も
の
（
１
・
２
・
４
～
６
）
と
、
両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な

も
の
（
３
・
７
）
と
が
あ
る
。
両
面
穿
孔
で
あ
る
こ
と
は
生
産
遺
跡
で
あ
る
晋

州
大
坪
遺
跡
の
未
成
品
分
析
結
果
と
も
共
通
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
破
損

の
リ
ス
ク
を
極
力
抑
え
る
工
夫
と
す
る
見
解
が
あ
る

(

13)

。
表
面
の
研
磨
は
ど
れ
も

丁
寧
に
行
わ
れ
て
お
り
総
じ
て
光
沢
を
帯
び
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
３
・
６
・

８
）
、
青
白
色
（
２
・
７
）
、
青
白
色
に
半
透
明
部
分
が
斑
状
に
含
有
（
１
・
５
）
、

青
み
の
な
い
灰
色
（
４
）
が
あ
る
。
４
は
肉
眼
で
は
天
河
石
と
認
識
す
る
こ
と

が
難
し
い
。

　

丸
玉
・
小
玉
は
径
が
８
㎜
以
上
の
も
の
を
丸
玉
、
そ
れ
以
下
の
も
の
を
小
玉

と
す
る
。
先
述
の
分
類
を
参
考
に
す
る
と
、
丸
玉
に
つ
い
て
は
、
断
面
形
状
か

ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
９
・
10
）
、
側
面
が
丸
み
を
も
た
ず
直
線
的
で
断
面

が
方
形
に
近
い
形
状
（
17
）
、
側
面
は
丸
味
を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
な
面
を
も

つ
形
状
（
11
～
16
）
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　

対
象
が
小
さ
い
た
め
不
明
と
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
確
認
で
き
た
限
り
で
は

穿
孔
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
。
両
端
部
の
径
が
大
き
な
も
の
（
９
・
11
～
15
）
と

両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な
も
の
（
10
・
16
）
が
あ
る
の
は

勾
玉
と
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
10
の
よ
う
に
整
形
段
階
の
稜
線
が
残
る
も
の
、

15
の
よ
う
に
自
然
面
や
剝
離
痕
が
残
る
も
の
も
あ
る
が
、
他
は
ほ
ぼ
平
滑
に
な

る
ま
で
研
磨
さ
れ
光
沢
を
帯
び
て
い
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
11
）
、
青
白
色
（
９
・

10
・
12
～
17
）
が
あ
る
。

　

小
玉
は
26
の
よ
う
に
い
び
つ
な
形
状
の
も
の
も
あ
る
が
、
概
ね
側
面
は
丸
味

を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
に
整
形
さ
れ
る
。
確
認
で
き
た
限
り
で
は
穿
孔
は
両
面

穿
孔
を
行
っ
て
お
り
、
孔
の
断
面
形
状
が
大
き
く
二
種
類
に
分
か
れ
る
の
は
小

玉
も
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
総
じ
て
丁
寧
で
光
沢
を
帯
び
、
色
調
は
青
白
色
で

一
見
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

５　

天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期

　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
う
ち
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
中

期
後
半
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
天
河
石
製
玉
類
は
、
11
遺
跡
か
ら
20
点
出
土
し

て
い
る
（
表
１
）
。

　

最
も
古
い
時
期
の
も
の
は
千
里
遺
跡
第
１
次
調
査
で
出
土
し
た
縄
文
時
代
晩

期
前
半
と
さ
れ
る
丸
玉
だ
が
、
共
伴
遺
物
が
無
く
周
囲
の
遺
構
か
ら
時
期
を
類

推
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
大
木
遺
跡
７
号
土
壙
墓
は
周

囲
の
土
壙
墓
か
ら
出
土
し
た
副
葬
小
壺
か
ら
弥
生
時
代
前
期
と
し
て
問
題
な

く
、
同
様
に
免
遺
跡
第
３
次
Ｂ
４
グ
リ
ッ
ド
第
３
層
は
、
夜
臼
式
土
器
を
中
心

に
板
付
Ⅰ
式
土
器
が
少
量
共
伴
す
る
状
態
で
あ
る
た
め
同
時
期
と
み
て
良
い
だ

ろ
う
。
報
文
中
で
は
混
入
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
宿
遺
跡
第
５

次
１
１
２
号
甕
棺
覆
土
上
層
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
棺
内
出
土
で
は
な
い
と

は
い
え
甕
棺
と
大
差
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
弥
生

時
代
早
・
前
期
に
は
少
な
く
と
も
天
河
石
製
玉
類
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
間
違
い
な
い
。

　

次
に
、
安
徳
台
遺
跡
群
18
号
住
居
跡
は
図
示
さ
れ
た
土
器
は
す
べ
て
弥
生
時

代
中
期
後
半
の
も
の
で
あ
り
、
混
入
も
考
え
に
く
い
状
態
で
あ
る
。
有
田
遺
跡

第
36
次
出
土
勾
玉
は
２
号
甕
棺
墓
の
墓
壙
上
層
か
ら
出
土
し
た
た
め
混
入
の
可

能
性
も
あ
る
が
、
周
囲
の
遺
構
は
古
墳
時
代
前
期
や
中
世
で
あ
る
た
め
甕
棺
と

同
じ
時
期
の
弥
生
時
代
中
期
後
半
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
元
岡
・
桑
原
遺
跡
群

第
42
次
出
土
丸
玉
は
ほ
ぼ
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
限
定
さ
れ
る
土
器
群
９
の
中

か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
同
時
期
と
み
て
良
い
。
下
限
に
つ
い
て

は
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
に
限
っ
て
言
え
ば
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期
は
弥
生
時
代
早
・
前
期
か
ら
中
期
後

半
ま
で
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
で
の
天
河
石
製

玉
類
の
出
土
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も

わ
ず
か
に
残
る
と
い
う
先
述
の
指
摘
事
項
と
整
合
す
る
。
弥
生
時
代
に
関
し
て

は
、
福
岡
県
内
の
出
土
状
況
は
朝
鮮
半
島
の
動
向
を
素
直
に
反
映
し
た
も
の
と

い
え
る
。

　

一
方
、
今
回
注
目
し
た
い
の
は
古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製

玉
類
12
遺
跡
12
点
で
あ
る
。
溝
や
住
居
跡
覆
土
か
ら
出
土
し
た
の
で
あ
れ
ば
混

入
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
が
、
古
墳
の
横
穴
式
石
室
か
ら
出
土
し
た
例
が

６
遺
跡
６
点
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
対
し
て
混
入
の
可
能
性
を
想
定
す
る
の

は
現
実
的
で
は
な
い
。
古
墳
時
代
後
期
か
ら
終
末
期
に
か
け
て
天
河
石
製
玉
類

が
流
通
し
、
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
よ
り
他
に
な
い
。

　

古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
12
点
は
、
丸
玉
６
点
、
小

玉
６
点
で
あ
る
。
形
態
的
特
徴
に
乏
し
い
丸
玉
や
小
玉
で
あ
る
た
め
積
極
的
根

拠
に
欠
け
る
が
、
全
体
の
形
状
や
穿
孔
技
法
は
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時
代
の
天
河

石
製
丸
玉
・
小
玉
と
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
で
は

三
国
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
製
作
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
後
述
の
例
外
を
除
い
て
使
用
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
日
本
列
島

で
も
古
墳
時
代
に
天
河
石
製
玉
類
を
製
作
し
た
痕
跡
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
従
っ
て
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
を
７
０
０
年
以
上
遡
る
頃
に

朝
鮮
半
島
や
そ
の
近
接
地
で
製
作
さ
れ
た
天
河
石
製
玉
類
が
、
長
い
期
間
が
経

過
し
た
の
ち
に
日
本
列
島
の
古
墳
時
代
で
使
用
さ
れ
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。

　

天
河
石
製
玉
類
が
出
土
し
た
６
遺
跡
は
、
ど
れ
も
後
期
か
ら
終
末
期
の
群
集

墳
中
に
あ
る
小
規
模
円
墳
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
帰
属
す
る
古
墳
群
中

で
、
階
層
的
に
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
古
墳
で
は
な
い
。
外
来
系
遺

物
の
共
伴
も
ガ
ラ
ス
製
玉
類
を
除
け
ば
他
に
な
く
、
被
葬
者
に
外
来
的
要
素
を

見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
従
っ
て
、
天
河
石
製
玉
類
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
で

階
層
的
優
位
性
や
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
を
示
す
根
拠
と
見
做
す
こ
と
は
不
適
切

で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
で
は
一
部
の
人
に
し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
が

(

14)

、
古
墳
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
に

特
別
扱
い
さ
れ
る
よ
う
な
稀
少
品
と
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

６　

伝
世
と
再
利
用

　

古
墳
時
代
の
玉
類
に
見
ら
れ
る
伝
世
あ
る
い
は
再
利
用
に
つ
い
て
い
ち
早
く

指
摘
し
た
の
は
、
築
上
郡
上
毛
町
百
留
横
穴
墓
群
出
土
玉
類
の
整
理
・
検
討
を

行
い
報
告
し
た
大
賀
克
彦
で
あ
る

(

15)

。
そ
の
後
、
近
年
特
に
玉
類
の
伝
世
に
関
す

る
報
告
が
相
次
い
で
お
り
、
特
殊
な
事
例
と
は
呼
べ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

「
伝
世
」
と
い
う
用
語
は
、
大
切
に
扱
わ
れ
長
期
に
わ
た
っ
て
途
切
れ
る
こ
と

な
く
意
図
的
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
意
味
合
い
を
含
む
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為

や
意
図
が
延
々
数
百
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
で

は
な
い
。
「
い
っ
た
ん
遺
棄
も
し
く
は
廃
棄
さ
れ
」
た
対
象
が
、
「
二
次
的
に
回

収
・
使
用
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
「
伝
世
」
で
は
な
い
別
の
概
念

を
用
い
て
呼
称
し
た
方
が
、
当
時
の
社
会
背
景
を
検
討
し
理
解
す
る
上
で
よ
り

適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
製
作
か
ら
使
用
ま
で
が
長
期
に
わ

た
っ
て
極
端
に
離
れ
て
お
り
、
二
次
的
な
使
用
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
の
よ

う
な
場
合
に
対
し
て
は
、
「
再
利
用
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
概
念
上
区
別
す

る
こ
と
と
す
る
。

　

現
在
ま
で
に
伝
世
・
再
利
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
玉
類
に
は
、
縄
文
時
代
後
・

晩
期
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ヒ
ス
イ
製
丸
玉
や
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
、
弥

生
時
代
中
期
に
盛
行
す
る
女
代
南
Ｂ
群
碧
玉
製
管
玉
、
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳

時
代
前
期
前
半
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
花
仙
山
産
碧
玉
製
管
玉
が
あ
る
。
こ

れ
ら
に
今
回
の
天
河
石
製
玉
類
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
玉
類
は
製
作
時
期
や
場
所
が
異
な
る
が
、
伝
世
・
再
利
用
さ
れ

た
時
期
が
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
集
中
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
。

す
な
わ
ち
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
、
極
端
に
古
い
時
期
の
玉
類
が
二
次

的
に
回
収
さ
れ
、
流
通
し
、
装
飾
品
や
副
葬
品
に
供
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
伝
世
・
再
利
用
は
そ
れ
ほ
ど
特
異
な
例
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
伝
世
・
再
利
用
玉
類
が
稀
少
価
値
と
し
て
の
特
別
な
意
味
合
い
を

有
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
各
玉
類
が
天
河
石
製
玉
類
と
同

じ
よ
う
に
中
小
規
模
の
群
集
墳
や
横
穴
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解

さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
群
集
墳
の
爆
発
的
増
加
に
象
徴
さ
れ
る
需
要
の
拡
大
や
、

流
通
機
構
の
変
化
に
伴
う
玉
類
不
足
に
対
す
る
代
替
品
と
し
て
の
使
用
を
考
え

 図１ 光岡辻ノ園遺跡出土玉類（S=1/1)

図２  学頭遺跡出土獣形勾玉  
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は
じ
め
に

　

天
河
石
（
て
ん
が
せ
き
・
ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
）
は
微
斜
長
石
（K

A
l
S
3O

8

）
の

変
種
で
青
緑
色
の
単
結
晶
鉱
物
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ウ
ラ

ル
、
イ
ン
ド
で
産
出
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
国
内
で
は
過
去
に
採

掘
、
加
工
さ
れ
、
宝
石
と
し
て
一
般
に
流
通
し
た
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
国
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
は
す
べ
て
外
来
系
遺
物

で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

１　

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

　

朝
鮮
半
島
の
考
古
学
に
関
す
る
研
究
成
果
で
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
出
土
は

青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も
わ
ず
か
に
残
る

と
さ
れ
る
。
中
で
も
青
銅
器
時
代
に
お
い
て
は
、
天
河
石
製
玉
類
と
碧
玉
製
管

玉
が
時
代
を
特
徴
づ
け
る
玉
で
あ
り
、
さ
ら
に
天
河
石
製
の
玉
は
一
部
の
人
に

し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(

２)

。
分
布
域
は

遼
東
地
域
か
ら
朝
鮮
半
島
北
部
・
北
部
に
近
い
嶺
東
地
域
、
南
部
の
一
帯
に
ま

で
及
ぶ

(

３)

。
天
河
石
で
製
作
さ
れ
る
玉
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
管
玉
が
製
作
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
天
河
石
の
粒
子
が
塊
状
で
細
長

い
形
態
の
管
玉
を
つ
く
る
素
材
と
し
て
適
切
で
は
な
い
こ
と
が
そ
の
理
由
と
さ

れ
る

(

４)

。

　

朝
鮮
半
島
内
で
の
天
河
石
原
石
の
原
産
地
は
、
咸
鏡
南
道
端
川
や
忠
清
南
道

丹
陽
ソ
ウ
ル
冠
岳
山
付
近
で
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
玉
作
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
山
清
郡
黙
谷
里
遺
跡
や
晋
州
大
坪
遺

跡
と
い
っ
た
慶
尚
南
道
南
江
流
域
の
遺
跡
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　

日
本
列
島
出
土
勾
玉
を
対
象
に
し
た
森
貞
次
郎
の
型
式
分
類

(

５)

に
基
づ
き
、
朝

鮮
半
島
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
の
検
討
を
行
っ
た
西
谷
正

(

６)

や
大
坪
志
子

(

７)

の
検
討
を

参
照
す
る
と
、
天
河
石
製
勾
玉
は
獣
形
、
原
始
形
、
半
月
形
、
Ｃ
字
形
、
不
定

形
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
方
で
、
弥
生
時
代
中
期
以
降
に
日
本
列
島

で
広
く
普
及
す
る
定
形
勾
玉
や
丁
字
頭
勾
玉
は
、
天
河
石
製
勾
玉
に
は
見
ら
れ

な
い
こ
と
も
暗
に
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
幅
が
青

銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
を
中
心
と
す
る
と
い
う
庄
田
の
指
摘
、
お
よ
び

朝
鮮
半
島
で
勾
玉
が
定
形
化
す
る
の
は
原
三
国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と

す
る
西
谷
の
指
摘
と
も
符
合
す
る
。

　

丸
玉
の
型
式
分
類
に
つ
い
て
は
、
断
面
の
形
状
か
ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
円

盤
玉
）
、
扁
平
な
楕
円
形
（
球
玉
）
、
扁
平
な
板
状
（
円
板
玉
）
の
三
種
類
に
区

分
し
た
高
旻
廷
の
検
討
が
参
考
に
な
る

(

８)

。

２　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

　

日
本
国
内
で
は
、
九
州
北
部
の
玄
界
灘
沿
岸
域
を
中
心
に
天
河
石
製
玉
類
の

出
土
例
が
あ
る
こ
と
が
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
国
内
で
は
天
河
石
を
玉
の

素
材
と
し
て
使
用
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時

代
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
た
る
弥
生
時
代
早
・
前
期
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
天
河
石
は
弥
生
時
代
開
始
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
確
実
に
搬
入
さ
れ

た
渡
来
遺
物
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
宗
像
市
光
岡
辻
ノ
園
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
そ
の
代
表
例
の
一
つ
と
し
て
こ
れ
ま
で
取
り
扱
わ

れ
て
き
た

(

９)

。

 

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
整
理
・
報
告
書
作
成
段
階
で
自

然
科
学
的
調
査
が
行
わ
れ
、
比
重
測
定
の
数
値
や
電
子
顕
微
鏡
に
付
属
す
る
分

析
装
置
（
Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
）
に
よ
る
材
質
分
析
で
、
珪
素
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
が
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
結
果
か
ら
天
河
石
製
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
あ
ら
た
め
て
実
見
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
天
河
石
製
と
す
る
の
に

大
き
な
違
和
感
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
そ
の
色
調
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
の
遺
跡
か

ら
出
土
す
る
天
河
石
製
玉
類
は
濃
い
青
色
や
水
色
が
通
例
で
、
明
る
く
鮮
や
か

な
色
調
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
例
は
く
す
ん
だ
緑
灰
色
を
基
調
と
し
て
灰

白
色
や
黒
色
が
斑
状
に
混
在
し
て
お
り
、
一
般
的
な
天
河
石
製
玉
類
の
色
調
と

は
大
き
く
異
な
る
印
象
を
受
け
た
。
も
う
一
つ
は
そ
の
形
状
で
あ
る
。
朝
鮮
半

島
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
分
類
に
つ
い
て
は
先
述
の
と
お
り
だ
が
、
本
例
は
勾

玉
と
形
容
す
る
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
ほ
ど
の
独
特
な
形
状
で
あ
る
。
加
え
て
、

擦
過
に
よ
る
複
数
の
線
刻
が
施
文
さ
れ
て
い
る
点
は
、
少
な
く
と
も
他
の
天
河

石
製
勾
玉
に
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
新
た
な
手
法
も
加

え
、
再
度
自
然
科
学
的
調
査
を
実
施
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

調
査
は
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
機
器
類
を
用
い
、
比
重
測
定
、
蛍

光
Ｘ
線
分
析
、
Ｘ
線
回
折
分
析
な
ど
を
行
っ
た
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
は
、
試
料
に

Ｘ
線
を
照
射
し
、
試
料
に
含
ま
れ
る
元
素
か
ら
生
じ
る
各
元
素
に
特
有
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
値
を
持
つ
二
次
Ｘ
線
＝
蛍
光
Ｘ
線
を
検
出
器
で
捉
え
、
そ
の
元
素
の
種

類
や
量
を
調
べ
る
分
析
法
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
は
、
試
料
に
Ｘ
線
を
照
射

す
る
こ
と
で
、
試
料
を
構
成
す
る
結
晶
か
ら
得
ら
れ
る
回
折
Ｘ
線
を
検
出
器
で

捉
え
、
ピ
ー
ク
と
し
て
表
す
も
の
で
あ
る
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
が
含
有
元
素
の
同

定
を
行
う
の
に
対
し
、
Ｘ
線
回
折
分
析
は
結
晶
の
種
類
や
状
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
ピ
ー
ク
の
同
定
は
既
知
試
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合
す
る
こ
と
で

行
う
。
各
装
置
と
分
析
条
件
等
は
次
の
と
お
り
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
微
少
部
用
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置
（A

M
E
T
E
K

・E
D
A
X
 

　

O
r
b
i
s

）：
対
陰
極
：
ロ
ジ
ウ
ム(

Rh)

／
検
出
器
：
シ
リ
コ
ン
ド
リ
フ
ト
検

　

出
器
／
印
加
電
圧
：
30
㎸
・
電
流
値
：
１
０
０
０
㎂
／
測
定
雰
囲
気
：
真
空

／
測
定
範
囲
０
・
３
㎜
φ
／
測
定
時
間
１
８
０
秒

・
Ｘ
線
回
折
分
析
装
置
（B

r
u
k
e
r
-
A
X
S

・D
8
-
D
I
S
C
O
V
E
R

）：
対
陰
極
：
銅(

Cu)

／
検
出
器
：
リ
ア
ル
タ
イ
ム
二
次
元
検
出
器
／
印
加
電
圧
：
40
㎸
・
電
流
値
：

40
㎂
／
測
定
角
度
13
～
77°
／
測
定
範
囲
０
・
５
㎜
φ
／
測
定
時
間
９
０
０
秒

　

ま
ず
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
、
検
出
強
度
の
強
い
元
素
順
に
、
ケ
イ
素(

Si)

、

カ
リ
ウ
ム

(

Ｋ)

、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム(

Al)

、
鉄(

Fe)

、
チ
タ
ン(

Ti)

、
ク
ロ
ム

(

Cr)

が
認
め
ら
れ
た
。
確
か
に
カ
リ
ウ
ム
の
検
出
は
天
河
石
の
特
徴
の
一
つ
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
上
、
天
河
石
の
場
合
、
カ
リ
ウ
ム
と
ル
ビ
ジ
ウ

ム(

Rb)

以
外
、
同
定
が
で
き
な
い
ピ
ー
ク
が
乱
立
す
る
分
析
結
果
の
特
徴
が
あ

る
。
し
か
し
、
本
資
料
で
は
、
鉄
や
ク
ロ
ム
な
ど
が
明
確
に
元
素
と
し
て
同
定

で
き
、
ル
ビ
ジ
ウ
ム
の
ピ
ー
ク
は
微
弱
で
あ
る
。
何
よ
り
、
ク
ロ
ム
の
検
出
は

ク
ロ
ム
白
雲
母
と
い
う
結
果
に
帰
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
で
も

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、Muscovite

（
白
雲
母
）
の
デ
ー
タ
に
一
致
す
る
ピ

ー
ク
が
得
ら
れ
て
い
る
。
比
重
は
今
回
測
定
で
は
２
・
68
で
、
前
回
の
２
・
７

と
近
似
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ク
ロ
ム
白
雲
母
は
２
・
８
を
超
え
る
数
値

を
示
す
も
の
が
多
く
、
そ
れ
に
対
し
て
天
河
石
は
２
・
５
前
後
と
低
い
数
値
と

な
る
。
２
・
68
と
い
う
結
果
は
、
両
者
の
中
間
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

の
判
断
は
難
し
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
日
的
な
観
点
に
基
づ
く
再
調
査
の
結
果
、
光
岡
辻
ノ

園
遺
跡
出
土
勾
玉
は
、
天
河
石
製
で
は
な
く
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
例
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
す

る
。

　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
の
勾
玉
は
、
長
さ
１
・
35
ｍ
、
幅
０
・
３
ｍ
、
深
さ
５
㎝

程
の
小
規
模
な
溝
状
遺
構

SD2
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴

遺
物
が
皆
無
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
調
査
区
内
に
は

他
に
弥
生
時
代
中
期
末
～

後
期
初
頭
や
後
期
終
末
の

竪
穴
住
居
跡
等
が
分
布
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
ク
ロ
ム

白
雲
母
製
勾
玉
と
直
接
関

連
し
そ
う
な
時
期
の
遺
構

で
は
な
い
。
従
っ
て
、
本

例
に
つ
い
て
は
共
伴
遺
物

に
よ
る
時
期
比
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

形
状
に
関
し
て
は
、
全
長
３
・
４
㎝
、
幅
２
・
１
㎝
、
厚
さ
０
・
６
㎝
を
計

測
し
、
丸
み
の
な
い
扁
平
な
板
状
を
呈
し
て
い
る
。
尾
部
と
腹
部
の
境
に
は
明

瞭
な
屈
曲
が
あ
り
、
全
体
的
な
形
状
は
腹
部
に
突
起
の
あ
る
獣
形
勾
玉
に
近
い

と
い
え
る
。
中
央
に
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
直
径
０
・
４
～
０
・
７
㎝
の
円
孔
が

一
つ
あ
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
る
が
自
然
面
を
残
し
、
光
沢
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

頭
部
や
腹
部
の
下
端
に
は
主
軸
と
併
行
す
る
方
向
に
短
い
線
刻
が
各
三
条
加
え

ら
れ
る
。
側
面
に
は
主
軸
と
直
交
す
る
方
向
に
線
刻
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
頭

部
側
に
二
条
、
腹
部
に
二
条
、
尾
部
に
三
条
が
確
認
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
は
縄
文
時
代
後
期
後
葉

か
ら
晩
期
前
葉
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り

(

10)

、
そ
れ
に
従
え
ば

本
例
も
こ
の
時
期
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
形

態
的
特
徴
に
関
し
て
は
従
来
ど
お
り
獣
形
勾
玉
に
区

分
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
管
見
の
範
囲
内
に

限
れ
ば
、
石
材
は
異
な
る
が
宮
崎
県
学
頭
遺
跡
の
獣

形
勾
玉
（
縄
文
時
代
後
期
後
葉
・
硬
玉
製
）
は
全
体

的
な
形
状
や
複
数
の
線
刻
を
有
す
る
点
で
卑
近
な
例

と
し
て
参
考
に
な
る

(

11)

。
光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

に
つ
い
て
は
、
縄
文
時
代
後
期
後
葉
か
ら
晩
期
前
葉

に
製
作
さ
れ
た
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
獣
形
勾
玉
と
位
置

付
け
る
こ
と
と
し
た
い
。

３　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類

　

今
回
の
市
史
編
纂
に
際
し
て
宗
像
市
内
か
ら
出
土
し
た
玉
類
を
実
見
し
た
と

こ
ろ
、
後
期
古
墳
で
あ
る
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品
の
中
に
天
河
石
製
と
思
わ
れ

る
玉
類
を
１
点
確
認
し
た

(

12)

（
図
４-

31
）
。
天
河
石
製
玉
類
に
つ
い
て
は
先
述
の

と
お
り
、
朝
鮮
半
島
で
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
盛
行
し
、
日
本

列
島
で
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
弥
生
時
代
早
・
前
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
理
解
に
従
え
ば
、
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品

は
、
古
墳
の
時
期
と
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
と
が
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
こ
と

と
な
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
混
入
も
し
く
は
特
異
な
事
例
と
し
て
処
理
さ
れ
そ

う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
同
じ
よ
う
に
玉
類
の
製
作
時
期
と
出
土
遺
構
の
時
期

と
が
大
き
く
隔
た
る
事
例
が
複
数
報
告
さ
れ
、
関
心
を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で

本
例
を
契
機
と
し
て
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
報

告
事
例
と
、
肉
眼
観
察
に
よ
っ
て
天
河
石
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
事
例

に
つ
い
て
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
て
自
然
科
学
的
調
査
を
行
い
石

材
の
判
別
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
天
河
石
製
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
玉
類

が
表
１
、
図
３
・
４
な
ら
び
に
写
真
で
あ
る
。

　

調
査
の
手
法
は
前
章
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
結
果
の
判
別
も
前
の
記
述

に
一
部
重
複
す
る
が
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
ケ
イ
素
の
他
、
カ
リ
ウ
ム
、
ル
ビ
ジ

ウ
ム
の
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
、
他
、
５
～
12
keV
付
近
に
同
定
不
能
の
ピ
ー
ク

が
乱
立
す
る
。
今
回
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
資
料
を
分
析
し
た
結
果
、
細
か
く
結

果
を
見
る
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
検
出
量
や
、
同
定
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
箇
所
に
つ

い
て
の
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
関
し
て

は
同
一
資
料
の
分
析
箇
所
に
よ
る
違
い
で
あ
り
、
ま
た
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
は
、

そ
も
そ
も
検
出
原
因
の
解
明
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
分
析
に
よ
る
天
河
石
の
細
分

化
は
現
状
で
は
難
し
い
。
ま
た
、
Ｘ
線
回
折
分
析
で
は
、
普
通
に
分
析
を
行
っ

て
も
単
結
晶
の
た
め
、
同
定
に
必
要
な
ピ
ー
ク
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
。
回
転

揺
動
な
ど
に
よ
っ
て
検
出
ピ
ー
ク
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
微
斜
長
石
で

あ
るMicrocline

の
結
晶
デ
ー
タ
と
は
完
全
に
一
致
せ
ず
、
こ
の
分
析
方
法
で
の

明
確
な
同
定
は
困
難
で
あ
る
。
天
河
石
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
や
Ｘ
線
回
折
を
用
い

た
分
析
に
よ
る
同
定
に
は
、
ま
だ
課
題
が
多
く
、
比
重
測
定
、
色
調
な
ど
の
結

果
も
合
わ
せ
た
総
合
的
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
ま
で
に
科
学
的
調
査
を
行
っ
た
福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
は
、
21

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
合
計
33
点
で
あ
る
。
種
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
あ

り
、
勾
玉
は
折
損
品
・
再
加
工
品
も
含
め
て
８
点
、
丸
玉
・
小
玉
は
25
点
を
数

え
る
。

４　

天
河
石
製
玉
類
の
形
態
的
特
徴

　

先
述
の
分
類
に
基
づ
く
と
、
勾
玉
は
原
始
形
勾
玉
１
点
（
１
）、
半
月
形
勾
玉

２
点
（
２
・
３
）、
Ｃ
字
形
勾
玉
２
点
（
４
・
５
）、
不
定
形
勾
玉
１
点
（
６
）
に

区
分
さ
れ
る
。
１
は
頭
部
と
尾
部
の
境
が
不
明
瞭
だ
が
、
一
側
縁
が
湾
曲
し
た

形
状
で
原
始
形
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
２
は
均
整
の
と
れ
た
半
月
形
で
あ
る
。

３
は
背
部
に
円
孔
状
の
抉
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
再
加
工
品
と
認
識
さ
れ
る
。
現

状
で
は
半
月
形
に
近
い
。
４
は
腹
部
の
抉
り
が
浅
く
、
体
部
は
丸
味
の
少
な
い

扁
平
に
近
い
形
状
で
あ
る
。
頭
部
と
尾
部
の
大
き
さ
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
５
は
腹
部
の
抉
り
が
深
く
、
頭
部
と
尾
部
の
形
状
も
意
図
的
に

差
異
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
頭
部
は
大
き
く
尾
部
は
尖
り
気
味
に
整
形
さ
れ
る
。

体
部
に
丸
み
が
な
く
扁
平
な
の
は
４
と
同
様
で
あ
る
。
６
は
分
類
上
不
定
形
勾

玉
に
区
分
さ
れ
る
が
、
丸
み
が
あ
り
均
整
の
と
れ
た
形
状
で
あ
る
。
７
は
折
損

後
に
端
部
を
研
磨
し
た
再
加
工
品
だ
が
、
本
来
は
尾
部
が
細
長
く
尖
っ
た
形
状

の
勾
玉
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
８
は
頭
部
を
欠
損
す
る
が
、
尾
部
が
長
く

尖
っ
た
形
状
の
勾
玉
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
出
土
勾
玉
の
既
存
の
分
類
に
当
て

は
め
て
も
違
和
感
は
な
い
。
穿
孔
は
す
べ
て
両
面
穿
孔
に
よ
る
も
の
で
、
使
用

さ
れ
た
穿
孔
具
の
形
状
に
起
因
し
て
、
両
端
部
の
径
が
大
き
く
孔
径
が
小
さ
な

も
の
（
１
・
２
・
４
～
６
）
と
、
両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な

も
の
（
３
・
７
）
と
が
あ
る
。
両
面
穿
孔
で
あ
る
こ
と
は
生
産
遺
跡
で
あ
る
晋

州
大
坪
遺
跡
の
未
成
品
分
析
結
果
と
も
共
通
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
破
損

の
リ
ス
ク
を
極
力
抑
え
る
工
夫
と
す
る
見
解
が
あ
る

(
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。
表
面
の
研
磨
は
ど
れ
も

丁
寧
に
行
わ
れ
て
お
り
総
じ
て
光
沢
を
帯
び
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
３
・
６
・

８
）
、
青
白
色
（
２
・
７
）
、
青
白
色
に
半
透
明
部
分
が
斑
状
に
含
有
（
１
・
５
）
、

青
み
の
な
い
灰
色
（
４
）
が
あ
る
。
４
は
肉
眼
で
は
天
河
石
と
認
識
す
る
こ
と

が
難
し
い
。

　

丸
玉
・
小
玉
は
径
が
８
㎜
以
上
の
も
の
を
丸
玉
、
そ
れ
以
下
の
も
の
を
小
玉

と
す
る
。
先
述
の
分
類
を
参
考
に
す
る
と
、
丸
玉
に
つ
い
て
は
、
断
面
形
状
か

ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
９
・
10
）
、
側
面
が
丸
み
を
も
た
ず
直
線
的
で
断
面

が
方
形
に
近
い
形
状
（
17
）
、
側
面
は
丸
味
を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
な
面
を
も

つ
形
状
（
11
～
16
）
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　

対
象
が
小
さ
い
た
め
不
明
と
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
確
認
で
き
た
限
り
で
は

穿
孔
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
。
両
端
部
の
径
が
大
き
な
も
の
（
９
・
11
～
15
）
と

両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な
も
の
（
10
・
16
）
が
あ
る
の
は

勾
玉
と
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
10
の
よ
う
に
整
形
段
階
の
稜
線
が
残
る
も
の
、

15
の
よ
う
に
自
然
面
や
剝
離
痕
が
残
る
も
の
も
あ
る
が
、
他
は
ほ
ぼ
平
滑
に
な

る
ま
で
研
磨
さ
れ
光
沢
を
帯
び
て
い
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
11
）
、
青
白
色
（
９
・

10
・
12
～
17
）
が
あ
る
。

　

小
玉
は
26
の
よ
う
に
い
び
つ
な
形
状
の
も
の
も
あ
る
が
、
概
ね
側
面
は
丸
味

を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
に
整
形
さ
れ
る
。
確
認
で
き
た
限
り
で
は
穿
孔
は
両
面

穿
孔
を
行
っ
て
お
り
、
孔
の
断
面
形
状
が
大
き
く
二
種
類
に
分
か
れ
る
の
は
小

玉
も
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
総
じ
て
丁
寧
で
光
沢
を
帯
び
、
色
調
は
青
白
色
で

一
見
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

５　

天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期

　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
う
ち
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
中

期
後
半
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
天
河
石
製
玉
類
は
、
11
遺
跡
か
ら
20
点
出
土
し

て
い
る
（
表
１
）
。

　

最
も
古
い
時
期
の
も
の
は
千
里
遺
跡
第
１
次
調
査
で
出
土
し
た
縄
文
時
代
晩

期
前
半
と
さ
れ
る
丸
玉
だ
が
、
共
伴
遺
物
が
無
く
周
囲
の
遺
構
か
ら
時
期
を
類

推
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
大
木
遺
跡
７
号
土
壙
墓
は
周

囲
の
土
壙
墓
か
ら
出
土
し
た
副
葬
小
壺
か
ら
弥
生
時
代
前
期
と
し
て
問
題
な

く
、
同
様
に
免
遺
跡
第
３
次
Ｂ
４
グ
リ
ッ
ド
第
３
層
は
、
夜
臼
式
土
器
を
中
心

に
板
付
Ⅰ
式
土
器
が
少
量
共
伴
す
る
状
態
で
あ
る
た
め
同
時
期
と
み
て
良
い
だ

ろ
う
。
報
文
中
で
は
混
入
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
宿
遺
跡
第
５

次
１
１
２
号
甕
棺
覆
土
上
層
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
棺
内
出
土
で
は
な
い
と

は
い
え
甕
棺
と
大
差
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
弥
生

時
代
早
・
前
期
に
は
少
な
く
と
も
天
河
石
製
玉
類
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
間
違
い
な
い
。

　

次
に
、
安
徳
台
遺
跡
群
18
号
住
居
跡
は
図
示
さ
れ
た
土
器
は
す
べ
て
弥
生
時

代
中
期
後
半
の
も
の
で
あ
り
、
混
入
も
考
え
に
く
い
状
態
で
あ
る
。
有
田
遺
跡

第
36
次
出
土
勾
玉
は
２
号
甕
棺
墓
の
墓
壙
上
層
か
ら
出
土
し
た
た
め
混
入
の
可

能
性
も
あ
る
が
、
周
囲
の
遺
構
は
古
墳
時
代
前
期
や
中
世
で
あ
る
た
め
甕
棺
と

同
じ
時
期
の
弥
生
時
代
中
期
後
半
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
元
岡
・
桑
原
遺
跡
群

第
42
次
出
土
丸
玉
は
ほ
ぼ
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
限
定
さ
れ
る
土
器
群
９
の
中

か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
同
時
期
と
み
て
良
い
。
下
限
に
つ
い
て

は
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
に
限
っ
て
言
え
ば
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期
は
弥
生
時
代
早
・
前
期
か
ら
中
期
後

半
ま
で
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
で
の
天
河
石
製

玉
類
の
出
土
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も

わ
ず
か
に
残
る
と
い
う
先
述
の
指
摘
事
項
と
整
合
す
る
。
弥
生
時
代
に
関
し
て

は
、
福
岡
県
内
の
出
土
状
況
は
朝
鮮
半
島
の
動
向
を
素
直
に
反
映
し
た
も
の
と

い
え
る
。

　

一
方
、
今
回
注
目
し
た
い
の
は
古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製

玉
類
12
遺
跡
12
点
で
あ
る
。
溝
や
住
居
跡
覆
土
か
ら
出
土
し
た
の
で
あ
れ
ば
混

入
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
が
、
古
墳
の
横
穴
式
石
室
か
ら
出
土
し
た
例
が

６
遺
跡
６
点
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
対
し
て
混
入
の
可
能
性
を
想
定
す
る
の

は
現
実
的
で
は
な
い
。
古
墳
時
代
後
期
か
ら
終
末
期
に
か
け
て
天
河
石
製
玉
類

が
流
通
し
、
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
よ
り
他
に
な
い
。

　

古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
12
点
は
、
丸
玉
６
点
、
小

玉
６
点
で
あ
る
。
形
態
的
特
徴
に
乏
し
い
丸
玉
や
小
玉
で
あ
る
た
め
積
極
的
根

拠
に
欠
け
る
が
、
全
体
の
形
状
や
穿
孔
技
法
は
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時
代
の
天
河

石
製
丸
玉
・
小
玉
と
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
で
は

三
国
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
製
作
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
後
述
の
例
外
を
除
い
て
使
用
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
日
本
列
島

で
も
古
墳
時
代
に
天
河
石
製
玉
類
を
製
作
し
た
痕
跡
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
従
っ
て
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
を
７
０
０
年
以
上
遡
る
頃
に

朝
鮮
半
島
や
そ
の
近
接
地
で
製
作
さ
れ
た
天
河
石
製
玉
類
が
、
長
い
期
間
が
経

過
し
た
の
ち
に
日
本
列
島
の
古
墳
時
代
で
使
用
さ
れ
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。

　

天
河
石
製
玉
類
が
出
土
し
た
６
遺
跡
は
、
ど
れ
も
後
期
か
ら
終
末
期
の
群
集

墳
中
に
あ
る
小
規
模
円
墳
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
帰
属
す
る
古
墳
群
中

で
、
階
層
的
に
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
古
墳
で
は
な
い
。
外
来
系
遺

物
の
共
伴
も
ガ
ラ
ス
製
玉
類
を
除
け
ば
他
に
な
く
、
被
葬
者
に
外
来
的
要
素
を

見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
従
っ
て
、
天
河
石
製
玉
類
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
で

階
層
的
優
位
性
や
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
を
示
す
根
拠
と
見
做
す
こ
と
は
不
適
切

で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
で
は
一
部
の
人
に
し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
が

(

14)

、
古
墳
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
に

特
別
扱
い
さ
れ
る
よ
う
な
稀
少
品
と
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

６　

伝
世
と
再
利
用

　

古
墳
時
代
の
玉
類
に
見
ら
れ
る
伝
世
あ
る
い
は
再
利
用
に
つ
い
て
い
ち
早
く

指
摘
し
た
の
は
、
築
上
郡
上
毛
町
百
留
横
穴
墓
群
出
土
玉
類
の
整
理
・
検
討
を

行
い
報
告
し
た
大
賀
克
彦
で
あ
る

(

15)

。
そ
の
後
、
近
年
特
に
玉
類
の
伝
世
に
関
す

る
報
告
が
相
次
い
で
お
り
、
特
殊
な
事
例
と
は
呼
べ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

「
伝
世
」
と
い
う
用
語
は
、
大
切
に
扱
わ
れ
長
期
に
わ
た
っ
て
途
切
れ
る
こ
と

な
く
意
図
的
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
意
味
合
い
を
含
む
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為

や
意
図
が
延
々
数
百
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
で

は
な
い
。
「
い
っ
た
ん
遺
棄
も
し
く
は
廃
棄
さ
れ
」
た
対
象
が
、
「
二
次
的
に
回

収
・
使
用
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
「
伝
世
」
で
は
な
い
別
の
概
念

を
用
い
て
呼
称
し
た
方
が
、
当
時
の
社
会
背
景
を
検
討
し
理
解
す
る
上
で
よ
り

適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
製
作
か
ら
使
用
ま
で
が
長
期
に
わ

た
っ
て
極
端
に
離
れ
て
お
り
、
二
次
的
な
使
用
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
の
よ

う
な
場
合
に
対
し
て
は
、
「
再
利
用
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
概
念
上
区
別
す

る
こ
と
と
す
る
。

　

現
在
ま
で
に
伝
世
・
再
利
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
玉
類
に
は
、
縄
文
時
代
後
・

晩
期
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ヒ
ス
イ
製
丸
玉
や
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
、
弥

生
時
代
中
期
に
盛
行
す
る
女
代
南
Ｂ
群
碧
玉
製
管
玉
、
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳

時
代
前
期
前
半
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
花
仙
山
産
碧
玉
製
管
玉
が
あ
る
。
こ

れ
ら
に
今
回
の
天
河
石
製
玉
類
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
玉
類
は
製
作
時
期
や
場
所
が
異
な
る
が
、
伝
世
・
再
利
用
さ
れ

た
時
期
が
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
集
中
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
。

す
な
わ
ち
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
、
極
端
に
古
い
時
期
の
玉
類
が
二
次

的
に
回
収
さ
れ
、
流
通
し
、
装
飾
品
や
副
葬
品
に
供
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
伝
世
・
再
利
用
は
そ
れ
ほ
ど
特
異
な
例
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
伝
世
・
再
利
用
玉
類
が
稀
少
価
値
と
し
て
の
特
別
な
意
味
合
い
を

有
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
各
玉
類
が
天
河
石
製
玉
類
と
同

じ
よ
う
に
中
小
規
模
の
群
集
墳
や
横
穴
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解

さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
群
集
墳
の
爆
発
的
増
加
に
象
徴
さ
れ
る
需
要
の
拡
大
や
、

流
通
機
構
の
変
化
に
伴
う
玉
類
不
足
に
対
す
る
代
替
品
と
し
て
の
使
用
を
考
え

 

表１ 福岡県内出土天河石製玉類一覧（番号は図３・４、写真の番号に対応） 

番号 遺跡名 所在地 遺構 器種 時期 報告書 

1 今川遺跡 
福津市 
宮司 

採集（包含層下
層：黒褐色砂層
の可能性が高い） 

勾玉 弥生時代前期 
津屋崎町文化財調査報告書第4集 
「今川遺跡」 
1981津屋崎町教育委員会 

2 夜臼・三代遺跡群 
糟屋郡新宮町 
大字下府・三代 

三代貝塚付近精
査中 

勾玉 弥生時代前期 
新宮町埋蔵文化財発掘調査報告書第10集 
「夜臼・三代地区遺跡群 第5分冊」 
1995新宮町教育委員会 

3 有田遺跡第36次 
福岡市早良区 
小田部 

2号甕棺墓上位
の覆土 

勾玉（半月形） 
再加工品 

弥生時代中期後半 
福岡市埋蔵文化財調査報告書第96集 
「有田・小田部第4集」 
1983福岡市教育委員会 

4 諸岡B遺跡第3～5次 
福岡市博多区 
諸岡 

第6号竪穴 勾玉 弥生時代前期末 
福岡市埋蔵文化財調査報告書第31集 
「板付周辺遺跡調査報告書（2）」 
1975福岡市教育委員会 

5 三沢蓬ヶ浦遺跡 小郡市三沢 
E地区2号住居跡
床近くの覆土中 

勾玉 弥生時代中期初頭 
福岡県文化財調査報告書第66集 
「三沢蓬ヶ浦遺跡」 
1984福岡県教育委員会 

6 大木遺跡 
朝倉郡筑前町 
篠隈 

7号土壙墓No.8 勾玉 弥生時代前期 
夜須町文化財調査報告書第35集 
「大木遺跡」 
1997夜須町教育委員会 

7 長延9号墳 
八女郡広川町 
長延 

横穴式石室 
丸玉状 
再加工品 

古墳時代後期後半 
～終末期 

広川町文化財調査報告書第4集 
「上長延古墳群」 
1985広川町教育委員会 

8 今宿遺跡第5次 
福岡市西区 
今宿東 

112号甕棺覆土
上層 

勾玉（欠損） 弥生時代前期後半 
福岡市埋蔵文化財調査報告書第654集 
「JR筑肥線複線化地内遺跡埋蔵文化財調査報告書」 
2000福岡市教育委員会 

9 
観音浦古墳群観音浦南
支群KS9号墳 

糟屋郡宇美町 
井野 

横穴式石室 丸玉 
古墳時代後期後半 
～終末期 

「宇美観音浦」 
1981宇美町教育委員会 

10 牛頸中通10号墳 
大野城市 
牛頸 

横穴式石室 丸玉 古墳時代終末期 
大野城市文化財調査報告書第4集 
「牛頸中通遺跡群」 
1980大野城市教育委員会 

11 千里遺跡第1次 
福岡市西区 
千里 

5 区 SP5012 （ 柱
穴） 

丸玉（欠損） 縄文時代晩期？ 
福岡市埋蔵文化財調査報告書第1117集 
「千里」 
2011福岡市教育委員会 

12 古野A1号墳 
大野城市 
乙金 

横穴式石室 丸玉 
古墳時代後期後半 
～終末期 

九州縦貫自動車道関係 
埋蔵文化財調査報告－Ⅸ－ 

13 上ヶ原10号墳 
糟屋郡久山町 
久原 

横穴式石室 丸玉 古墳時代終末期 
久山町文化財調査報告第13集 
「上ヶ原古墳群」 
2009久山町教育委員会 

14 元岡・桑原遺跡群第42次 
福岡市西区 
元岡 

D-3区周辺土器
群9C 

丸玉 弥生時代中期後半 
福岡市埋蔵文化財調査報告書第1275集 
「元岡・桑原遺跡群24」 
2015福岡市教育委員会 

15 今光遺跡 
那珂川市 
今光 

溝2 丸玉 古墳時代中期 
「今光遺跡・地余遺跡」 
1980東急不動産株式会社 

16 今川遺跡 
福津市 
宮司 

採集（包含層下
層：黒褐色砂層
の可能性が高い） 

丸玉 弥生時代前期 
津屋崎町文化財調査報告書第4集 
「今川遺跡」 
1981津屋崎町教育委員会 

17 徳永A遺跡第7次 
福岡市西区 
徳永 

谷北部Ⅳ層（包
含層） 

丸玉 
古墳時代後期 
～終末 

福岡市埋蔵文化財調査報告書第1189集 
「徳永A遺跡5」 
2013福岡市教育委員会 
福岡市埋蔵文化財調査報告書第1227集 
「徳永A遺跡6」 
2014福岡市教育委員会 

18 

大木遺跡 
朝倉郡筑前町 
篠隈 

7号土壙墓No.1 小玉 

弥生時代前期 
夜須町文化財調査報告書第35集 
「大木遺跡」 
1997夜須町教育委員会 

19 7号土壙墓No.3 小玉 

20 7号土壙墓No.5 小玉 

21 7号土壙墓No.7 小玉 

22 7号土壙墓No.9 小玉 

23 7号土壙墓No.11 小玉 

24 7号土壙墓No.13 小玉 

25 7号土壙墓No.15 小玉 

26 安徳台遺跡群 
那珂川市 
安徳 

18号住居跡 丸玉 弥生時代中期後半 
那珂川町文化財調査報告書第67集 
「安徳台遺跡群」 
2006那珂川町教育委員会 

27 免遺跡第3次 
福岡市早良区 
賀茂 

B4グリッド3層（自
然流路SD-02？・
03 3層） 

小玉（欠損） 弥生時代前期初頭 
福岡市埋蔵文化財調査報告書第1059集 
「免遺跡2」 
2009福岡市教育委員会 

28 有田遺跡第35次 
福岡市早良区 
小田部 

7号住居跡覆土 小玉 古墳時代前期？ 
福岡市埋蔵文化財調査報告書第173集 
「有田・小田部第9集」 
1988福岡市教育委員会 

29 有田遺跡第106次 
福岡市早良区 
小田部 

SC12（住居跡）
覆土 

小玉 古墳時代後期後半？ 
福岡市埋蔵文化財調査報告書第651集 
「有田・小田部第34集」 
2000福岡市教育委員会 

30 有田遺跡第152次 
福岡市早良区 
小田部 

SC12（住居跡） 小玉 古墳時代後期後半？ 
福岡市埋蔵文化財調査報告書第265集 
「有田・小田部第13集」 
1991福岡市教育委員会 

31 城ヶ谷19号墳 
宗像市 
大田原 

横穴式石室 丸玉 古墳時代後期 
「城ヶ谷古墳群」 
1977クボタハウス株式会社・住友不動産株式会社 

32 高畑遺跡第10次 
福岡市博多区 
板付 

SD26 小玉 古墳時代中期 
福岡市埋蔵文化財調査報告書第115集 
「板付周辺遺跡調査報告書（10）」 
1985福岡市教育委員会 

33 雀居遺跡第18次 
福岡市博多区 
雀居 

SS016北畔下 小玉 
弥生時代前期 
～古代 

福岡市埋蔵文化財調査報告書第1388集 
「雀居14」 
2020福岡市教育委員会 
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は
じ
め
に

　

天
河
石
（
て
ん
が
せ
き
・
ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
）
は
微
斜
長
石
（K

A
l
S
3O

8

）
の

変
種
で
青
緑
色
の
単
結
晶
鉱
物
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ウ
ラ

ル
、
イ
ン
ド
で
産
出
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
国
内
で
は
過
去
に
採

掘
、
加
工
さ
れ
、
宝
石
と
し
て
一
般
に
流
通
し
た
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
国
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
は
す
べ
て
外
来
系
遺
物

で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

１　

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

　

朝
鮮
半
島
の
考
古
学
に
関
す
る
研
究
成
果
で
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
出
土
は

青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も
わ
ず
か
に
残
る

と
さ
れ
る
。
中
で
も
青
銅
器
時
代
に
お
い
て
は
、
天
河
石
製
玉
類
と
碧
玉
製
管

玉
が
時
代
を
特
徴
づ
け
る
玉
で
あ
り
、
さ
ら
に
天
河
石
製
の
玉
は
一
部
の
人
に

し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(

２)

。
分
布
域
は

遼
東
地
域
か
ら
朝
鮮
半
島
北
部
・
北
部
に
近
い
嶺
東
地
域
、
南
部
の
一
帯
に
ま

で
及
ぶ

(

３)

。
天
河
石
で
製
作
さ
れ
る
玉
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
管
玉
が
製
作
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
天
河
石
の
粒
子
が
塊
状
で
細
長

い
形
態
の
管
玉
を
つ
く
る
素
材
と
し
て
適
切
で
は
な
い
こ
と
が
そ
の
理
由
と
さ

れ
る

(

４)

。

　

朝
鮮
半
島
内
で
の
天
河
石
原
石
の
原
産
地
は
、
咸
鏡
南
道
端
川
や
忠
清
南
道

丹
陽
ソ
ウ
ル
冠
岳
山
付
近
で
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
玉
作
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
山
清
郡
黙
谷
里
遺
跡
や
晋
州
大
坪
遺

跡
と
い
っ
た
慶
尚
南
道
南
江
流
域
の
遺
跡
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　

日
本
列
島
出
土
勾
玉
を
対
象
に
し
た
森
貞
次
郎
の
型
式
分
類

(

５)

に
基
づ
き
、
朝

鮮
半
島
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
の
検
討
を
行
っ
た
西
谷
正

(

６)

や
大
坪
志
子

(

７)

の
検
討
を

参
照
す
る
と
、
天
河
石
製
勾
玉
は
獣
形
、
原
始
形
、
半
月
形
、
Ｃ
字
形
、
不
定

形
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
方
で
、
弥
生
時
代
中
期
以
降
に
日
本
列
島

で
広
く
普
及
す
る
定
形
勾
玉
や
丁
字
頭
勾
玉
は
、
天
河
石
製
勾
玉
に
は
見
ら
れ

な
い
こ
と
も
暗
に
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
幅
が
青

銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
を
中
心
と
す
る
と
い
う
庄
田
の
指
摘
、
お
よ
び

朝
鮮
半
島
で
勾
玉
が
定
形
化
す
る
の
は
原
三
国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と

す
る
西
谷
の
指
摘
と
も
符
合
す
る
。

　

丸
玉
の
型
式
分
類
に
つ
い
て
は
、
断
面
の
形
状
か
ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
円

盤
玉
）
、
扁
平
な
楕
円
形
（
球
玉
）
、
扁
平
な
板
状
（
円
板
玉
）
の
三
種
類
に
区

分
し
た
高
旻
廷
の
検
討
が
参
考
に
な
る

(

８)

。

２　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

　

日
本
国
内
で
は
、
九
州
北
部
の
玄
界
灘
沿
岸
域
を
中
心
に
天
河
石
製
玉
類
の

出
土
例
が
あ
る
こ
と
が
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
国
内
で
は
天
河
石
を
玉
の

素
材
と
し
て
使
用
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時

代
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
た
る
弥
生
時
代
早
・
前
期
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
天
河
石
は
弥
生
時
代
開
始
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
確
実
に
搬
入
さ
れ

た
渡
来
遺
物
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
宗
像
市
光
岡
辻
ノ
園
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
そ
の
代
表
例
の
一
つ
と
し
て
こ
れ
ま
で
取
り
扱
わ

れ
て
き
た

(

９)

。

 

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
整
理
・
報
告
書
作
成
段
階
で
自

然
科
学
的
調
査
が
行
わ
れ
、
比
重
測
定
の
数
値
や
電
子
顕
微
鏡
に
付
属
す
る
分

析
装
置
（
Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
）
に
よ
る
材
質
分
析
で
、
珪
素
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
が
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
結
果
か
ら
天
河
石
製
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
あ
ら
た
め
て
実
見
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
天
河
石
製
と
す
る
の
に

大
き
な
違
和
感
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
そ
の
色
調
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
の
遺
跡
か

ら
出
土
す
る
天
河
石
製
玉
類
は
濃
い
青
色
や
水
色
が
通
例
で
、
明
る
く
鮮
や
か

な
色
調
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
例
は
く
す
ん
だ
緑
灰
色
を
基
調
と
し
て
灰

白
色
や
黒
色
が
斑
状
に
混
在
し
て
お
り
、
一
般
的
な
天
河
石
製
玉
類
の
色
調
と

は
大
き
く
異
な
る
印
象
を
受
け
た
。
も
う
一
つ
は
そ
の
形
状
で
あ
る
。
朝
鮮
半

島
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
分
類
に
つ
い
て
は
先
述
の
と
お
り
だ
が
、
本
例
は
勾

玉
と
形
容
す
る
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
ほ
ど
の
独
特
な
形
状
で
あ
る
。
加
え
て
、

擦
過
に
よ
る
複
数
の
線
刻
が
施
文
さ
れ
て
い
る
点
は
、
少
な
く
と
も
他
の
天
河

石
製
勾
玉
に
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
新
た
な
手
法
も
加

え
、
再
度
自
然
科
学
的
調
査
を
実
施
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

調
査
は
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
機
器
類
を
用
い
、
比
重
測
定
、
蛍

光
Ｘ
線
分
析
、
Ｘ
線
回
折
分
析
な
ど
を
行
っ
た
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
は
、
試
料
に

Ｘ
線
を
照
射
し
、
試
料
に
含
ま
れ
る
元
素
か
ら
生
じ
る
各
元
素
に
特
有
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
値
を
持
つ
二
次
Ｘ
線
＝
蛍
光
Ｘ
線
を
検
出
器
で
捉
え
、
そ
の
元
素
の
種

類
や
量
を
調
べ
る
分
析
法
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
は
、
試
料
に
Ｘ
線
を
照
射

す
る
こ
と
で
、
試
料
を
構
成
す
る
結
晶
か
ら
得
ら
れ
る
回
折
Ｘ
線
を
検
出
器
で

捉
え
、
ピ
ー
ク
と
し
て
表
す
も
の
で
あ
る
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
が
含
有
元
素
の
同

定
を
行
う
の
に
対
し
、
Ｘ
線
回
折
分
析
は
結
晶
の
種
類
や
状
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
ピ
ー
ク
の
同
定
は
既
知
試
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合
す
る
こ
と
で

行
う
。
各
装
置
と
分
析
条
件
等
は
次
の
と
お
り
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
微
少
部
用
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置
（A

M
E
T
E
K

・E
D
A
X
 

　

O
r
b
i
s

）：
対
陰
極
：
ロ
ジ
ウ
ム(

Rh)

／
検
出
器
：
シ
リ
コ
ン
ド
リ
フ
ト
検

　

出
器
／
印
加
電
圧
：
30
㎸
・
電
流
値
：
１
０
０
０
㎂
／
測
定
雰
囲
気
：
真
空

／
測
定
範
囲
０
・
３
㎜
φ
／
測
定
時
間
１
８
０
秒

・
Ｘ
線
回
折
分
析
装
置
（B

r
u
k
e
r
-
A
X
S

・D
8
-
D
I
S
C
O
V
E
R

）：
対
陰
極
：
銅(

Cu)

／
検
出
器
：
リ
ア
ル
タ
イ
ム
二
次
元
検
出
器
／
印
加
電
圧
：
40
㎸
・
電
流
値
：

40
㎂
／
測
定
角
度
13
～
77°
／
測
定
範
囲
０
・
５
㎜
φ
／
測
定
時
間
９
０
０
秒

　

ま
ず
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
、
検
出
強
度
の
強
い
元
素
順
に
、
ケ
イ
素(

Si)

、

カ
リ
ウ
ム

(

Ｋ)

、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム(

Al)

、
鉄(

Fe)

、
チ
タ
ン(

Ti)

、
ク
ロ
ム

(

Cr)

が
認
め
ら
れ
た
。
確
か
に
カ
リ
ウ
ム
の
検
出
は
天
河
石
の
特
徴
の
一
つ
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
上
、
天
河
石
の
場
合
、
カ
リ
ウ
ム
と
ル
ビ
ジ
ウ

ム(

Rb)

以
外
、
同
定
が
で
き
な
い
ピ
ー
ク
が
乱
立
す
る
分
析
結
果
の
特
徴
が
あ

る
。
し
か
し
、
本
資
料
で
は
、
鉄
や
ク
ロ
ム
な
ど
が
明
確
に
元
素
と
し
て
同
定

で
き
、
ル
ビ
ジ
ウ
ム
の
ピ
ー
ク
は
微
弱
で
あ
る
。
何
よ
り
、
ク
ロ
ム
の
検
出
は

ク
ロ
ム
白
雲
母
と
い
う
結
果
に
帰
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
で
も

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、Muscovite

（
白
雲
母
）
の
デ
ー
タ
に
一
致
す
る
ピ

ー
ク
が
得
ら
れ
て
い
る
。
比
重
は
今
回
測
定
で
は
２
・
68
で
、
前
回
の
２
・
７

と
近
似
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ク
ロ
ム
白
雲
母
は
２
・
８
を
超
え
る
数
値

を
示
す
も
の
が
多
く
、
そ
れ
に
対
し
て
天
河
石
は
２
・
５
前
後
と
低
い
数
値
と

な
る
。
２
・
68
と
い
う
結
果
は
、
両
者
の
中
間
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

の
判
断
は
難
し
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
日
的
な
観
点
に
基
づ
く
再
調
査
の
結
果
、
光
岡
辻
ノ

園
遺
跡
出
土
勾
玉
は
、
天
河
石
製
で
は
な
く
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
例
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
す

る
。

　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
の
勾
玉
は
、
長
さ
１
・
35
ｍ
、
幅
０
・
３
ｍ
、
深
さ
５
㎝

程
の
小
規
模
な
溝
状
遺
構

SD2
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴

遺
物
が
皆
無
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
調
査
区
内
に
は

他
に
弥
生
時
代
中
期
末
～

後
期
初
頭
や
後
期
終
末
の

竪
穴
住
居
跡
等
が
分
布
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
ク
ロ
ム

白
雲
母
製
勾
玉
と
直
接
関

連
し
そ
う
な
時
期
の
遺
構

で
は
な
い
。
従
っ
て
、
本

例
に
つ
い
て
は
共
伴
遺
物

に
よ
る
時
期
比
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

形
状
に
関
し
て
は
、
全
長
３
・
４
㎝
、
幅
２
・
１
㎝
、
厚
さ
０
・
６
㎝
を
計

測
し
、
丸
み
の
な
い
扁
平
な
板
状
を
呈
し
て
い
る
。
尾
部
と
腹
部
の
境
に
は
明

瞭
な
屈
曲
が
あ
り
、
全
体
的
な
形
状
は
腹
部
に
突
起
の
あ
る
獣
形
勾
玉
に
近
い

と
い
え
る
。
中
央
に
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
直
径
０
・
４
～
０
・
７
㎝
の
円
孔
が

一
つ
あ
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
る
が
自
然
面
を
残
し
、
光
沢
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

頭
部
や
腹
部
の
下
端
に
は
主
軸
と
併
行
す
る
方
向
に
短
い
線
刻
が
各
三
条
加
え

ら
れ
る
。
側
面
に
は
主
軸
と
直
交
す
る
方
向
に
線
刻
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
頭

部
側
に
二
条
、
腹
部
に
二
条
、
尾
部
に
三
条
が
確
認
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
は
縄
文
時
代
後
期
後
葉

か
ら
晩
期
前
葉
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り

(

10)

、
そ
れ
に
従
え
ば

本
例
も
こ
の
時
期
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
形

態
的
特
徴
に
関
し
て
は
従
来
ど
お
り
獣
形
勾
玉
に
区

分
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
管
見
の
範
囲
内
に

限
れ
ば
、
石
材
は
異
な
る
が
宮
崎
県
学
頭
遺
跡
の
獣

形
勾
玉
（
縄
文
時
代
後
期
後
葉
・
硬
玉
製
）
は
全
体

的
な
形
状
や
複
数
の
線
刻
を
有
す
る
点
で
卑
近
な
例

と
し
て
参
考
に
な
る

(

11)

。
光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

に
つ
い
て
は
、
縄
文
時
代
後
期
後
葉
か
ら
晩
期
前
葉

に
製
作
さ
れ
た
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
獣
形
勾
玉
と
位
置

付
け
る
こ
と
と
し
た
い
。

３　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類

　

今
回
の
市
史
編
纂
に
際
し
て
宗
像
市
内
か
ら
出
土
し
た
玉
類
を
実
見
し
た
と

こ
ろ
、
後
期
古
墳
で
あ
る
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品
の
中
に
天
河
石
製
と
思
わ
れ

る
玉
類
を
１
点
確
認
し
た

(

12)

（
図
４-

31
）
。
天
河
石
製
玉
類
に
つ
い
て
は
先
述
の

と
お
り
、
朝
鮮
半
島
で
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
盛
行
し
、
日
本

列
島
で
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
弥
生
時
代
早
・
前
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
理
解
に
従
え
ば
、
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品

は
、
古
墳
の
時
期
と
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
と
が
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
こ
と

と
な
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
混
入
も
し
く
は
特
異
な
事
例
と
し
て
処
理
さ
れ
そ

う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
同
じ
よ
う
に
玉
類
の
製
作
時
期
と
出
土
遺
構
の
時
期

と
が
大
き
く
隔
た
る
事
例
が
複
数
報
告
さ
れ
、
関
心
を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で

本
例
を
契
機
と
し
て
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
報

告
事
例
と
、
肉
眼
観
察
に
よ
っ
て
天
河
石
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
事
例

に
つ
い
て
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
て
自
然
科
学
的
調
査
を
行
い
石

材
の
判
別
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
天
河
石
製
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
玉
類

が
表
１
、
図
３
・
４
な
ら
び
に
写
真
で
あ
る
。

　

調
査
の
手
法
は
前
章
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
結
果
の
判
別
も
前
の
記
述

に
一
部
重
複
す
る
が
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
ケ
イ
素
の
他
、
カ
リ
ウ
ム
、
ル
ビ
ジ

ウ
ム
の
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
、
他
、
５
～
12
keV
付
近
に
同
定
不
能
の
ピ
ー
ク

が
乱
立
す
る
。
今
回
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
資
料
を
分
析
し
た
結
果
、
細
か
く
結

果
を
見
る
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
検
出
量
や
、
同
定
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
箇
所
に
つ

い
て
の
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
関
し
て

は
同
一
資
料
の
分
析
箇
所
に
よ
る
違
い
で
あ
り
、
ま
た
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
は
、

そ
も
そ
も
検
出
原
因
の
解
明
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
分
析
に
よ
る
天
河
石
の
細
分

化
は
現
状
で
は
難
し
い
。
ま
た
、
Ｘ
線
回
折
分
析
で
は
、
普
通
に
分
析
を
行
っ

て
も
単
結
晶
の
た
め
、
同
定
に
必
要
な
ピ
ー
ク
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
。
回
転

揺
動
な
ど
に
よ
っ
て
検
出
ピ
ー
ク
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
微
斜
長
石
で

あ
るMicrocline

の
結
晶
デ
ー
タ
と
は
完
全
に
一
致
せ
ず
、
こ
の
分
析
方
法
で
の

明
確
な
同
定
は
困
難
で
あ
る
。
天
河
石
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
や
Ｘ
線
回
折
を
用
い

た
分
析
に
よ
る
同
定
に
は
、
ま
だ
課
題
が
多
く
、
比
重
測
定
、
色
調
な
ど
の
結

果
も
合
わ
せ
た
総
合
的
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
ま
で
に
科
学
的
調
査
を
行
っ
た
福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
は
、
21

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
合
計
33
点
で
あ
る
。
種
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
あ

り
、
勾
玉
は
折
損
品
・
再
加
工
品
も
含
め
て
８
点
、
丸
玉
・
小
玉
は
25
点
を
数

え
る
。

４　

天
河
石
製
玉
類
の
形
態
的
特
徴

　

先
述
の
分
類
に
基
づ
く
と
、
勾
玉
は
原
始
形
勾
玉
１
点
（
１
）、
半
月
形
勾
玉

２
点
（
２
・
３
）、
Ｃ
字
形
勾
玉
２
点
（
４
・
５
）、
不
定
形
勾
玉
１
点
（
６
）
に

区
分
さ
れ
る
。
１
は
頭
部
と
尾
部
の
境
が
不
明
瞭
だ
が
、
一
側
縁
が
湾
曲
し
た

形
状
で
原
始
形
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
２
は
均
整
の
と
れ
た
半
月
形
で
あ
る
。

３
は
背
部
に
円
孔
状
の
抉
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
再
加
工
品
と
認
識
さ
れ
る
。
現

状
で
は
半
月
形
に
近
い
。
４
は
腹
部
の
抉
り
が
浅
く
、
体
部
は
丸
味
の
少
な
い

扁
平
に
近
い
形
状
で
あ
る
。
頭
部
と
尾
部
の
大
き
さ
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
５
は
腹
部
の
抉
り
が
深
く
、
頭
部
と
尾
部
の
形
状
も
意
図
的
に

差
異
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
頭
部
は
大
き
く
尾
部
は
尖
り
気
味
に
整
形
さ
れ
る
。

体
部
に
丸
み
が
な
く
扁
平
な
の
は
４
と
同
様
で
あ
る
。
６
は
分
類
上
不
定
形
勾

玉
に
区
分
さ
れ
る
が
、
丸
み
が
あ
り
均
整
の
と
れ
た
形
状
で
あ
る
。
７
は
折
損

後
に
端
部
を
研
磨
し
た
再
加
工
品
だ
が
、
本
来
は
尾
部
が
細
長
く
尖
っ
た
形
状

の
勾
玉
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
８
は
頭
部
を
欠
損
す
る
が
、
尾
部
が
長
く

尖
っ
た
形
状
の
勾
玉
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
出
土
勾
玉
の
既
存
の
分
類
に
当
て

は
め
て
も
違
和
感
は
な
い
。
穿
孔
は
す
べ
て
両
面
穿
孔
に
よ
る
も
の
で
、
使
用

さ
れ
た
穿
孔
具
の
形
状
に
起
因
し
て
、
両
端
部
の
径
が
大
き
く
孔
径
が
小
さ
な

も
の
（
１
・
２
・
４
～
６
）
と
、
両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な

も
の
（
３
・
７
）
と
が
あ
る
。
両
面
穿
孔
で
あ
る
こ
と
は
生
産
遺
跡
で
あ
る
晋

州
大
坪
遺
跡
の
未
成
品
分
析
結
果
と
も
共
通
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
破
損

の
リ
ス
ク
を
極
力
抑
え
る
工
夫
と
す
る
見
解
が
あ
る

(

13)

。
表
面
の
研
磨
は
ど
れ
も

丁
寧
に
行
わ
れ
て
お
り
総
じ
て
光
沢
を
帯
び
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
３
・
６
・

８
）
、
青
白
色
（
２
・
７
）
、
青
白
色
に
半
透
明
部
分
が
斑
状
に
含
有
（
１
・
５
）
、

青
み
の
な
い
灰
色
（
４
）
が
あ
る
。
４
は
肉
眼
で
は
天
河
石
と
認
識
す
る
こ
と

が
難
し
い
。

　

丸
玉
・
小
玉
は
径
が
８
㎜
以
上
の
も
の
を
丸
玉
、
そ
れ
以
下
の
も
の
を
小
玉

と
す
る
。
先
述
の
分
類
を
参
考
に
す
る
と
、
丸
玉
に
つ
い
て
は
、
断
面
形
状
か

ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
９
・
10
）
、
側
面
が
丸
み
を
も
た
ず
直
線
的
で
断
面

が
方
形
に
近
い
形
状
（
17
）
、
側
面
は
丸
味
を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
な
面
を
も

つ
形
状
（
11
～
16
）
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　

対
象
が
小
さ
い
た
め
不
明
と
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
確
認
で
き
た
限
り
で
は

穿
孔
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
。
両
端
部
の
径
が
大
き
な
も
の
（
９
・
11
～
15
）
と

両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な
も
の
（
10
・
16
）
が
あ
る
の
は

勾
玉
と
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
10
の
よ
う
に
整
形
段
階
の
稜
線
が
残
る
も
の
、

15
の
よ
う
に
自
然
面
や
剝
離
痕
が
残
る
も
の
も
あ
る
が
、
他
は
ほ
ぼ
平
滑
に
な

る
ま
で
研
磨
さ
れ
光
沢
を
帯
び
て
い
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
11
）
、
青
白
色
（
９
・

10
・
12
～
17
）
が
あ
る
。

　

小
玉
は
26
の
よ
う
に
い
び
つ
な
形
状
の
も
の
も
あ
る
が
、
概
ね
側
面
は
丸
味

を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
に
整
形
さ
れ
る
。
確
認
で
き
た
限
り
で
は
穿
孔
は
両
面

穿
孔
を
行
っ
て
お
り
、
孔
の
断
面
形
状
が
大
き
く
二
種
類
に
分
か
れ
る
の
は
小

玉
も
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
総
じ
て
丁
寧
で
光
沢
を
帯
び
、
色
調
は
青
白
色
で

一
見
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

５　

天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期

　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
う
ち
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
中

期
後
半
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
天
河
石
製
玉
類
は
、
11
遺
跡
か
ら
20
点
出
土
し

て
い
る
（
表
１
）
。

　

最
も
古
い
時
期
の
も
の
は
千
里
遺
跡
第
１
次
調
査
で
出
土
し
た
縄
文
時
代
晩

期
前
半
と
さ
れ
る
丸
玉
だ
が
、
共
伴
遺
物
が
無
く
周
囲
の
遺
構
か
ら
時
期
を
類

推
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
大
木
遺
跡
７
号
土
壙
墓
は
周

囲
の
土
壙
墓
か
ら
出
土
し
た
副
葬
小
壺
か
ら
弥
生
時
代
前
期
と
し
て
問
題
な

く
、
同
様
に
免
遺
跡
第
３
次
Ｂ
４
グ
リ
ッ
ド
第
３
層
は
、
夜
臼
式
土
器
を
中
心

に
板
付
Ⅰ
式
土
器
が
少
量
共
伴
す
る
状
態
で
あ
る
た
め
同
時
期
と
み
て
良
い
だ

ろ
う
。
報
文
中
で
は
混
入
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
宿
遺
跡
第
５

次
１
１
２
号
甕
棺
覆
土
上
層
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
棺
内
出
土
で
は
な
い
と

は
い
え
甕
棺
と
大
差
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
弥
生

時
代
早
・
前
期
に
は
少
な
く
と
も
天
河
石
製
玉
類
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
間
違
い
な
い
。

　

次
に
、
安
徳
台
遺
跡
群
18
号
住
居
跡
は
図
示
さ
れ
た
土
器
は
す
べ
て
弥
生
時

代
中
期
後
半
の
も
の
で
あ
り
、
混
入
も
考
え
に
く
い
状
態
で
あ
る
。
有
田
遺
跡

第
36
次
出
土
勾
玉
は
２
号
甕
棺
墓
の
墓
壙
上
層
か
ら
出
土
し
た
た
め
混
入
の
可

能
性
も
あ
る
が
、
周
囲
の
遺
構
は
古
墳
時
代
前
期
や
中
世
で
あ
る
た
め
甕
棺
と

同
じ
時
期
の
弥
生
時
代
中
期
後
半
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
元
岡
・
桑
原
遺
跡
群

第
42
次
出
土
丸
玉
は
ほ
ぼ
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
限
定
さ
れ
る
土
器
群
９
の
中

か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
同
時
期
と
み
て
良
い
。
下
限
に
つ
い
て

は
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
に
限
っ
て
言
え
ば
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期
は
弥
生
時
代
早
・
前
期
か
ら
中
期
後

半
ま
で
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
で
の
天
河
石
製

玉
類
の
出
土
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も

わ
ず
か
に
残
る
と
い
う
先
述
の
指
摘
事
項
と
整
合
す
る
。
弥
生
時
代
に
関
し
て

は
、
福
岡
県
内
の
出
土
状
況
は
朝
鮮
半
島
の
動
向
を
素
直
に
反
映
し
た
も
の
と

い
え
る
。

　

一
方
、
今
回
注
目
し
た
い
の
は
古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製

玉
類
12
遺
跡
12
点
で
あ
る
。
溝
や
住
居
跡
覆
土
か
ら
出
土
し
た
の
で
あ
れ
ば
混

入
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
が
、
古
墳
の
横
穴
式
石
室
か
ら
出
土
し
た
例
が

６
遺
跡
６
点
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
対
し
て
混
入
の
可
能
性
を
想
定
す
る
の

は
現
実
的
で
は
な
い
。
古
墳
時
代
後
期
か
ら
終
末
期
に
か
け
て
天
河
石
製
玉
類

が
流
通
し
、
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
よ
り
他
に
な
い
。

　

古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
12
点
は
、
丸
玉
６
点
、
小

玉
６
点
で
あ
る
。
形
態
的
特
徴
に
乏
し
い
丸
玉
や
小
玉
で
あ
る
た
め
積
極
的
根

拠
に
欠
け
る
が
、
全
体
の
形
状
や
穿
孔
技
法
は
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時
代
の
天
河

石
製
丸
玉
・
小
玉
と
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
で
は

三
国
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
製
作
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
後
述
の
例
外
を
除
い
て
使
用
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
日
本
列
島

で
も
古
墳
時
代
に
天
河
石
製
玉
類
を
製
作
し
た
痕
跡
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
従
っ
て
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
を
７
０
０
年
以
上
遡
る
頃
に

朝
鮮
半
島
や
そ
の
近
接
地
で
製
作
さ
れ
た
天
河
石
製
玉
類
が
、
長
い
期
間
が
経

過
し
た
の
ち
に
日
本
列
島
の
古
墳
時
代
で
使
用
さ
れ
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。

　

天
河
石
製
玉
類
が
出
土
し
た
６
遺
跡
は
、
ど
れ
も
後
期
か
ら
終
末
期
の
群
集

墳
中
に
あ
る
小
規
模
円
墳
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
帰
属
す
る
古
墳
群
中

で
、
階
層
的
に
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
古
墳
で
は
な
い
。
外
来
系
遺

物
の
共
伴
も
ガ
ラ
ス
製
玉
類
を
除
け
ば
他
に
な
く
、
被
葬
者
に
外
来
的
要
素
を

見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
従
っ
て
、
天
河
石
製
玉
類
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
で

階
層
的
優
位
性
や
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
を
示
す
根
拠
と
見
做
す
こ
と
は
不
適
切

で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
で
は
一
部
の
人
に
し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
が

(

14)

、
古
墳
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
に

特
別
扱
い
さ
れ
る
よ
う
な
稀
少
品
と
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

６　

伝
世
と
再
利
用

　

古
墳
時
代
の
玉
類
に
見
ら
れ
る
伝
世
あ
る
い
は
再
利
用
に
つ
い
て
い
ち
早
く

指
摘
し
た
の
は
、
築
上
郡
上
毛
町
百
留
横
穴
墓
群
出
土
玉
類
の
整
理
・
検
討
を

行
い
報
告
し
た
大
賀
克
彦
で
あ
る

(

15)

。
そ
の
後
、
近
年
特
に
玉
類
の
伝
世
に
関
す

る
報
告
が
相
次
い
で
お
り
、
特
殊
な
事
例
と
は
呼
べ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

「
伝
世
」
と
い
う
用
語
は
、
大
切
に
扱
わ
れ
長
期
に
わ
た
っ
て
途
切
れ
る
こ
と

な
く
意
図
的
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
意
味
合
い
を
含
む
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為

や
意
図
が
延
々
数
百
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
で

は
な
い
。
「
い
っ
た
ん
遺
棄
も
し
く
は
廃
棄
さ
れ
」
た
対
象
が
、
「
二
次
的
に
回

収
・
使
用
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
「
伝
世
」
で
は
な
い
別
の
概
念

を
用
い
て
呼
称
し
た
方
が
、
当
時
の
社
会
背
景
を
検
討
し
理
解
す
る
上
で
よ
り

適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
製
作
か
ら
使
用
ま
で
が
長
期
に
わ

た
っ
て
極
端
に
離
れ
て
お
り
、
二
次
的
な
使
用
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
の
よ

う
な
場
合
に
対
し
て
は
、
「
再
利
用
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
概
念
上
区
別
す

る
こ
と
と
す
る
。

　

現
在
ま
で
に
伝
世
・
再
利
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
玉
類
に
は
、
縄
文
時
代
後
・

晩
期
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ヒ
ス
イ
製
丸
玉
や
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
、
弥

生
時
代
中
期
に
盛
行
す
る
女
代
南
Ｂ
群
碧
玉
製
管
玉
、
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳

時
代
前
期
前
半
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
花
仙
山
産
碧
玉
製
管
玉
が
あ
る
。
こ

れ
ら
に
今
回
の
天
河
石
製
玉
類
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
玉
類
は
製
作
時
期
や
場
所
が
異
な
る
が
、
伝
世
・
再
利
用
さ
れ

た
時
期
が
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
集
中
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
。

す
な
わ
ち
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
、
極
端
に
古
い
時
期
の
玉
類
が
二
次

的
に
回
収
さ
れ
、
流
通
し
、
装
飾
品
や
副
葬
品
に
供
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
伝
世
・
再
利
用
は
そ
れ
ほ
ど
特
異
な
例
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
伝
世
・
再
利
用
玉
類
が
稀
少
価
値
と
し
て
の
特
別
な
意
味
合
い
を

有
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
各
玉
類
が
天
河
石
製
玉
類
と
同

じ
よ
う
に
中
小
規
模
の
群
集
墳
や
横
穴
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解

さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
群
集
墳
の
爆
発
的
増
加
に
象
徴
さ
れ
る
需
要
の
拡
大
や
、

流
通
機
構
の
変
化
に
伴
う
玉
類
不
足
に
対
す
る
代
替
品
と
し
て
の
使
用
を
考
え

 
 

 （図３ 福岡県内出土天河石製玉類１（S=1/1） 
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は
じ
め
に

　

天
河
石
（
て
ん
が
せ
き
・
ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
）
は
微
斜
長
石
（K

A
l
S
3O

8

）
の

変
種
で
青
緑
色
の
単
結
晶
鉱
物
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ウ
ラ

ル
、
イ
ン
ド
で
産
出
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
国
内
で
は
過
去
に
採

掘
、
加
工
さ
れ
、
宝
石
と
し
て
一
般
に
流
通
し
た
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
国
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
は
す
べ
て
外
来
系
遺
物

で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

１　

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

　

朝
鮮
半
島
の
考
古
学
に
関
す
る
研
究
成
果
で
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
出
土
は

青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も
わ
ず
か
に
残
る

と
さ
れ
る
。
中
で
も
青
銅
器
時
代
に
お
い
て
は
、
天
河
石
製
玉
類
と
碧
玉
製
管

玉
が
時
代
を
特
徴
づ
け
る
玉
で
あ
り
、
さ
ら
に
天
河
石
製
の
玉
は
一
部
の
人
に

し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(

２)

。
分
布
域
は

遼
東
地
域
か
ら
朝
鮮
半
島
北
部
・
北
部
に
近
い
嶺
東
地
域
、
南
部
の
一
帯
に
ま

で
及
ぶ

(

３)

。
天
河
石
で
製
作
さ
れ
る
玉
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
管
玉
が
製
作
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
天
河
石
の
粒
子
が
塊
状
で
細
長

い
形
態
の
管
玉
を
つ
く
る
素
材
と
し
て
適
切
で
は
な
い
こ
と
が
そ
の
理
由
と
さ

れ
る

(

４)

。

　

朝
鮮
半
島
内
で
の
天
河
石
原
石
の
原
産
地
は
、
咸
鏡
南
道
端
川
や
忠
清
南
道

丹
陽
ソ
ウ
ル
冠
岳
山
付
近
で
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
玉
作
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
山
清
郡
黙
谷
里
遺
跡
や
晋
州
大
坪
遺

跡
と
い
っ
た
慶
尚
南
道
南
江
流
域
の
遺
跡
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　

日
本
列
島
出
土
勾
玉
を
対
象
に
し
た
森
貞
次
郎
の
型
式
分
類

(

５)

に
基
づ
き
、
朝

鮮
半
島
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
の
検
討
を
行
っ
た
西
谷
正

(

６)

や
大
坪
志
子

(

７)

の
検
討
を

参
照
す
る
と
、
天
河
石
製
勾
玉
は
獣
形
、
原
始
形
、
半
月
形
、
Ｃ
字
形
、
不
定

形
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
方
で
、
弥
生
時
代
中
期
以
降
に
日
本
列
島

で
広
く
普
及
す
る
定
形
勾
玉
や
丁
字
頭
勾
玉
は
、
天
河
石
製
勾
玉
に
は
見
ら
れ

な
い
こ
と
も
暗
に
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
幅
が
青

銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
を
中
心
と
す
る
と
い
う
庄
田
の
指
摘
、
お
よ
び

朝
鮮
半
島
で
勾
玉
が
定
形
化
す
る
の
は
原
三
国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と

す
る
西
谷
の
指
摘
と
も
符
合
す
る
。

　

丸
玉
の
型
式
分
類
に
つ
い
て
は
、
断
面
の
形
状
か
ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
円

盤
玉
）
、
扁
平
な
楕
円
形
（
球
玉
）
、
扁
平
な
板
状
（
円
板
玉
）
の
三
種
類
に
区

分
し
た
高
旻
廷
の
検
討
が
参
考
に
な
る

(

８)

。

２　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

　

日
本
国
内
で
は
、
九
州
北
部
の
玄
界
灘
沿
岸
域
を
中
心
に
天
河
石
製
玉
類
の

出
土
例
が
あ
る
こ
と
が
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
国
内
で
は
天
河
石
を
玉
の

素
材
と
し
て
使
用
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時

代
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
た
る
弥
生
時
代
早
・
前
期
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
天
河
石
は
弥
生
時
代
開
始
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
確
実
に
搬
入
さ
れ

た
渡
来
遺
物
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
宗
像
市
光
岡
辻
ノ
園
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
そ
の
代
表
例
の
一
つ
と
し
て
こ
れ
ま
で
取
り
扱
わ

れ
て
き
た

(

９)

。

 

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
整
理
・
報
告
書
作
成
段
階
で
自

然
科
学
的
調
査
が
行
わ
れ
、
比
重
測
定
の
数
値
や
電
子
顕
微
鏡
に
付
属
す
る
分

析
装
置
（
Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
）
に
よ
る
材
質
分
析
で
、
珪
素
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
が
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
結
果
か
ら
天
河
石
製
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
あ
ら
た
め
て
実
見
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
天
河
石
製
と
す
る
の
に

大
き
な
違
和
感
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
そ
の
色
調
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
の
遺
跡
か

ら
出
土
す
る
天
河
石
製
玉
類
は
濃
い
青
色
や
水
色
が
通
例
で
、
明
る
く
鮮
や
か

な
色
調
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
例
は
く
す
ん
だ
緑
灰
色
を
基
調
と
し
て
灰

白
色
や
黒
色
が
斑
状
に
混
在
し
て
お
り
、
一
般
的
な
天
河
石
製
玉
類
の
色
調
と

は
大
き
く
異
な
る
印
象
を
受
け
た
。
も
う
一
つ
は
そ
の
形
状
で
あ
る
。
朝
鮮
半

島
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
分
類
に
つ
い
て
は
先
述
の
と
お
り
だ
が
、
本
例
は
勾

玉
と
形
容
す
る
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
ほ
ど
の
独
特
な
形
状
で
あ
る
。
加
え
て
、

擦
過
に
よ
る
複
数
の
線
刻
が
施
文
さ
れ
て
い
る
点
は
、
少
な
く
と
も
他
の
天
河

石
製
勾
玉
に
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
新
た
な
手
法
も
加

え
、
再
度
自
然
科
学
的
調
査
を
実
施
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

調
査
は
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
機
器
類
を
用
い
、
比
重
測
定
、
蛍

光
Ｘ
線
分
析
、
Ｘ
線
回
折
分
析
な
ど
を
行
っ
た
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
は
、
試
料
に

Ｘ
線
を
照
射
し
、
試
料
に
含
ま
れ
る
元
素
か
ら
生
じ
る
各
元
素
に
特
有
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
値
を
持
つ
二
次
Ｘ
線
＝
蛍
光
Ｘ
線
を
検
出
器
で
捉
え
、
そ
の
元
素
の
種

類
や
量
を
調
べ
る
分
析
法
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
は
、
試
料
に
Ｘ
線
を
照
射

す
る
こ
と
で
、
試
料
を
構
成
す
る
結
晶
か
ら
得
ら
れ
る
回
折
Ｘ
線
を
検
出
器
で

捉
え
、
ピ
ー
ク
と
し
て
表
す
も
の
で
あ
る
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
が
含
有
元
素
の
同

定
を
行
う
の
に
対
し
、
Ｘ
線
回
折
分
析
は
結
晶
の
種
類
や
状
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
ピ
ー
ク
の
同
定
は
既
知
試
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合
す
る
こ
と
で

行
う
。
各
装
置
と
分
析
条
件
等
は
次
の
と
お
り
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
微
少
部
用
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置
（A

M
E
T
E
K

・E
D
A
X
 

　

O
r
b
i
s

）：
対
陰
極
：
ロ
ジ
ウ
ム(

Rh)

／
検
出
器
：
シ
リ
コ
ン
ド
リ
フ
ト
検

　

出
器
／
印
加
電
圧
：
30
㎸
・
電
流
値
：
１
０
０
０
㎂
／
測
定
雰
囲
気
：
真
空

／
測
定
範
囲
０
・
３
㎜
φ
／
測
定
時
間
１
８
０
秒

・
Ｘ
線
回
折
分
析
装
置
（B

r
u
k
e
r
-
A
X
S

・D
8
-
D
I
S
C
O
V
E
R

）：
対
陰
極
：
銅(

Cu)

／
検
出
器
：
リ
ア
ル
タ
イ
ム
二
次
元
検
出
器
／
印
加
電
圧
：
40
㎸
・
電
流
値
：

40
㎂
／
測
定
角
度
13
～
77°
／
測
定
範
囲
０
・
５
㎜
φ
／
測
定
時
間
９
０
０
秒

　

ま
ず
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
、
検
出
強
度
の
強
い
元
素
順
に
、
ケ
イ
素(

Si)

、

カ
リ
ウ
ム

(

Ｋ)

、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム(

Al)

、
鉄(

Fe)

、
チ
タ
ン(

Ti)

、
ク
ロ
ム

(

Cr)

が
認
め
ら
れ
た
。
確
か
に
カ
リ
ウ
ム
の
検
出
は
天
河
石
の
特
徴
の
一
つ
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
上
、
天
河
石
の
場
合
、
カ
リ
ウ
ム
と
ル
ビ
ジ
ウ

ム(

Rb)

以
外
、
同
定
が
で
き
な
い
ピ
ー
ク
が
乱
立
す
る
分
析
結
果
の
特
徴
が
あ

る
。
し
か
し
、
本
資
料
で
は
、
鉄
や
ク
ロ
ム
な
ど
が
明
確
に
元
素
と
し
て
同
定

で
き
、
ル
ビ
ジ
ウ
ム
の
ピ
ー
ク
は
微
弱
で
あ
る
。
何
よ
り
、
ク
ロ
ム
の
検
出
は

ク
ロ
ム
白
雲
母
と
い
う
結
果
に
帰
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
で
も

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、Muscovite

（
白
雲
母
）
の
デ
ー
タ
に
一
致
す
る
ピ

ー
ク
が
得
ら
れ
て
い
る
。
比
重
は
今
回
測
定
で
は
２
・
68
で
、
前
回
の
２
・
７

と
近
似
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ク
ロ
ム
白
雲
母
は
２
・
８
を
超
え
る
数
値

を
示
す
も
の
が
多
く
、
そ
れ
に
対
し
て
天
河
石
は
２
・
５
前
後
と
低
い
数
値
と

な
る
。
２
・
68
と
い
う
結
果
は
、
両
者
の
中
間
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

の
判
断
は
難
し
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
日
的
な
観
点
に
基
づ
く
再
調
査
の
結
果
、
光
岡
辻
ノ

園
遺
跡
出
土
勾
玉
は
、
天
河
石
製
で
は
な
く
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
例
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
す

る
。

　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
の
勾
玉
は
、
長
さ
１
・
35
ｍ
、
幅
０
・
３
ｍ
、
深
さ
５
㎝

程
の
小
規
模
な
溝
状
遺
構

SD2
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴

遺
物
が
皆
無
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
調
査
区
内
に
は

他
に
弥
生
時
代
中
期
末
～

後
期
初
頭
や
後
期
終
末
の

竪
穴
住
居
跡
等
が
分
布
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
ク
ロ
ム

白
雲
母
製
勾
玉
と
直
接
関

連
し
そ
う
な
時
期
の
遺
構

で
は
な
い
。
従
っ
て
、
本

例
に
つ
い
て
は
共
伴
遺
物

に
よ
る
時
期
比
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

形
状
に
関
し
て
は
、
全
長
３
・
４
㎝
、
幅
２
・
１
㎝
、
厚
さ
０
・
６
㎝
を
計

測
し
、
丸
み
の
な
い
扁
平
な
板
状
を
呈
し
て
い
る
。
尾
部
と
腹
部
の
境
に
は
明

瞭
な
屈
曲
が
あ
り
、
全
体
的
な
形
状
は
腹
部
に
突
起
の
あ
る
獣
形
勾
玉
に
近
い

と
い
え
る
。
中
央
に
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
直
径
０
・
４
～
０
・
７
㎝
の
円
孔
が

一
つ
あ
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
る
が
自
然
面
を
残
し
、
光
沢
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

頭
部
や
腹
部
の
下
端
に
は
主
軸
と
併
行
す
る
方
向
に
短
い
線
刻
が
各
三
条
加
え

ら
れ
る
。
側
面
に
は
主
軸
と
直
交
す
る
方
向
に
線
刻
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
頭

部
側
に
二
条
、
腹
部
に
二
条
、
尾
部
に
三
条
が
確
認
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
は
縄
文
時
代
後
期
後
葉

か
ら
晩
期
前
葉
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り

(

10)

、
そ
れ
に
従
え
ば

本
例
も
こ
の
時
期
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
形

態
的
特
徴
に
関
し
て
は
従
来
ど
お
り
獣
形
勾
玉
に
区

分
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
管
見
の
範
囲
内
に

限
れ
ば
、
石
材
は
異
な
る
が
宮
崎
県
学
頭
遺
跡
の
獣

形
勾
玉
（
縄
文
時
代
後
期
後
葉
・
硬
玉
製
）
は
全
体

的
な
形
状
や
複
数
の
線
刻
を
有
す
る
点
で
卑
近
な
例

と
し
て
参
考
に
な
る

(

11)

。
光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

に
つ
い
て
は
、
縄
文
時
代
後
期
後
葉
か
ら
晩
期
前
葉

に
製
作
さ
れ
た
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
獣
形
勾
玉
と
位
置

付
け
る
こ
と
と
し
た
い
。

３　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類

　

今
回
の
市
史
編
纂
に
際
し
て
宗
像
市
内
か
ら
出
土
し
た
玉
類
を
実
見
し
た
と

こ
ろ
、
後
期
古
墳
で
あ
る
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品
の
中
に
天
河
石
製
と
思
わ
れ

る
玉
類
を
１
点
確
認
し
た

(

12)

（
図
４-

31
）
。
天
河
石
製
玉
類
に
つ
い
て
は
先
述
の

と
お
り
、
朝
鮮
半
島
で
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
盛
行
し
、
日
本

列
島
で
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
弥
生
時
代
早
・
前
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
理
解
に
従
え
ば
、
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品

は
、
古
墳
の
時
期
と
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
と
が
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
こ
と

と
な
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
混
入
も
し
く
は
特
異
な
事
例
と
し
て
処
理
さ
れ
そ

う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
同
じ
よ
う
に
玉
類
の
製
作
時
期
と
出
土
遺
構
の
時
期

と
が
大
き
く
隔
た
る
事
例
が
複
数
報
告
さ
れ
、
関
心
を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で

本
例
を
契
機
と
し
て
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
報

告
事
例
と
、
肉
眼
観
察
に
よ
っ
て
天
河
石
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
事
例

に
つ
い
て
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
て
自
然
科
学
的
調
査
を
行
い
石

材
の
判
別
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
天
河
石
製
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
玉
類

が
表
１
、
図
３
・
４
な
ら
び
に
写
真
で
あ
る
。

　

調
査
の
手
法
は
前
章
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
結
果
の
判
別
も
前
の
記
述

に
一
部
重
複
す
る
が
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
ケ
イ
素
の
他
、
カ
リ
ウ
ム
、
ル
ビ
ジ

ウ
ム
の
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
、
他
、
５
～
12
keV
付
近
に
同
定
不
能
の
ピ
ー
ク

が
乱
立
す
る
。
今
回
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
資
料
を
分
析
し
た
結
果
、
細
か
く
結

果
を
見
る
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
検
出
量
や
、
同
定
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
箇
所
に
つ

い
て
の
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
関
し
て

は
同
一
資
料
の
分
析
箇
所
に
よ
る
違
い
で
あ
り
、
ま
た
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
は
、

そ
も
そ
も
検
出
原
因
の
解
明
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
分
析
に
よ
る
天
河
石
の
細
分

化
は
現
状
で
は
難
し
い
。
ま
た
、
Ｘ
線
回
折
分
析
で
は
、
普
通
に
分
析
を
行
っ

て
も
単
結
晶
の
た
め
、
同
定
に
必
要
な
ピ
ー
ク
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
。
回
転

揺
動
な
ど
に
よ
っ
て
検
出
ピ
ー
ク
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
微
斜
長
石
で

あ
るMicrocline

の
結
晶
デ
ー
タ
と
は
完
全
に
一
致
せ
ず
、
こ
の
分
析
方
法
で
の

明
確
な
同
定
は
困
難
で
あ
る
。
天
河
石
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
や
Ｘ
線
回
折
を
用
い

た
分
析
に
よ
る
同
定
に
は
、
ま
だ
課
題
が
多
く
、
比
重
測
定
、
色
調
な
ど
の
結

果
も
合
わ
せ
た
総
合
的
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
ま
で
に
科
学
的
調
査
を
行
っ
た
福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
は
、
21

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
合
計
33
点
で
あ
る
。
種
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
あ

り
、
勾
玉
は
折
損
品
・
再
加
工
品
も
含
め
て
８
点
、
丸
玉
・
小
玉
は
25
点
を
数

え
る
。

４　

天
河
石
製
玉
類
の
形
態
的
特
徴

　

先
述
の
分
類
に
基
づ
く
と
、
勾
玉
は
原
始
形
勾
玉
１
点
（
１
）、
半
月
形
勾
玉

２
点
（
２
・
３
）、
Ｃ
字
形
勾
玉
２
点
（
４
・
５
）、
不
定
形
勾
玉
１
点
（
６
）
に

区
分
さ
れ
る
。
１
は
頭
部
と
尾
部
の
境
が
不
明
瞭
だ
が
、
一
側
縁
が
湾
曲
し
た

形
状
で
原
始
形
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
２
は
均
整
の
と
れ
た
半
月
形
で
あ
る
。

３
は
背
部
に
円
孔
状
の
抉
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
再
加
工
品
と
認
識
さ
れ
る
。
現

状
で
は
半
月
形
に
近
い
。
４
は
腹
部
の
抉
り
が
浅
く
、
体
部
は
丸
味
の
少
な
い

扁
平
に
近
い
形
状
で
あ
る
。
頭
部
と
尾
部
の
大
き
さ
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
５
は
腹
部
の
抉
り
が
深
く
、
頭
部
と
尾
部
の
形
状
も
意
図
的
に

差
異
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
頭
部
は
大
き
く
尾
部
は
尖
り
気
味
に
整
形
さ
れ
る
。

体
部
に
丸
み
が
な
く
扁
平
な
の
は
４
と
同
様
で
あ
る
。
６
は
分
類
上
不
定
形
勾

玉
に
区
分
さ
れ
る
が
、
丸
み
が
あ
り
均
整
の
と
れ
た
形
状
で
あ
る
。
７
は
折
損

後
に
端
部
を
研
磨
し
た
再
加
工
品
だ
が
、
本
来
は
尾
部
が
細
長
く
尖
っ
た
形
状

の
勾
玉
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
８
は
頭
部
を
欠
損
す
る
が
、
尾
部
が
長
く

尖
っ
た
形
状
の
勾
玉
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
出
土
勾
玉
の
既
存
の
分
類
に
当
て

は
め
て
も
違
和
感
は
な
い
。
穿
孔
は
す
べ
て
両
面
穿
孔
に
よ
る
も
の
で
、
使
用

さ
れ
た
穿
孔
具
の
形
状
に
起
因
し
て
、
両
端
部
の
径
が
大
き
く
孔
径
が
小
さ
な

も
の
（
１
・
２
・
４
～
６
）
と
、
両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な

も
の
（
３
・
７
）
と
が
あ
る
。
両
面
穿
孔
で
あ
る
こ
と
は
生
産
遺
跡
で
あ
る
晋

州
大
坪
遺
跡
の
未
成
品
分
析
結
果
と
も
共
通
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
破
損

の
リ
ス
ク
を
極
力
抑
え
る
工
夫
と
す
る
見
解
が
あ
る

(

13)

。
表
面
の
研
磨
は
ど
れ
も

丁
寧
に
行
わ
れ
て
お
り
総
じ
て
光
沢
を
帯
び
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
３
・
６
・

８
）
、
青
白
色
（
２
・
７
）
、
青
白
色
に
半
透
明
部
分
が
斑
状
に
含
有
（
１
・
５
）
、

青
み
の
な
い
灰
色
（
４
）
が
あ
る
。
４
は
肉
眼
で
は
天
河
石
と
認
識
す
る
こ
と

が
難
し
い
。

　

丸
玉
・
小
玉
は
径
が
８
㎜
以
上
の
も
の
を
丸
玉
、
そ
れ
以
下
の
も
の
を
小
玉

と
す
る
。
先
述
の
分
類
を
参
考
に
す
る
と
、
丸
玉
に
つ
い
て
は
、
断
面
形
状
か

ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
９
・
10
）
、
側
面
が
丸
み
を
も
た
ず
直
線
的
で
断
面

が
方
形
に
近
い
形
状
（
17
）
、
側
面
は
丸
味
を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
な
面
を
も

つ
形
状
（
11
～
16
）
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　

対
象
が
小
さ
い
た
め
不
明
と
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
確
認
で
き
た
限
り
で
は

穿
孔
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
。
両
端
部
の
径
が
大
き
な
も
の
（
９
・
11
～
15
）
と

両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な
も
の
（
10
・
16
）
が
あ
る
の
は

勾
玉
と
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
10
の
よ
う
に
整
形
段
階
の
稜
線
が
残
る
も
の
、

15
の
よ
う
に
自
然
面
や
剝
離
痕
が
残
る
も
の
も
あ
る
が
、
他
は
ほ
ぼ
平
滑
に
な

る
ま
で
研
磨
さ
れ
光
沢
を
帯
び
て
い
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
11
）
、
青
白
色
（
９
・

10
・
12
～
17
）
が
あ
る
。

　

小
玉
は
26
の
よ
う
に
い
び
つ
な
形
状
の
も
の
も
あ
る
が
、
概
ね
側
面
は
丸
味

を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
に
整
形
さ
れ
る
。
確
認
で
き
た
限
り
で
は
穿
孔
は
両
面

穿
孔
を
行
っ
て
お
り
、
孔
の
断
面
形
状
が
大
き
く
二
種
類
に
分
か
れ
る
の
は
小

玉
も
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
総
じ
て
丁
寧
で
光
沢
を
帯
び
、
色
調
は
青
白
色
で

一
見
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

５　

天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期

　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
う
ち
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
中

期
後
半
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
天
河
石
製
玉
類
は
、
11
遺
跡
か
ら
20
点
出
土
し

て
い
る
（
表
１
）
。

　

最
も
古
い
時
期
の
も
の
は
千
里
遺
跡
第
１
次
調
査
で
出
土
し
た
縄
文
時
代
晩

期
前
半
と
さ
れ
る
丸
玉
だ
が
、
共
伴
遺
物
が
無
く
周
囲
の
遺
構
か
ら
時
期
を
類

推
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
大
木
遺
跡
７
号
土
壙
墓
は
周

囲
の
土
壙
墓
か
ら
出
土
し
た
副
葬
小
壺
か
ら
弥
生
時
代
前
期
と
し
て
問
題
な

く
、
同
様
に
免
遺
跡
第
３
次
Ｂ
４
グ
リ
ッ
ド
第
３
層
は
、
夜
臼
式
土
器
を
中
心

に
板
付
Ⅰ
式
土
器
が
少
量
共
伴
す
る
状
態
で
あ
る
た
め
同
時
期
と
み
て
良
い
だ

ろ
う
。
報
文
中
で
は
混
入
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
宿
遺
跡
第
５

次
１
１
２
号
甕
棺
覆
土
上
層
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
棺
内
出
土
で
は
な
い
と

は
い
え
甕
棺
と
大
差
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
弥
生

時
代
早
・
前
期
に
は
少
な
く
と
も
天
河
石
製
玉
類
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
間
違
い
な
い
。

　

次
に
、
安
徳
台
遺
跡
群
18
号
住
居
跡
は
図
示
さ
れ
た
土
器
は
す
べ
て
弥
生
時

代
中
期
後
半
の
も
の
で
あ
り
、
混
入
も
考
え
に
く
い
状
態
で
あ
る
。
有
田
遺
跡

第
36
次
出
土
勾
玉
は
２
号
甕
棺
墓
の
墓
壙
上
層
か
ら
出
土
し
た
た
め
混
入
の
可

能
性
も
あ
る
が
、
周
囲
の
遺
構
は
古
墳
時
代
前
期
や
中
世
で
あ
る
た
め
甕
棺
と

同
じ
時
期
の
弥
生
時
代
中
期
後
半
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
元
岡
・
桑
原
遺
跡
群

第
42
次
出
土
丸
玉
は
ほ
ぼ
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
限
定
さ
れ
る
土
器
群
９
の
中

か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
同
時
期
と
み
て
良
い
。
下
限
に
つ
い
て

は
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
に
限
っ
て
言
え
ば
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期
は
弥
生
時
代
早
・
前
期
か
ら
中
期
後

半
ま
で
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
で
の
天
河
石
製

玉
類
の
出
土
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も

わ
ず
か
に
残
る
と
い
う
先
述
の
指
摘
事
項
と
整
合
す
る
。
弥
生
時
代
に
関
し
て

は
、
福
岡
県
内
の
出
土
状
況
は
朝
鮮
半
島
の
動
向
を
素
直
に
反
映
し
た
も
の
と

い
え
る
。

　

一
方
、
今
回
注
目
し
た
い
の
は
古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製

玉
類
12
遺
跡
12
点
で
あ
る
。
溝
や
住
居
跡
覆
土
か
ら
出
土
し
た
の
で
あ
れ
ば
混

入
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
が
、
古
墳
の
横
穴
式
石
室
か
ら
出
土
し
た
例
が

６
遺
跡
６
点
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
対
し
て
混
入
の
可
能
性
を
想
定
す
る
の

は
現
実
的
で
は
な
い
。
古
墳
時
代
後
期
か
ら
終
末
期
に
か
け
て
天
河
石
製
玉
類

が
流
通
し
、
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
よ
り
他
に
な
い
。

　

古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
12
点
は
、
丸
玉
６
点
、
小

玉
６
点
で
あ
る
。
形
態
的
特
徴
に
乏
し
い
丸
玉
や
小
玉
で
あ
る
た
め
積
極
的
根

拠
に
欠
け
る
が
、
全
体
の
形
状
や
穿
孔
技
法
は
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時
代
の
天
河

石
製
丸
玉
・
小
玉
と
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
で
は

三
国
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
製
作
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
後
述
の
例
外
を
除
い
て
使
用
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
日
本
列
島

で
も
古
墳
時
代
に
天
河
石
製
玉
類
を
製
作
し
た
痕
跡
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
従
っ
て
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
を
７
０
０
年
以
上
遡
る
頃
に

朝
鮮
半
島
や
そ
の
近
接
地
で
製
作
さ
れ
た
天
河
石
製
玉
類
が
、
長
い
期
間
が
経

過
し
た
の
ち
に
日
本
列
島
の
古
墳
時
代
で
使
用
さ
れ
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。

　

天
河
石
製
玉
類
が
出
土
し
た
６
遺
跡
は
、
ど
れ
も
後
期
か
ら
終
末
期
の
群
集

墳
中
に
あ
る
小
規
模
円
墳
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
帰
属
す
る
古
墳
群
中

で
、
階
層
的
に
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
古
墳
で
は
な
い
。
外
来
系
遺

物
の
共
伴
も
ガ
ラ
ス
製
玉
類
を
除
け
ば
他
に
な
く
、
被
葬
者
に
外
来
的
要
素
を

見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
従
っ
て
、
天
河
石
製
玉
類
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
で

階
層
的
優
位
性
や
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
を
示
す
根
拠
と
見
做
す
こ
と
は
不
適
切

で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
で
は
一
部
の
人
に
し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
が

(

14)

、
古
墳
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
に

特
別
扱
い
さ
れ
る
よ
う
な
稀
少
品
と
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

６　

伝
世
と
再
利
用

　

古
墳
時
代
の
玉
類
に
見
ら
れ
る
伝
世
あ
る
い
は
再
利
用
に
つ
い
て
い
ち
早
く

指
摘
し
た
の
は
、
築
上
郡
上
毛
町
百
留
横
穴
墓
群
出
土
玉
類
の
整
理
・
検
討
を

行
い
報
告
し
た
大
賀
克
彦
で
あ
る

(

15)

。
そ
の
後
、
近
年
特
に
玉
類
の
伝
世
に
関
す

る
報
告
が
相
次
い
で
お
り
、
特
殊
な
事
例
と
は
呼
べ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

「
伝
世
」
と
い
う
用
語
は
、
大
切
に
扱
わ
れ
長
期
に
わ
た
っ
て
途
切
れ
る
こ
と

な
く
意
図
的
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
意
味
合
い
を
含
む
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為

や
意
図
が
延
々
数
百
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
で

は
な
い
。
「
い
っ
た
ん
遺
棄
も
し
く
は
廃
棄
さ
れ
」
た
対
象
が
、
「
二
次
的
に
回

収
・
使
用
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
「
伝
世
」
で
は
な
い
別
の
概
念

を
用
い
て
呼
称
し
た
方
が
、
当
時
の
社
会
背
景
を
検
討
し
理
解
す
る
上
で
よ
り

適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
製
作
か
ら
使
用
ま
で
が
長
期
に
わ

た
っ
て
極
端
に
離
れ
て
お
り
、
二
次
的
な
使
用
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
の
よ

う
な
場
合
に
対
し
て
は
、
「
再
利
用
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
概
念
上
区
別
す

る
こ
と
と
す
る
。

　

現
在
ま
で
に
伝
世
・
再
利
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
玉
類
に
は
、
縄
文
時
代
後
・

晩
期
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ヒ
ス
イ
製
丸
玉
や
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
、
弥

生
時
代
中
期
に
盛
行
す
る
女
代
南
Ｂ
群
碧
玉
製
管
玉
、
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳

時
代
前
期
前
半
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
花
仙
山
産
碧
玉
製
管
玉
が
あ
る
。
こ

れ
ら
に
今
回
の
天
河
石
製
玉
類
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
玉
類
は
製
作
時
期
や
場
所
が
異
な
る
が
、
伝
世
・
再
利
用
さ
れ

た
時
期
が
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
集
中
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
。

す
な
わ
ち
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
、
極
端
に
古
い
時
期
の
玉
類
が
二
次

的
に
回
収
さ
れ
、
流
通
し
、
装
飾
品
や
副
葬
品
に
供
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
伝
世
・
再
利
用
は
そ
れ
ほ
ど
特
異
な
例
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
伝
世
・
再
利
用
玉
類
が
稀
少
価
値
と
し
て
の
特
別
な
意
味
合
い
を

有
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
各
玉
類
が
天
河
石
製
玉
類
と
同

じ
よ
う
に
中
小
規
模
の
群
集
墳
や
横
穴
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解

さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
群
集
墳
の
爆
発
的
増
加
に
象
徴
さ
れ
る
需
要
の
拡
大
や
、

流
通
機
構
の
変
化
に
伴
う
玉
類
不
足
に
対
す
る
代
替
品
と
し
て
の
使
用
を
考
え

 

 図４ 福岡県内出土天河石製玉類２（S=1/1） 
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34

は
じ
め
に

　

天
河
石
（
て
ん
が
せ
き
・
ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
）
は
微
斜
長
石
（K

A
l
S
3O

8

）
の

変
種
で
青
緑
色
の
単
結
晶
鉱
物
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ウ
ラ

ル
、
イ
ン
ド
で
産
出
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
国
内
で
は
過
去
に
採

掘
、
加
工
さ
れ
、
宝
石
と
し
て
一
般
に
流
通
し
た
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
国
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
は
す
べ
て
外
来
系
遺
物

で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

１　

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

　

朝
鮮
半
島
の
考
古
学
に
関
す
る
研
究
成
果
で
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
出
土
は

青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も
わ
ず
か
に
残
る

と
さ
れ
る
。
中
で
も
青
銅
器
時
代
に
お
い
て
は
、
天
河
石
製
玉
類
と
碧
玉
製
管

玉
が
時
代
を
特
徴
づ
け
る
玉
で
あ
り
、
さ
ら
に
天
河
石
製
の
玉
は
一
部
の
人
に

し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(

２)

。
分
布
域
は

遼
東
地
域
か
ら
朝
鮮
半
島
北
部
・
北
部
に
近
い
嶺
東
地
域
、
南
部
の
一
帯
に
ま

で
及
ぶ

(
３)

。
天
河
石
で
製
作
さ
れ
る
玉
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
管
玉
が
製
作
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
天
河
石
の
粒
子
が
塊
状
で
細
長

い
形
態
の
管
玉
を
つ
く
る
素
材
と
し
て
適
切
で
は
な
い
こ
と
が
そ
の
理
由
と
さ

れ
る

(

４)

。

　

朝
鮮
半
島
内
で
の
天
河
石
原
石
の
原
産
地
は
、
咸
鏡
南
道
端
川
や
忠
清
南
道

丹
陽
ソ
ウ
ル
冠
岳
山
付
近
で
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
玉
作
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
山
清
郡
黙
谷
里
遺
跡
や
晋
州
大
坪
遺

跡
と
い
っ
た
慶
尚
南
道
南
江
流
域
の
遺
跡
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　

日
本
列
島
出
土
勾
玉
を
対
象
に
し
た
森
貞
次
郎
の
型
式
分
類

(

５)

に
基
づ
き
、
朝

鮮
半
島
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
の
検
討
を
行
っ
た
西
谷
正

(

６)

や
大
坪
志
子

(

７)

の
検
討
を

参
照
す
る
と
、
天
河
石
製
勾
玉
は
獣
形
、
原
始
形
、
半
月
形
、
Ｃ
字
形
、
不
定

形
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
方
で
、
弥
生
時
代
中
期
以
降
に
日
本
列
島

で
広
く
普
及
す
る
定
形
勾
玉
や
丁
字
頭
勾
玉
は
、
天
河
石
製
勾
玉
に
は
見
ら
れ

な
い
こ
と
も
暗
に
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
幅
が
青

銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
を
中
心
と
す
る
と
い
う
庄
田
の
指
摘
、
お
よ
び

朝
鮮
半
島
で
勾
玉
が
定
形
化
す
る
の
は
原
三
国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と

す
る
西
谷
の
指
摘
と
も
符
合
す
る
。

　

丸
玉
の
型
式
分
類
に
つ
い
て
は
、
断
面
の
形
状
か
ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
円

盤
玉
）
、
扁
平
な
楕
円
形
（
球
玉
）
、
扁
平
な
板
状
（
円
板
玉
）
の
三
種
類
に
区

分
し
た
高
旻
廷
の
検
討
が
参
考
に
な
る

(

８)

。

２　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

　

日
本
国
内
で
は
、
九
州
北
部
の
玄
界
灘
沿
岸
域
を
中
心
に
天
河
石
製
玉
類
の

出
土
例
が
あ
る
こ
と
が
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
国
内
で
は
天
河
石
を
玉
の

素
材
と
し
て
使
用
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時

代
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
た
る
弥
生
時
代
早
・
前
期
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
天
河
石
は
弥
生
時
代
開
始
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
確
実
に
搬
入
さ
れ

た
渡
来
遺
物
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
宗
像
市
光
岡
辻
ノ
園
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
そ
の
代
表
例
の
一
つ
と
し
て
こ
れ
ま
で
取
り
扱
わ

れ
て
き
た

(

９)

。

 

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
整
理
・
報
告
書
作
成
段
階
で
自

然
科
学
的
調
査
が
行
わ
れ
、
比
重
測
定
の
数
値
や
電
子
顕
微
鏡
に
付
属
す
る
分

析
装
置
（
Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
）
に
よ
る
材
質
分
析
で
、
珪
素
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
が
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
結
果
か
ら
天
河
石
製
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
あ
ら
た
め
て
実
見
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
天
河
石
製
と
す
る
の
に

大
き
な
違
和
感
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
そ
の
色
調
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
の
遺
跡
か

ら
出
土
す
る
天
河
石
製
玉
類
は
濃
い
青
色
や
水
色
が
通
例
で
、
明
る
く
鮮
や
か

な
色
調
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
例
は
く
す
ん
だ
緑
灰
色
を
基
調
と
し
て
灰

白
色
や
黒
色
が
斑
状
に
混
在
し
て
お
り
、
一
般
的
な
天
河
石
製
玉
類
の
色
調
と

は
大
き
く
異
な
る
印
象
を
受
け
た
。
も
う
一
つ
は
そ
の
形
状
で
あ
る
。
朝
鮮
半

島
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
分
類
に
つ
い
て
は
先
述
の
と
お
り
だ
が
、
本
例
は
勾

玉
と
形
容
す
る
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
ほ
ど
の
独
特
な
形
状
で
あ
る
。
加
え
て
、

擦
過
に
よ
る
複
数
の
線
刻
が
施
文
さ
れ
て
い
る
点
は
、
少
な
く
と
も
他
の
天
河

石
製
勾
玉
に
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
新
た
な
手
法
も
加

え
、
再
度
自
然
科
学
的
調
査
を
実
施
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

調
査
は
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
機
器
類
を
用
い
、
比
重
測
定
、
蛍

光
Ｘ
線
分
析
、
Ｘ
線
回
折
分
析
な
ど
を
行
っ
た
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
は
、
試
料
に

Ｘ
線
を
照
射
し
、
試
料
に
含
ま
れ
る
元
素
か
ら
生
じ
る
各
元
素
に
特
有
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
値
を
持
つ
二
次
Ｘ
線
＝
蛍
光
Ｘ
線
を
検
出
器
で
捉
え
、
そ
の
元
素
の
種

類
や
量
を
調
べ
る
分
析
法
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
は
、
試
料
に
Ｘ
線
を
照
射

す
る
こ
と
で
、
試
料
を
構
成
す
る
結
晶
か
ら
得
ら
れ
る
回
折
Ｘ
線
を
検
出
器
で

捉
え
、
ピ
ー
ク
と
し
て
表
す
も
の
で
あ
る
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
が
含
有
元
素
の
同

定
を
行
う
の
に
対
し
、
Ｘ
線
回
折
分
析
は
結
晶
の
種
類
や
状
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
ピ
ー
ク
の
同
定
は
既
知
試
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合
す
る
こ
と
で

行
う
。
各
装
置
と
分
析
条
件
等
は
次
の
と
お
り
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
微
少
部
用
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置
（A

M
E
T
E
K

・E
D
A
X
 

　

O
r
b
i
s

）：
対
陰
極
：
ロ
ジ
ウ
ム(

Rh)

／
検
出
器
：
シ
リ
コ
ン
ド
リ
フ
ト
検

　

出
器
／
印
加
電
圧
：
30
㎸
・
電
流
値
：
１
０
０
０
㎂
／
測
定
雰
囲
気
：
真
空

／
測
定
範
囲
０
・
３
㎜
φ
／
測
定
時
間
１
８
０
秒

・
Ｘ
線
回
折
分
析
装
置
（B

r
u
k
e
r
-
A
X
S

・D
8
-
D
I
S
C
O
V
E
R

）：
対
陰
極
：
銅(

Cu)

／
検
出
器
：
リ
ア
ル
タ
イ
ム
二
次
元
検
出
器
／
印
加
電
圧
：
40
㎸
・
電
流
値
：

40
㎂
／
測
定
角
度
13
～
77°
／
測
定
範
囲
０
・
５
㎜
φ
／
測
定
時
間
９
０
０
秒

　

ま
ず
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
、
検
出
強
度
の
強
い
元
素
順
に
、
ケ
イ
素(

Si)

、

カ
リ
ウ
ム

(

Ｋ)

、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム(

Al)

、
鉄(

Fe)
、
チ
タ
ン(

Ti)

、
ク
ロ
ム

(

Cr)

が
認
め
ら
れ
た
。
確
か
に
カ
リ
ウ
ム
の
検
出
は
天
河
石
の
特
徴
の
一
つ
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
上
、
天
河
石
の
場
合
、
カ
リ
ウ
ム
と
ル
ビ
ジ
ウ

ム(

Rb)

以
外
、
同
定
が
で
き
な
い
ピ
ー
ク
が
乱
立
す
る
分
析
結
果
の
特
徴
が
あ

る
。
し
か
し
、
本
資
料
で
は
、
鉄
や
ク
ロ
ム
な
ど
が
明
確
に
元
素
と
し
て
同
定

で
き
、
ル
ビ
ジ
ウ
ム
の
ピ
ー
ク
は
微
弱
で
あ
る
。
何
よ
り
、
ク
ロ
ム
の
検
出
は

ク
ロ
ム
白
雲
母
と
い
う
結
果
に
帰
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
で
も

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、Muscovite

（
白
雲
母
）
の
デ
ー
タ
に
一
致
す
る
ピ

ー
ク
が
得
ら
れ
て
い
る
。
比
重
は
今
回
測
定
で
は
２
・
68
で
、
前
回
の
２
・
７

と
近
似
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ク
ロ
ム
白
雲
母
は
２
・
８
を
超
え
る
数
値

を
示
す
も
の
が
多
く
、
そ
れ
に
対
し
て
天
河
石
は
２
・
５
前
後
と
低
い
数
値
と

な
る
。
２
・
68
と
い
う
結
果
は
、
両
者
の
中
間
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

の
判
断
は
難
し
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
日
的
な
観
点
に
基
づ
く
再
調
査
の
結
果
、
光
岡
辻
ノ

園
遺
跡
出
土
勾
玉
は
、
天
河
石
製
で
は
な
く
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
例
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
す

る
。

　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
の
勾
玉
は
、
長
さ
１
・
35
ｍ
、
幅
０
・
３
ｍ
、
深
さ
５
㎝

程
の
小
規
模
な
溝
状
遺
構

SD2
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴

遺
物
が
皆
無
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
調
査
区
内
に
は

他
に
弥
生
時
代
中
期
末
～

後
期
初
頭
や
後
期
終
末
の

竪
穴
住
居
跡
等
が
分
布
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
ク
ロ
ム

白
雲
母
製
勾
玉
と
直
接
関

連
し
そ
う
な
時
期
の
遺
構

で
は
な
い
。
従
っ
て
、
本

例
に
つ
い
て
は
共
伴
遺
物

に
よ
る
時
期
比
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

形
状
に
関
し
て
は
、
全
長
３
・
４
㎝
、
幅
２
・
１
㎝
、
厚
さ
０
・
６
㎝
を
計

測
し
、
丸
み
の
な
い
扁
平
な
板
状
を
呈
し
て
い
る
。
尾
部
と
腹
部
の
境
に
は
明

瞭
な
屈
曲
が
あ
り
、
全
体
的
な
形
状
は
腹
部
に
突
起
の
あ
る
獣
形
勾
玉
に
近
い

と
い
え
る
。
中
央
に
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
直
径
０
・
４
～
０
・
７
㎝
の
円
孔
が

一
つ
あ
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
る
が
自
然
面
を
残
し
、
光
沢
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

頭
部
や
腹
部
の
下
端
に
は
主
軸
と
併
行
す
る
方
向
に
短
い
線
刻
が
各
三
条
加
え

ら
れ
る
。
側
面
に
は
主
軸
と
直
交
す
る
方
向
に
線
刻
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
頭

部
側
に
二
条
、
腹
部
に
二
条
、
尾
部
に
三
条
が
確
認
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
は
縄
文
時
代
後
期
後
葉

か
ら
晩
期
前
葉
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り

(

10)

、
そ
れ
に
従
え
ば

本
例
も
こ
の
時
期
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
形

態
的
特
徴
に
関
し
て
は
従
来
ど
お
り
獣
形
勾
玉
に
区

分
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
管
見
の
範
囲
内
に

限
れ
ば
、
石
材
は
異
な
る
が
宮
崎
県
学
頭
遺
跡
の
獣

形
勾
玉
（
縄
文
時
代
後
期
後
葉
・
硬
玉
製
）
は
全
体

的
な
形
状
や
複
数
の
線
刻
を
有
す
る
点
で
卑
近
な
例

と
し
て
参
考
に
な
る

(

11)

。
光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

に
つ
い
て
は
、
縄
文
時
代
後
期
後
葉
か
ら
晩
期
前
葉

に
製
作
さ
れ
た
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
獣
形
勾
玉
と
位
置

付
け
る
こ
と
と
し
た
い
。

３　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類

　

今
回
の
市
史
編
纂
に
際
し
て
宗
像
市
内
か
ら
出
土
し
た
玉
類
を
実
見
し
た
と

こ
ろ
、
後
期
古
墳
で
あ
る
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品
の
中
に
天
河
石
製
と
思
わ
れ

る
玉
類
を
１
点
確
認
し
た

(

12)

（
図
４-

31
）
。
天
河
石
製
玉
類
に
つ
い
て
は
先
述
の

と
お
り
、
朝
鮮
半
島
で
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
盛
行
し
、
日
本

列
島
で
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
弥
生
時
代
早
・
前
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
理
解
に
従
え
ば
、
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品

は
、
古
墳
の
時
期
と
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
と
が
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
こ
と

と
な
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
混
入
も
し
く
は
特
異
な
事
例
と
し
て
処
理
さ
れ
そ

う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
同
じ
よ
う
に
玉
類
の
製
作
時
期
と
出
土
遺
構
の
時
期

と
が
大
き
く
隔
た
る
事
例
が
複
数
報
告
さ
れ
、
関
心
を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で

本
例
を
契
機
と
し
て
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
報

告
事
例
と
、
肉
眼
観
察
に
よ
っ
て
天
河
石
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
事
例

に
つ
い
て
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
て
自
然
科
学
的
調
査
を
行
い
石

材
の
判
別
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
天
河
石
製
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
玉
類

が
表
１
、
図
３
・
４
な
ら
び
に
写
真
で
あ
る
。

　

調
査
の
手
法
は
前
章
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
結
果
の
判
別
も
前
の
記
述

に
一
部
重
複
す
る
が
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
ケ
イ
素
の
他
、
カ
リ
ウ
ム
、
ル
ビ
ジ

ウ
ム
の
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
、
他
、
５
～
12
keV
付
近
に
同
定
不
能
の
ピ
ー
ク

が
乱
立
す
る
。
今
回
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
資
料
を
分
析
し
た
結
果
、
細
か
く
結

果
を
見
る
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
検
出
量
や
、
同
定
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
箇
所
に
つ

い
て
の
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
関
し
て

は
同
一
資
料
の
分
析
箇
所
に
よ
る
違
い
で
あ
り
、
ま
た
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
は
、

そ
も
そ
も
検
出
原
因
の
解
明
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
分
析
に
よ
る
天
河
石
の
細
分

化
は
現
状
で
は
難
し
い
。
ま
た
、
Ｘ
線
回
折
分
析
で
は
、
普
通
に
分
析
を
行
っ

て
も
単
結
晶
の
た
め
、
同
定
に
必
要
な
ピ
ー
ク
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
。
回
転

揺
動
な
ど
に
よ
っ
て
検
出
ピ
ー
ク
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
微
斜
長
石
で

あ
るMicrocline

の
結
晶
デ
ー
タ
と
は
完
全
に
一
致
せ
ず
、
こ
の
分
析
方
法
で
の

明
確
な
同
定
は
困
難
で
あ
る
。
天
河
石
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
や
Ｘ
線
回
折
を
用
い

た
分
析
に
よ
る
同
定
に
は
、
ま
だ
課
題
が
多
く
、
比
重
測
定
、
色
調
な
ど
の
結

果
も
合
わ
せ
た
総
合
的
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
ま
で
に
科
学
的
調
査
を
行
っ
た
福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
は
、
21

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
合
計
33
点
で
あ
る
。
種
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
あ

り
、
勾
玉
は
折
損
品
・
再
加
工
品
も
含
め
て
８
点
、
丸
玉
・
小
玉
は
25
点
を
数

え
る
。

４　

天
河
石
製
玉
類
の
形
態
的
特
徴

　

先
述
の
分
類
に
基
づ
く
と
、
勾
玉
は
原
始
形
勾
玉
１
点
（
１
）、
半
月
形
勾
玉

２
点
（
２
・
３
）、
Ｃ
字
形
勾
玉
２
点
（
４
・
５
）、
不
定
形
勾
玉
１
点
（
６
）
に

区
分
さ
れ
る
。
１
は
頭
部
と
尾
部
の
境
が
不
明
瞭
だ
が
、
一
側
縁
が
湾
曲
し
た

形
状
で
原
始
形
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
２
は
均
整
の
と
れ
た
半
月
形
で
あ
る
。

３
は
背
部
に
円
孔
状
の
抉
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
再
加
工
品
と
認
識
さ
れ
る
。
現

状
で
は
半
月
形
に
近
い
。
４
は
腹
部
の
抉
り
が
浅
く
、
体
部
は
丸
味
の
少
な
い

扁
平
に
近
い
形
状
で
あ
る
。
頭
部
と
尾
部
の
大
き
さ
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
５
は
腹
部
の
抉
り
が
深
く
、
頭
部
と
尾
部
の
形
状
も
意
図
的
に

差
異
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
頭
部
は
大
き
く
尾
部
は
尖
り
気
味
に
整
形
さ
れ
る
。

体
部
に
丸
み
が
な
く
扁
平
な
の
は
４
と
同
様
で
あ
る
。
６
は
分
類
上
不
定
形
勾

玉
に
区
分
さ
れ
る
が
、
丸
み
が
あ
り
均
整
の
と
れ
た
形
状
で
あ
る
。
７
は
折
損

後
に
端
部
を
研
磨
し
た
再
加
工
品
だ
が
、
本
来
は
尾
部
が
細
長
く
尖
っ
た
形
状

の
勾
玉
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
８
は
頭
部
を
欠
損
す
る
が
、
尾
部
が
長
く

尖
っ
た
形
状
の
勾
玉
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
出
土
勾
玉
の
既
存
の
分
類
に
当
て

は
め
て
も
違
和
感
は
な
い
。
穿
孔
は
す
べ
て
両
面
穿
孔
に
よ
る
も
の
で
、
使
用

さ
れ
た
穿
孔
具
の
形
状
に
起
因
し
て
、
両
端
部
の
径
が
大
き
く
孔
径
が
小
さ
な

も
の
（
１
・
２
・
４
～
６
）
と
、
両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な

も
の
（
３
・
７
）
と
が
あ
る
。
両
面
穿
孔
で
あ
る
こ
と
は
生
産
遺
跡
で
あ
る
晋

州
大
坪
遺
跡
の
未
成
品
分
析
結
果
と
も
共
通
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
破
損

の
リ
ス
ク
を
極
力
抑
え
る
工
夫
と
す
る
見
解
が
あ
る

(

13)

。
表
面
の
研
磨
は
ど
れ
も

丁
寧
に
行
わ
れ
て
お
り
総
じ
て
光
沢
を
帯
び
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
３
・
６
・

８
）
、
青
白
色
（
２
・
７
）
、
青
白
色
に
半
透
明
部
分
が
斑
状
に
含
有
（
１
・
５
）
、

青
み
の
な
い
灰
色
（
４
）
が
あ
る
。
４
は
肉
眼
で
は
天
河
石
と
認
識
す
る
こ
と

が
難
し
い
。

　

丸
玉
・
小
玉
は
径
が
８
㎜
以
上
の
も
の
を
丸
玉
、
そ
れ
以
下
の
も
の
を
小
玉

と
す
る
。
先
述
の
分
類
を
参
考
に
す
る
と
、
丸
玉
に
つ
い
て
は
、
断
面
形
状
か

ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
９
・
10
）
、
側
面
が
丸
み
を
も
た
ず
直
線
的
で
断
面

が
方
形
に
近
い
形
状
（
17
）
、
側
面
は
丸
味
を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
な
面
を
も

つ
形
状
（
11
～
16
）
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　

対
象
が
小
さ
い
た
め
不
明
と
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
確
認
で
き
た
限
り
で
は

穿
孔
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
。
両
端
部
の
径
が
大
き
な
も
の
（
９
・
11
～
15
）
と

両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な
も
の
（
10
・
16
）
が
あ
る
の
は

勾
玉
と
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
10
の
よ
う
に
整
形
段
階
の
稜
線
が
残
る
も
の
、

15
の
よ
う
に
自
然
面
や
剝
離
痕
が
残
る
も
の
も
あ
る
が
、
他
は
ほ
ぼ
平
滑
に
な

る
ま
で
研
磨
さ
れ
光
沢
を
帯
び
て
い
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
11
）
、
青
白
色
（
９
・

10
・
12
～
17
）
が
あ
る
。

　

小
玉
は
26
の
よ
う
に
い
び
つ
な
形
状
の
も
の
も
あ
る
が
、
概
ね
側
面
は
丸
味

を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
に
整
形
さ
れ
る
。
確
認
で
き
た
限
り
で
は
穿
孔
は
両
面

穿
孔
を
行
っ
て
お
り
、
孔
の
断
面
形
状
が
大
き
く
二
種
類
に
分
か
れ
る
の
は
小

玉
も
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
総
じ
て
丁
寧
で
光
沢
を
帯
び
、
色
調
は
青
白
色
で

一
見
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

５　

天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期

　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
う
ち
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
中

期
後
半
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
天
河
石
製
玉
類
は
、
11
遺
跡
か
ら
20
点
出
土
し

て
い
る
（
表
１
）
。

　

最
も
古
い
時
期
の
も
の
は
千
里
遺
跡
第
１
次
調
査
で
出
土
し
た
縄
文
時
代
晩

期
前
半
と
さ
れ
る
丸
玉
だ
が
、
共
伴
遺
物
が
無
く
周
囲
の
遺
構
か
ら
時
期
を
類

推
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
大
木
遺
跡
７
号
土
壙
墓
は
周

囲
の
土
壙
墓
か
ら
出
土
し
た
副
葬
小
壺
か
ら
弥
生
時
代
前
期
と
し
て
問
題
な

く
、
同
様
に
免
遺
跡
第
３
次
Ｂ
４
グ
リ
ッ
ド
第
３
層
は
、
夜
臼
式
土
器
を
中
心

に
板
付
Ⅰ
式
土
器
が
少
量
共
伴
す
る
状
態
で
あ
る
た
め
同
時
期
と
み
て
良
い
だ

ろ
う
。
報
文
中
で
は
混
入
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
宿
遺
跡
第
５

次
１
１
２
号
甕
棺
覆
土
上
層
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
棺
内
出
土
で
は
な
い
と

は
い
え
甕
棺
と
大
差
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
弥
生

時
代
早
・
前
期
に
は
少
な
く
と
も
天
河
石
製
玉
類
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
間
違
い
な
い
。

　

次
に
、
安
徳
台
遺
跡
群
18
号
住
居
跡
は
図
示
さ
れ
た
土
器
は
す
べ
て
弥
生
時

代
中
期
後
半
の
も
の
で
あ
り
、
混
入
も
考
え
に
く
い
状
態
で
あ
る
。
有
田
遺
跡

第
36
次
出
土
勾
玉
は
２
号
甕
棺
墓
の
墓
壙
上
層
か
ら
出
土
し
た
た
め
混
入
の
可

能
性
も
あ
る
が
、
周
囲
の
遺
構
は
古
墳
時
代
前
期
や
中
世
で
あ
る
た
め
甕
棺
と

同
じ
時
期
の
弥
生
時
代
中
期
後
半
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
元
岡
・
桑
原
遺
跡
群

第
42
次
出
土
丸
玉
は
ほ
ぼ
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
限
定
さ
れ
る
土
器
群
９
の
中

か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
同
時
期
と
み
て
良
い
。
下
限
に
つ
い
て

は
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
に
限
っ
て
言
え
ば
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期
は
弥
生
時
代
早
・
前
期
か
ら
中
期
後

半
ま
で
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
で
の
天
河
石
製

玉
類
の
出
土
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も

わ
ず
か
に
残
る
と
い
う
先
述
の
指
摘
事
項
と
整
合
す
る
。
弥
生
時
代
に
関
し
て

は
、
福
岡
県
内
の
出
土
状
況
は
朝
鮮
半
島
の
動
向
を
素
直
に
反
映
し
た
も
の
と

い
え
る
。

　

一
方
、
今
回
注
目
し
た
い
の
は
古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製

玉
類
12
遺
跡
12
点
で
あ
る
。
溝
や
住
居
跡
覆
土
か
ら
出
土
し
た
の
で
あ
れ
ば
混

入
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
が
、
古
墳
の
横
穴
式
石
室
か
ら
出
土
し
た
例
が

６
遺
跡
６
点
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
対
し
て
混
入
の
可
能
性
を
想
定
す
る
の

は
現
実
的
で
は
な
い
。
古
墳
時
代
後
期
か
ら
終
末
期
に
か
け
て
天
河
石
製
玉
類

が
流
通
し
、
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
よ
り
他
に
な
い
。

　

古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
12
点
は
、
丸
玉
６
点
、
小

玉
６
点
で
あ
る
。
形
態
的
特
徴
に
乏
し
い
丸
玉
や
小
玉
で
あ
る
た
め
積
極
的
根

拠
に
欠
け
る
が
、
全
体
の
形
状
や
穿
孔
技
法
は
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時
代
の
天
河

石
製
丸
玉
・
小
玉
と
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
で
は

三
国
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
製
作
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
後
述
の
例
外
を
除
い
て
使
用
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
日
本
列
島

で
も
古
墳
時
代
に
天
河
石
製
玉
類
を
製
作
し
た
痕
跡
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
従
っ
て
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
を
７
０
０
年
以
上
遡
る
頃
に

朝
鮮
半
島
や
そ
の
近
接
地
で
製
作
さ
れ
た
天
河
石
製
玉
類
が
、
長
い
期
間
が
経

過
し
た
の
ち
に
日
本
列
島
の
古
墳
時
代
で
使
用
さ
れ
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。

　

天
河
石
製
玉
類
が
出
土
し
た
６
遺
跡
は
、
ど
れ
も
後
期
か
ら
終
末
期
の
群
集

墳
中
に
あ
る
小
規
模
円
墳
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
帰
属
す
る
古
墳
群
中

で
、
階
層
的
に
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
古
墳
で
は
な
い
。
外
来
系
遺

物
の
共
伴
も
ガ
ラ
ス
製
玉
類
を
除
け
ば
他
に
な
く
、
被
葬
者
に
外
来
的
要
素
を

見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
従
っ
て
、
天
河
石
製
玉
類
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
で

階
層
的
優
位
性
や
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
を
示
す
根
拠
と
見
做
す
こ
と
は
不
適
切

で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
で
は
一
部
の
人
に
し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
が

(

14)

、
古
墳
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
に

特
別
扱
い
さ
れ
る
よ
う
な
稀
少
品
と
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

６　

伝
世
と
再
利
用

　

古
墳
時
代
の
玉
類
に
見
ら
れ
る
伝
世
あ
る
い
は
再
利
用
に
つ
い
て
い
ち
早
く

指
摘
し
た
の
は
、
築
上
郡
上
毛
町
百
留
横
穴
墓
群
出
土
玉
類
の
整
理
・
検
討
を

行
い
報
告
し
た
大
賀
克
彦
で
あ
る

(

15)

。
そ
の
後
、
近
年
特
に
玉
類
の
伝
世
に
関
す

る
報
告
が
相
次
い
で
お
り
、
特
殊
な
事
例
と
は
呼
べ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

「
伝
世
」
と
い
う
用
語
は
、
大
切
に
扱
わ
れ
長
期
に
わ
た
っ
て
途
切
れ
る
こ
と

な
く
意
図
的
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
意
味
合
い
を
含
む
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為

や
意
図
が
延
々
数
百
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
で

は
な
い
。
「
い
っ
た
ん
遺
棄
も
し
く
は
廃
棄
さ
れ
」
た
対
象
が
、
「
二
次
的
に
回

収
・
使
用
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
「
伝
世
」
で
は
な
い
別
の
概
念

を
用
い
て
呼
称
し
た
方
が
、
当
時
の
社
会
背
景
を
検
討
し
理
解
す
る
上
で
よ
り

適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
製
作
か
ら
使
用
ま
で
が
長
期
に
わ

た
っ
て
極
端
に
離
れ
て
お
り
、
二
次
的
な
使
用
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
の
よ

う
な
場
合
に
対
し
て
は
、
「
再
利
用
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
概
念
上
区
別
す

る
こ
と
と
す
る
。

　

現
在
ま
で
に
伝
世
・
再
利
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
玉
類
に
は
、
縄
文
時
代
後
・

晩
期
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ヒ
ス
イ
製
丸
玉
や
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
、
弥

生
時
代
中
期
に
盛
行
す
る
女
代
南
Ｂ
群
碧
玉
製
管
玉
、
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳

時
代
前
期
前
半
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
花
仙
山
産
碧
玉
製
管
玉
が
あ
る
。
こ

れ
ら
に
今
回
の
天
河
石
製
玉
類
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
玉
類
は
製
作
時
期
や
場
所
が
異
な
る
が
、
伝
世
・
再
利
用
さ
れ

た
時
期
が
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
集
中
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
。

す
な
わ
ち
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
、
極
端
に
古
い
時
期
の
玉
類
が
二
次

的
に
回
収
さ
れ
、
流
通
し
、
装
飾
品
や
副
葬
品
に
供
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
伝
世
・
再
利
用
は
そ
れ
ほ
ど
特
異
な
例
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
伝
世
・
再
利
用
玉
類
が
稀
少
価
値
と
し
て
の
特
別
な
意
味
合
い
を

有
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
各
玉
類
が
天
河
石
製
玉
類
と
同

じ
よ
う
に
中
小
規
模
の
群
集
墳
や
横
穴
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解

さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
群
集
墳
の
爆
発
的
増
加
に
象
徴
さ
れ
る
需
要
の
拡
大
や
、

流
通
機
構
の
変
化
に
伴
う
玉
類
不
足
に
対
す
る
代
替
品
と
し
て
の
使
用
を
考
え
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は
じ
め
に

　

天
河
石
（
て
ん
が
せ
き
・
ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
）
は
微
斜
長
石
（K

A
l
S
3O

8

）
の

変
種
で
青
緑
色
の
単
結
晶
鉱
物
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ウ
ラ

ル
、
イ
ン
ド
で
産
出
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
国
内
で
は
過
去
に
採

掘
、
加
工
さ
れ
、
宝
石
と
し
て
一
般
に
流
通
し
た
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
国
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
は
す
べ
て
外
来
系
遺
物

で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

１　

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

　

朝
鮮
半
島
の
考
古
学
に
関
す
る
研
究
成
果
で
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
出
土
は

青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も
わ
ず
か
に
残
る

と
さ
れ
る
。
中
で
も
青
銅
器
時
代
に
お
い
て
は
、
天
河
石
製
玉
類
と
碧
玉
製
管

玉
が
時
代
を
特
徴
づ
け
る
玉
で
あ
り
、
さ
ら
に
天
河
石
製
の
玉
は
一
部
の
人
に

し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(

２)

。
分
布
域
は

遼
東
地
域
か
ら
朝
鮮
半
島
北
部
・
北
部
に
近
い
嶺
東
地
域
、
南
部
の
一
帯
に
ま

で
及
ぶ

(

３)

。
天
河
石
で
製
作
さ
れ
る
玉
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
管
玉
が
製
作
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
天
河
石
の
粒
子
が
塊
状
で
細
長

い
形
態
の
管
玉
を
つ
く
る
素
材
と
し
て
適
切
で
は
な
い
こ
と
が
そ
の
理
由
と
さ

れ
る

(

４)

。

　

朝
鮮
半
島
内
で
の
天
河
石
原
石
の
原
産
地
は
、
咸
鏡
南
道
端
川
や
忠
清
南
道

丹
陽
ソ
ウ
ル
冠
岳
山
付
近
で
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
玉
作
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
山
清
郡
黙
谷
里
遺
跡
や
晋
州
大
坪
遺

跡
と
い
っ
た
慶
尚
南
道
南
江
流
域
の
遺
跡
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　

日
本
列
島
出
土
勾
玉
を
対
象
に
し
た
森
貞
次
郎
の
型
式
分
類

(

５)

に
基
づ
き
、
朝

鮮
半
島
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
の
検
討
を
行
っ
た
西
谷
正

(

６)

や
大
坪
志
子

(

７)

の
検
討
を

参
照
す
る
と
、
天
河
石
製
勾
玉
は
獣
形
、
原
始
形
、
半
月
形
、
Ｃ
字
形
、
不
定

形
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
方
で
、
弥
生
時
代
中
期
以
降
に
日
本
列
島

で
広
く
普
及
す
る
定
形
勾
玉
や
丁
字
頭
勾
玉
は
、
天
河
石
製
勾
玉
に
は
見
ら
れ

な
い
こ
と
も
暗
に
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
幅
が
青

銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
を
中
心
と
す
る
と
い
う
庄
田
の
指
摘
、
お
よ
び

朝
鮮
半
島
で
勾
玉
が
定
形
化
す
る
の
は
原
三
国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と

す
る
西
谷
の
指
摘
と
も
符
合
す
る
。

　

丸
玉
の
型
式
分
類
に
つ
い
て
は
、
断
面
の
形
状
か
ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
円

盤
玉
）
、
扁
平
な
楕
円
形
（
球
玉
）
、
扁
平
な
板
状
（
円
板
玉
）
の
三
種
類
に
区

分
し
た
高
旻
廷
の
検
討
が
参
考
に
な
る

(

８)

。

２　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

　

日
本
国
内
で
は
、
九
州
北
部
の
玄
界
灘
沿
岸
域
を
中
心
に
天
河
石
製
玉
類
の

出
土
例
が
あ
る
こ
と
が
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
国
内
で
は
天
河
石
を
玉
の

素
材
と
し
て
使
用
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時

代
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
た
る
弥
生
時
代
早
・
前
期
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
天
河
石
は
弥
生
時
代
開
始
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
確
実
に
搬
入
さ
れ

た
渡
来
遺
物
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
宗
像
市
光
岡
辻
ノ
園
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
そ
の
代
表
例
の
一
つ
と
し
て
こ
れ
ま
で
取
り
扱
わ

れ
て
き
た

(

９)

。

 

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
整
理
・
報
告
書
作
成
段
階
で
自

然
科
学
的
調
査
が
行
わ
れ
、
比
重
測
定
の
数
値
や
電
子
顕
微
鏡
に
付
属
す
る
分

析
装
置
（
Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
）
に
よ
る
材
質
分
析
で
、
珪
素
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
が
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
結
果
か
ら
天
河
石
製
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
あ
ら
た
め
て
実
見
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
天
河
石
製
と
す
る
の
に

大
き
な
違
和
感
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
そ
の
色
調
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
の
遺
跡
か

ら
出
土
す
る
天
河
石
製
玉
類
は
濃
い
青
色
や
水
色
が
通
例
で
、
明
る
く
鮮
や
か

な
色
調
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
例
は
く
す
ん
だ
緑
灰
色
を
基
調
と
し
て
灰

白
色
や
黒
色
が
斑
状
に
混
在
し
て
お
り
、
一
般
的
な
天
河
石
製
玉
類
の
色
調
と

は
大
き
く
異
な
る
印
象
を
受
け
た
。
も
う
一
つ
は
そ
の
形
状
で
あ
る
。
朝
鮮
半

島
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
分
類
に
つ
い
て
は
先
述
の
と
お
り
だ
が
、
本
例
は
勾

玉
と
形
容
す
る
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
ほ
ど
の
独
特
な
形
状
で
あ
る
。
加
え
て
、

擦
過
に
よ
る
複
数
の
線
刻
が
施
文
さ
れ
て
い
る
点
は
、
少
な
く
と
も
他
の
天
河

石
製
勾
玉
に
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
新
た
な
手
法
も
加

え
、
再
度
自
然
科
学
的
調
査
を
実
施
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

調
査
は
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
機
器
類
を
用
い
、
比
重
測
定
、
蛍

光
Ｘ
線
分
析
、
Ｘ
線
回
折
分
析
な
ど
を
行
っ
た
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
は
、
試
料
に

Ｘ
線
を
照
射
し
、
試
料
に
含
ま
れ
る
元
素
か
ら
生
じ
る
各
元
素
に
特
有
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
値
を
持
つ
二
次
Ｘ
線
＝
蛍
光
Ｘ
線
を
検
出
器
で
捉
え
、
そ
の
元
素
の
種

類
や
量
を
調
べ
る
分
析
法
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
は
、
試
料
に
Ｘ
線
を
照
射

す
る
こ
と
で
、
試
料
を
構
成
す
る
結
晶
か
ら
得
ら
れ
る
回
折
Ｘ
線
を
検
出
器
で

捉
え
、
ピ
ー
ク
と
し
て
表
す
も
の
で
あ
る
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
が
含
有
元
素
の
同

定
を
行
う
の
に
対
し
、
Ｘ
線
回
折
分
析
は
結
晶
の
種
類
や
状
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
ピ
ー
ク
の
同
定
は
既
知
試
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合
す
る
こ
と
で

行
う
。
各
装
置
と
分
析
条
件
等
は
次
の
と
お
り
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
微
少
部
用
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置
（A

M
E
T
E
K

・E
D
A
X
 

　

O
r
b
i
s

）：
対
陰
極
：
ロ
ジ
ウ
ム(

Rh)

／
検
出
器
：
シ
リ
コ
ン
ド
リ
フ
ト
検

　

出
器
／
印
加
電
圧
：
30
㎸
・
電
流
値
：
１
０
０
０
㎂
／
測
定
雰
囲
気
：
真
空

／
測
定
範
囲
０
・
３
㎜
φ
／
測
定
時
間
１
８
０
秒

・
Ｘ
線
回
折
分
析
装
置
（B

r
u
k
e
r
-
A
X
S

・D
8
-
D
I
S
C
O
V
E
R

）：
対
陰
極
：
銅(

Cu)

／
検
出
器
：
リ
ア
ル
タ
イ
ム
二
次
元
検
出
器
／
印
加
電
圧
：
40
㎸
・
電
流
値
：

40
㎂
／
測
定
角
度
13
～
77°
／
測
定
範
囲
０
・
５
㎜
φ
／
測
定
時
間
９
０
０
秒

　

ま
ず
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
、
検
出
強
度
の
強
い
元
素
順
に
、
ケ
イ
素(

Si)

、

カ
リ
ウ
ム

(

Ｋ)

、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム(

Al)

、
鉄(

Fe)

、
チ
タ
ン(

Ti)

、
ク
ロ
ム

(

Cr)

が
認
め
ら
れ
た
。
確
か
に
カ
リ
ウ
ム
の
検
出
は
天
河
石
の
特
徴
の
一
つ
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
上
、
天
河
石
の
場
合
、
カ
リ
ウ
ム
と
ル
ビ
ジ
ウ

ム(

Rb)

以
外
、
同
定
が
で
き
な
い
ピ
ー
ク
が
乱
立
す
る
分
析
結
果
の
特
徴
が
あ

る
。
し
か
し
、
本
資
料
で
は
、
鉄
や
ク
ロ
ム
な
ど
が
明
確
に
元
素
と
し
て
同
定

で
き
、
ル
ビ
ジ
ウ
ム
の
ピ
ー
ク
は
微
弱
で
あ
る
。
何
よ
り
、
ク
ロ
ム
の
検
出
は

ク
ロ
ム
白
雲
母
と
い
う
結
果
に
帰
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
で
も

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、Muscovite

（
白
雲
母
）
の
デ
ー
タ
に
一
致
す
る
ピ

ー
ク
が
得
ら
れ
て
い
る
。
比
重
は
今
回
測
定
で
は
２
・
68
で
、
前
回
の
２
・
７

と
近
似
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ク
ロ
ム
白
雲
母
は
２
・
８
を
超
え
る
数
値

を
示
す
も
の
が
多
く
、
そ
れ
に
対
し
て
天
河
石
は
２
・
５
前
後
と
低
い
数
値
と

な
る
。
２
・
68
と
い
う
結
果
は
、
両
者
の
中
間
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

の
判
断
は
難
し
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
日
的
な
観
点
に
基
づ
く
再
調
査
の
結
果
、
光
岡
辻
ノ

園
遺
跡
出
土
勾
玉
は
、
天
河
石
製
で
は
な
く
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
例
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
す

る
。

　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
の
勾
玉
は
、
長
さ
１
・
35
ｍ
、
幅
０
・
３
ｍ
、
深
さ
５
㎝

程
の
小
規
模
な
溝
状
遺
構

SD2
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴

遺
物
が
皆
無
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
調
査
区
内
に
は

他
に
弥
生
時
代
中
期
末
～

後
期
初
頭
や
後
期
終
末
の

竪
穴
住
居
跡
等
が
分
布
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
ク
ロ
ム

白
雲
母
製
勾
玉
と
直
接
関

連
し
そ
う
な
時
期
の
遺
構

で
は
な
い
。
従
っ
て
、
本

例
に
つ
い
て
は
共
伴
遺
物

に
よ
る
時
期
比
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

形
状
に
関
し
て
は
、
全
長
３
・
４
㎝
、
幅
２
・
１
㎝
、
厚
さ
０
・
６
㎝
を
計

測
し
、
丸
み
の
な
い
扁
平
な
板
状
を
呈
し
て
い
る
。
尾
部
と
腹
部
の
境
に
は
明

瞭
な
屈
曲
が
あ
り
、
全
体
的
な
形
状
は
腹
部
に
突
起
の
あ
る
獣
形
勾
玉
に
近
い

と
い
え
る
。
中
央
に
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
直
径
０
・
４
～
０
・
７
㎝
の
円
孔
が

一
つ
あ
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
る
が
自
然
面
を
残
し
、
光
沢
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

頭
部
や
腹
部
の
下
端
に
は
主
軸
と
併
行
す
る
方
向
に
短
い
線
刻
が
各
三
条
加
え

ら
れ
る
。
側
面
に
は
主
軸
と
直
交
す
る
方
向
に
線
刻
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
頭

部
側
に
二
条
、
腹
部
に
二
条
、
尾
部
に
三
条
が
確
認
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
は
縄
文
時
代
後
期
後
葉

か
ら
晩
期
前
葉
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り

(

10)

、
そ
れ
に
従
え
ば

本
例
も
こ
の
時
期
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
形

態
的
特
徴
に
関
し
て
は
従
来
ど
お
り
獣
形
勾
玉
に
区

分
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
管
見
の
範
囲
内
に

限
れ
ば
、
石
材
は
異
な
る
が
宮
崎
県
学
頭
遺
跡
の
獣

形
勾
玉
（
縄
文
時
代
後
期
後
葉
・
硬
玉
製
）
は
全
体

的
な
形
状
や
複
数
の
線
刻
を
有
す
る
点
で
卑
近
な
例

と
し
て
参
考
に
な
る

(

11)

。
光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

に
つ
い
て
は
、
縄
文
時
代
後
期
後
葉
か
ら
晩
期
前
葉

に
製
作
さ
れ
た
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
獣
形
勾
玉
と
位
置

付
け
る
こ
と
と
し
た
い
。

３　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類

　

今
回
の
市
史
編
纂
に
際
し
て
宗
像
市
内
か
ら
出
土
し
た
玉
類
を
実
見
し
た
と

こ
ろ
、
後
期
古
墳
で
あ
る
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品
の
中
に
天
河
石
製
と
思
わ
れ

る
玉
類
を
１
点
確
認
し
た

(

12)

（
図
４-

31
）
。
天
河
石
製
玉
類
に
つ
い
て
は
先
述
の

と
お
り
、
朝
鮮
半
島
で
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
盛
行
し
、
日
本

列
島
で
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
弥
生
時
代
早
・
前
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
理
解
に
従
え
ば
、
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品

は
、
古
墳
の
時
期
と
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
と
が
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
こ
と

と
な
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
混
入
も
し
く
は
特
異
な
事
例
と
し
て
処
理
さ
れ
そ

う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
同
じ
よ
う
に
玉
類
の
製
作
時
期
と
出
土
遺
構
の
時
期

と
が
大
き
く
隔
た
る
事
例
が
複
数
報
告
さ
れ
、
関
心
を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で

本
例
を
契
機
と
し
て
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
報

告
事
例
と
、
肉
眼
観
察
に
よ
っ
て
天
河
石
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
事
例

に
つ
い
て
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
て
自
然
科
学
的
調
査
を
行
い
石

材
の
判
別
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
天
河
石
製
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
玉
類

が
表
１
、
図
３
・
４
な
ら
び
に
写
真
で
あ
る
。

　

調
査
の
手
法
は
前
章
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
結
果
の
判
別
も
前
の
記
述

に
一
部
重
複
す
る
が
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
ケ
イ
素
の
他
、
カ
リ
ウ
ム
、
ル
ビ
ジ

ウ
ム
の
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
、
他
、
５
～
12
keV
付
近
に
同
定
不
能
の
ピ
ー
ク

が
乱
立
す
る
。
今
回
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
資
料
を
分
析
し
た
結
果
、
細
か
く
結

果
を
見
る
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
検
出
量
や
、
同
定
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
箇
所
に
つ

い
て
の
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
関
し
て

は
同
一
資
料
の
分
析
箇
所
に
よ
る
違
い
で
あ
り
、
ま
た
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
は
、

そ
も
そ
も
検
出
原
因
の
解
明
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
分
析
に
よ
る
天
河
石
の
細
分

化
は
現
状
で
は
難
し
い
。
ま
た
、
Ｘ
線
回
折
分
析
で
は
、
普
通
に
分
析
を
行
っ

て
も
単
結
晶
の
た
め
、
同
定
に
必
要
な
ピ
ー
ク
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
。
回
転

揺
動
な
ど
に
よ
っ
て
検
出
ピ
ー
ク
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
微
斜
長
石
で

あ
るMicrocline

の
結
晶
デ
ー
タ
と
は
完
全
に
一
致
せ
ず
、
こ
の
分
析
方
法
で
の

明
確
な
同
定
は
困
難
で
あ
る
。
天
河
石
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
や
Ｘ
線
回
折
を
用
い

た
分
析
に
よ
る
同
定
に
は
、
ま
だ
課
題
が
多
く
、
比
重
測
定
、
色
調
な
ど
の
結

果
も
合
わ
せ
た
総
合
的
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
ま
で
に
科
学
的
調
査
を
行
っ
た
福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
は
、
21

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
合
計
33
点
で
あ
る
。
種
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
あ

り
、
勾
玉
は
折
損
品
・
再
加
工
品
も
含
め
て
８
点
、
丸
玉
・
小
玉
は
25
点
を
数

え
る
。

４　

天
河
石
製
玉
類
の
形
態
的
特
徴

　

先
述
の
分
類
に
基
づ
く
と
、
勾
玉
は
原
始
形
勾
玉
１
点
（
１
）、
半
月
形
勾
玉

２
点
（
２
・
３
）、
Ｃ
字
形
勾
玉
２
点
（
４
・
５
）、
不
定
形
勾
玉
１
点
（
６
）
に

区
分
さ
れ
る
。
１
は
頭
部
と
尾
部
の
境
が
不
明
瞭
だ
が
、
一
側
縁
が
湾
曲
し
た

形
状
で
原
始
形
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
２
は
均
整
の
と
れ
た
半
月
形
で
あ
る
。

３
は
背
部
に
円
孔
状
の
抉
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
再
加
工
品
と
認
識
さ
れ
る
。
現

状
で
は
半
月
形
に
近
い
。
４
は
腹
部
の
抉
り
が
浅
く
、
体
部
は
丸
味
の
少
な
い

扁
平
に
近
い
形
状
で
あ
る
。
頭
部
と
尾
部
の
大
き
さ
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
５
は
腹
部
の
抉
り
が
深
く
、
頭
部
と
尾
部
の
形
状
も
意
図
的
に

差
異
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
頭
部
は
大
き
く
尾
部
は
尖
り
気
味
に
整
形
さ
れ
る
。

体
部
に
丸
み
が
な
く
扁
平
な
の
は
４
と
同
様
で
あ
る
。
６
は
分
類
上
不
定
形
勾

玉
に
区
分
さ
れ
る
が
、
丸
み
が
あ
り
均
整
の
と
れ
た
形
状
で
あ
る
。
７
は
折
損

後
に
端
部
を
研
磨
し
た
再
加
工
品
だ
が
、
本
来
は
尾
部
が
細
長
く
尖
っ
た
形
状

の
勾
玉
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
８
は
頭
部
を
欠
損
す
る
が
、
尾
部
が
長
く

尖
っ
た
形
状
の
勾
玉
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
出
土
勾
玉
の
既
存
の
分
類
に
当
て

は
め
て
も
違
和
感
は
な
い
。
穿
孔
は
す
べ
て
両
面
穿
孔
に
よ
る
も
の
で
、
使
用

さ
れ
た
穿
孔
具
の
形
状
に
起
因
し
て
、
両
端
部
の
径
が
大
き
く
孔
径
が
小
さ
な

も
の
（
１
・
２
・
４
～
６
）
と
、
両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な

も
の
（
３
・
７
）
と
が
あ
る
。
両
面
穿
孔
で
あ
る
こ
と
は
生
産
遺
跡
で
あ
る
晋

州
大
坪
遺
跡
の
未
成
品
分
析
結
果
と
も
共
通
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
破
損

の
リ
ス
ク
を
極
力
抑
え
る
工
夫
と
す
る
見
解
が
あ
る

(

13)

。
表
面
の
研
磨
は
ど
れ
も

丁
寧
に
行
わ
れ
て
お
り
総
じ
て
光
沢
を
帯
び
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
３
・
６
・

８
）
、
青
白
色
（
２
・
７
）
、
青
白
色
に
半
透
明
部
分
が
斑
状
に
含
有
（
１
・
５
）
、

青
み
の
な
い
灰
色
（
４
）
が
あ
る
。
４
は
肉
眼
で
は
天
河
石
と
認
識
す
る
こ
と

が
難
し
い
。

　

丸
玉
・
小
玉
は
径
が
８
㎜
以
上
の
も
の
を
丸
玉
、
そ
れ
以
下
の
も
の
を
小
玉

と
す
る
。
先
述
の
分
類
を
参
考
に
す
る
と
、
丸
玉
に
つ
い
て
は
、
断
面
形
状
か

ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
９
・
10
）
、
側
面
が
丸
み
を
も
た
ず
直
線
的
で
断
面

が
方
形
に
近
い
形
状
（
17
）
、
側
面
は
丸
味
を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
な
面
を
も

つ
形
状
（
11
～
16
）
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　

対
象
が
小
さ
い
た
め
不
明
と
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
確
認
で
き
た
限
り
で
は

穿
孔
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
。
両
端
部
の
径
が
大
き
な
も
の
（
９
・
11
～
15
）
と

両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な
も
の
（
10
・
16
）
が
あ
る
の
は

勾
玉
と
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
10
の
よ
う
に
整
形
段
階
の
稜
線
が
残
る
も
の
、

15
の
よ
う
に
自
然
面
や
剝
離
痕
が
残
る
も
の
も
あ
る
が
、
他
は
ほ
ぼ
平
滑
に
な

る
ま
で
研
磨
さ
れ
光
沢
を
帯
び
て
い
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
11
）
、
青
白
色
（
９
・

10
・
12
～
17
）
が
あ
る
。

　

小
玉
は
26
の
よ
う
に
い
び
つ
な
形
状
の
も
の
も
あ
る
が
、
概
ね
側
面
は
丸
味

を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
に
整
形
さ
れ
る
。
確
認
で
き
た
限
り
で
は
穿
孔
は
両
面

穿
孔
を
行
っ
て
お
り
、
孔
の
断
面
形
状
が
大
き
く
二
種
類
に
分
か
れ
る
の
は
小

玉
も
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
総
じ
て
丁
寧
で
光
沢
を
帯
び
、
色
調
は
青
白
色
で

一
見
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

５　

天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期

　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
う
ち
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
中

期
後
半
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
天
河
石
製
玉
類
は
、
11
遺
跡
か
ら
20
点
出
土
し

て
い
る
（
表
１
）
。

　

最
も
古
い
時
期
の
も
の
は
千
里
遺
跡
第
１
次
調
査
で
出
土
し
た
縄
文
時
代
晩

期
前
半
と
さ
れ
る
丸
玉
だ
が
、
共
伴
遺
物
が
無
く
周
囲
の
遺
構
か
ら
時
期
を
類

推
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
大
木
遺
跡
７
号
土
壙
墓
は
周

囲
の
土
壙
墓
か
ら
出
土
し
た
副
葬
小
壺
か
ら
弥
生
時
代
前
期
と
し
て
問
題
な

く
、
同
様
に
免
遺
跡
第
３
次
Ｂ
４
グ
リ
ッ
ド
第
３
層
は
、
夜
臼
式
土
器
を
中
心

に
板
付
Ⅰ
式
土
器
が
少
量
共
伴
す
る
状
態
で
あ
る
た
め
同
時
期
と
み
て
良
い
だ

ろ
う
。
報
文
中
で
は
混
入
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
宿
遺
跡
第
５

次
１
１
２
号
甕
棺
覆
土
上
層
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
棺
内
出
土
で
は
な
い
と

は
い
え
甕
棺
と
大
差
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
弥
生

時
代
早
・
前
期
に
は
少
な
く
と
も
天
河
石
製
玉
類
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
間
違
い
な
い
。

　

次
に
、
安
徳
台
遺
跡
群
18
号
住
居
跡
は
図
示
さ
れ
た
土
器
は
す
べ
て
弥
生
時

代
中
期
後
半
の
も
の
で
あ
り
、
混
入
も
考
え
に
く
い
状
態
で
あ
る
。
有
田
遺
跡

第
36
次
出
土
勾
玉
は
２
号
甕
棺
墓
の
墓
壙
上
層
か
ら
出
土
し
た
た
め
混
入
の
可

能
性
も
あ
る
が
、
周
囲
の
遺
構
は
古
墳
時
代
前
期
や
中
世
で
あ
る
た
め
甕
棺
と

同
じ
時
期
の
弥
生
時
代
中
期
後
半
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
元
岡
・
桑
原
遺
跡
群

第
42
次
出
土
丸
玉
は
ほ
ぼ
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
限
定
さ
れ
る
土
器
群
９
の
中

か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
同
時
期
と
み
て
良
い
。
下
限
に
つ
い
て

は
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
に
限
っ
て
言
え
ば
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期
は
弥
生
時
代
早
・
前
期
か
ら
中
期
後

半
ま
で
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
で
の
天
河
石
製

玉
類
の
出
土
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も

わ
ず
か
に
残
る
と
い
う
先
述
の
指
摘
事
項
と
整
合
す
る
。
弥
生
時
代
に
関
し
て

は
、
福
岡
県
内
の
出
土
状
況
は
朝
鮮
半
島
の
動
向
を
素
直
に
反
映
し
た
も
の
と

い
え
る
。

　

一
方
、
今
回
注
目
し
た
い
の
は
古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製

玉
類
12
遺
跡
12
点
で
あ
る
。
溝
や
住
居
跡
覆
土
か
ら
出
土
し
た
の
で
あ
れ
ば
混

入
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
が
、
古
墳
の
横
穴
式
石
室
か
ら
出
土
し
た
例
が

６
遺
跡
６
点
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
対
し
て
混
入
の
可
能
性
を
想
定
す
る
の

は
現
実
的
で
は
な
い
。
古
墳
時
代
後
期
か
ら
終
末
期
に
か
け
て
天
河
石
製
玉
類

が
流
通
し
、
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
よ
り
他
に
な
い
。

　

古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
12
点
は
、
丸
玉
６
点
、
小

玉
６
点
で
あ
る
。
形
態
的
特
徴
に
乏
し
い
丸
玉
や
小
玉
で
あ
る
た
め
積
極
的
根

拠
に
欠
け
る
が
、
全
体
の
形
状
や
穿
孔
技
法
は
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時
代
の
天
河

石
製
丸
玉
・
小
玉
と
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
で
は

三
国
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
製
作
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
後
述
の
例
外
を
除
い
て
使
用
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
日
本
列
島

で
も
古
墳
時
代
に
天
河
石
製
玉
類
を
製
作
し
た
痕
跡
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
従
っ
て
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
を
７
０
０
年
以
上
遡
る
頃
に

朝
鮮
半
島
や
そ
の
近
接
地
で
製
作
さ
れ
た
天
河
石
製
玉
類
が
、
長
い
期
間
が
経

過
し
た
の
ち
に
日
本
列
島
の
古
墳
時
代
で
使
用
さ
れ
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。

　

天
河
石
製
玉
類
が
出
土
し
た
６
遺
跡
は
、
ど
れ
も
後
期
か
ら
終
末
期
の
群
集

墳
中
に
あ
る
小
規
模
円
墳
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
帰
属
す
る
古
墳
群
中

で
、
階
層
的
に
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
古
墳
で
は
な
い
。
外
来
系
遺

物
の
共
伴
も
ガ
ラ
ス
製
玉
類
を
除
け
ば
他
に
な
く
、
被
葬
者
に
外
来
的
要
素
を

見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
従
っ
て
、
天
河
石
製
玉
類
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
で

階
層
的
優
位
性
や
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
を
示
す
根
拠
と
見
做
す
こ
と
は
不
適
切

で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
で
は
一
部
の
人
に
し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
が

(

14)

、
古
墳
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
に

特
別
扱
い
さ
れ
る
よ
う
な
稀
少
品
と
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

６　

伝
世
と
再
利
用

　

古
墳
時
代
の
玉
類
に
見
ら
れ
る
伝
世
あ
る
い
は
再
利
用
に
つ
い
て
い
ち
早
く

指
摘
し
た
の
は
、
築
上
郡
上
毛
町
百
留
横
穴
墓
群
出
土
玉
類
の
整
理
・
検
討
を

行
い
報
告
し
た
大
賀
克
彦
で
あ
る

(

15)

。
そ
の
後
、
近
年
特
に
玉
類
の
伝
世
に
関
す

る
報
告
が
相
次
い
で
お
り
、
特
殊
な
事
例
と
は
呼
べ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

「
伝
世
」
と
い
う
用
語
は
、
大
切
に
扱
わ
れ
長
期
に
わ
た
っ
て
途
切
れ
る
こ
と

な
く
意
図
的
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
意
味
合
い
を
含
む
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為

や
意
図
が
延
々
数
百
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
で

は
な
い
。
「
い
っ
た
ん
遺
棄
も
し
く
は
廃
棄
さ
れ
」
た
対
象
が
、
「
二
次
的
に
回

収
・
使
用
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
「
伝
世
」
で
は
な
い
別
の
概
念

を
用
い
て
呼
称
し
た
方
が
、
当
時
の
社
会
背
景
を
検
討
し
理
解
す
る
上
で
よ
り

適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
製
作
か
ら
使
用
ま
で
が
長
期
に
わ

た
っ
て
極
端
に
離
れ
て
お
り
、
二
次
的
な
使
用
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
の
よ

う
な
場
合
に
対
し
て
は
、
「
再
利
用
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
概
念
上
区
別
す

る
こ
と
と
す
る
。

　

現
在
ま
で
に
伝
世
・
再
利
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
玉
類
に
は
、
縄
文
時
代
後
・

晩
期
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ヒ
ス
イ
製
丸
玉
や
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
、
弥

生
時
代
中
期
に
盛
行
す
る
女
代
南
Ｂ
群
碧
玉
製
管
玉
、
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳

時
代
前
期
前
半
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
花
仙
山
産
碧
玉
製
管
玉
が
あ
る
。
こ

れ
ら
に
今
回
の
天
河
石
製
玉
類
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
玉
類
は
製
作
時
期
や
場
所
が
異
な
る
が
、
伝
世
・
再
利
用
さ
れ

た
時
期
が
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
集
中
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
。

す
な
わ
ち
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
、
極
端
に
古
い
時
期
の
玉
類
が
二
次

的
に
回
収
さ
れ
、
流
通
し
、
装
飾
品
や
副
葬
品
に
供
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
伝
世
・
再
利
用
は
そ
れ
ほ
ど
特
異
な
例
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
伝
世
・
再
利
用
玉
類
が
稀
少
価
値
と
し
て
の
特
別
な
意
味
合
い
を

有
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
各
玉
類
が
天
河
石
製
玉
類
と
同

じ
よ
う
に
中
小
規
模
の
群
集
墳
や
横
穴
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解

さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
群
集
墳
の
爆
発
的
増
加
に
象
徴
さ
れ
る
需
要
の
拡
大
や
、

流
通
機
構
の
変
化
に
伴
う
玉
類
不
足
に
対
す
る
代
替
品
と
し
て
の
使
用
を
考
え
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は
じ
め
に

　

天
河
石
（
て
ん
が
せ
き
・
ア
マ
ゾ
ナ
イ
ト
）
は
微
斜
長
石
（K

A
l
S
3O

8

）
の

変
種
で
青
緑
色
の
単
結
晶
鉱
物
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
ウ
ラ

ル
、
イ
ン
ド
で
産
出
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
国
内
で
は
過
去
に
採

掘
、
加
工
さ
れ
、
宝
石
と
し
て
一
般
に
流
通
し
た
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
国
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
は
す
べ
て
外
来
系
遺
物

で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

１　

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

　

朝
鮮
半
島
の
考
古
学
に
関
す
る
研
究
成
果
で
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
出
土
は

青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も
わ
ず
か
に
残
る

と
さ
れ
る
。
中
で
も
青
銅
器
時
代
に
お
い
て
は
、
天
河
石
製
玉
類
と
碧
玉
製
管

玉
が
時
代
を
特
徴
づ
け
る
玉
で
あ
り
、
さ
ら
に
天
河
石
製
の
玉
は
一
部
の
人
に

し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(

２)

。
分
布
域
は

遼
東
地
域
か
ら
朝
鮮
半
島
北
部
・
北
部
に
近
い
嶺
東
地
域
、
南
部
の
一
帯
に
ま

で
及
ぶ

(

３)

。
天
河
石
で
製
作
さ
れ
る
玉
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
管
玉
が
製
作
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
天
河
石
の
粒
子
が
塊
状
で
細
長

い
形
態
の
管
玉
を
つ
く
る
素
材
と
し
て
適
切
で
は
な
い
こ
と
が
そ
の
理
由
と
さ

れ
る

(

４)

。

　

朝
鮮
半
島
内
で
の
天
河
石
原
石
の
原
産
地
は
、
咸
鏡
南
道
端
川
や
忠
清
南
道

丹
陽
ソ
ウ
ル
冠
岳
山
付
近
で
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
。
玉
作
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
山
清
郡
黙
谷
里
遺
跡
や
晋
州
大
坪
遺

跡
と
い
っ
た
慶
尚
南
道
南
江
流
域
の
遺
跡
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　

日
本
列
島
出
土
勾
玉
を
対
象
に
し
た
森
貞
次
郎
の
型
式
分
類

(

５)

に
基
づ
き
、
朝

鮮
半
島
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
の
検
討
を
行
っ
た
西
谷
正

(

６)

や
大
坪
志
子

(

７)

の
検
討
を

参
照
す
る
と
、
天
河
石
製
勾
玉
は
獣
形
、
原
始
形
、
半
月
形
、
Ｃ
字
形
、
不
定

形
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
方
で
、
弥
生
時
代
中
期
以
降
に
日
本
列
島

で
広
く
普
及
す
る
定
形
勾
玉
や
丁
字
頭
勾
玉
は
、
天
河
石
製
勾
玉
に
は
見
ら
れ

な
い
こ
と
も
暗
に
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
幅
が
青

銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
を
中
心
と
す
る
と
い
う
庄
田
の
指
摘
、
お
よ
び

朝
鮮
半
島
で
勾
玉
が
定
形
化
す
る
の
は
原
三
国
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と

す
る
西
谷
の
指
摘
と
も
符
合
す
る
。

　

丸
玉
の
型
式
分
類
に
つ
い
て
は
、
断
面
の
形
状
か
ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
円

盤
玉
）
、
扁
平
な
楕
円
形
（
球
玉
）
、
扁
平
な
板
状
（
円
板
玉
）
の
三
種
類
に
区

分
し
た
高
旻
廷
の
検
討
が
参
考
に
な
る

(

８)

。

２　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

　

日
本
国
内
で
は
、
九
州
北
部
の
玄
界
灘
沿
岸
域
を
中
心
に
天
河
石
製
玉
類
の

出
土
例
が
あ
る
こ
と
が
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
国
内
で
は
天
河
石
を
玉
の

素
材
と
し
て
使
用
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時

代
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
あ
た
る
弥
生
時
代
早
・
前
期
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
天
河
石
は
弥
生
時
代
開
始
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
確
実
に
搬
入
さ
れ

た
渡
来
遺
物
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
宗
像
市
光
岡
辻
ノ
園
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
そ
の
代
表
例
の
一
つ
と
し
て
こ
れ
ま
で
取
り
扱
わ

れ
て
き
た

(

９)

。

 

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
整
理
・
報
告
書
作
成
段
階
で
自

然
科
学
的
調
査
が
行
わ
れ
、
比
重
測
定
の
数
値
や
電
子
顕
微
鏡
に
付
属
す
る
分

析
装
置
（
Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ
）
に
よ
る
材
質
分
析
で
、
珪
素
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
が
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
結
果
か
ら
天
河
石
製
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
回
あ
ら
た
め
て
実
見
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
天
河
石
製
と
す
る
の
に

大
き
な
違
和
感
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
そ
の
色
調
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
の
遺
跡
か

ら
出
土
す
る
天
河
石
製
玉
類
は
濃
い
青
色
や
水
色
が
通
例
で
、
明
る
く
鮮
や
か

な
色
調
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
例
は
く
す
ん
だ
緑
灰
色
を
基
調
と
し
て
灰

白
色
や
黒
色
が
斑
状
に
混
在
し
て
お
り
、
一
般
的
な
天
河
石
製
玉
類
の
色
調
と

は
大
き
く
異
な
る
印
象
を
受
け
た
。
も
う
一
つ
は
そ
の
形
状
で
あ
る
。
朝
鮮
半

島
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
分
類
に
つ
い
て
は
先
述
の
と
お
り
だ
が
、
本
例
は
勾

玉
と
形
容
す
る
の
が
た
め
ら
わ
れ
る
ほ
ど
の
独
特
な
形
状
で
あ
る
。
加
え
て
、

擦
過
に
よ
る
複
数
の
線
刻
が
施
文
さ
れ
て
い
る
点
は
、
少
な
く
と
も
他
の
天
河

石
製
勾
玉
に
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
新
た
な
手
法
も
加

え
、
再
度
自
然
科
学
的
調
査
を
実
施
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

調
査
は
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
機
器
類
を
用
い
、
比
重
測
定
、
蛍

光
Ｘ
線
分
析
、
Ｘ
線
回
折
分
析
な
ど
を
行
っ
た
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
は
、
試
料
に

Ｘ
線
を
照
射
し
、
試
料
に
含
ま
れ
る
元
素
か
ら
生
じ
る
各
元
素
に
特
有
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
値
を
持
つ
二
次
Ｘ
線
＝
蛍
光
Ｘ
線
を
検
出
器
で
捉
え
、
そ
の
元
素
の
種

類
や
量
を
調
べ
る
分
析
法
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
は
、
試
料
に
Ｘ
線
を
照
射

す
る
こ
と
で
、
試
料
を
構
成
す
る
結
晶
か
ら
得
ら
れ
る
回
折
Ｘ
線
を
検
出
器
で

捉
え
、
ピ
ー
ク
と
し
て
表
す
も
の
で
あ
る
。
蛍
光
Ｘ
線
分
析
が
含
有
元
素
の
同

定
を
行
う
の
に
対
し
、
Ｘ
線
回
折
分
析
は
結
晶
の
種
類
や
状
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
ピ
ー
ク
の
同
定
は
既
知
試
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
照
合
す
る
こ
と
で

行
う
。
各
装
置
と
分
析
条
件
等
は
次
の
と
お
り
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
微
少
部
用
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置
（A

M
E
T
E
K

・E
D
A
X
 

　

O
r
b
i
s

）：
対
陰
極
：
ロ
ジ
ウ
ム(

Rh)

／
検
出
器
：
シ
リ
コ
ン
ド
リ
フ
ト
検

　

出
器
／
印
加
電
圧
：
30
㎸
・
電
流
値
：
１
０
０
０
㎂
／
測
定
雰
囲
気
：
真
空

／
測
定
範
囲
０
・
３
㎜
φ
／
測
定
時
間
１
８
０
秒

・
Ｘ
線
回
折
分
析
装
置
（B

r
u
k
e
r
-
A
X
S

・D
8
-
D
I
S
C
O
V
E
R

）：
対
陰
極
：
銅(

Cu)

／
検
出
器
：
リ
ア
ル
タ
イ
ム
二
次
元
検
出
器
／
印
加
電
圧
：
40
㎸
・
電
流
値
：

40
㎂
／
測
定
角
度
13
～
77°
／
測
定
範
囲
０
・
５
㎜
φ
／
測
定
時
間
９
０
０
秒

　

ま
ず
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
、
検
出
強
度
の
強
い
元
素
順
に
、
ケ
イ
素(

Si)

、

カ
リ
ウ
ム

(

Ｋ)

、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム(

Al)

、
鉄(

Fe)

、
チ
タ
ン(

Ti)

、
ク
ロ
ム

(

Cr)

が
認
め
ら
れ
た
。
確
か
に
カ
リ
ウ
ム
の
検
出
は
天
河
石
の
特
徴
の
一
つ
で

は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
上
、
天
河
石
の
場
合
、
カ
リ
ウ
ム
と
ル
ビ
ジ
ウ

ム(

Rb)

以
外
、
同
定
が
で
き
な
い
ピ
ー
ク
が
乱
立
す
る
分
析
結
果
の
特
徴
が
あ

る
。
し
か
し
、
本
資
料
で
は
、
鉄
や
ク
ロ
ム
な
ど
が
明
確
に
元
素
と
し
て
同
定

で
き
、
ル
ビ
ジ
ウ
ム
の
ピ
ー
ク
は
微
弱
で
あ
る
。
何
よ
り
、
ク
ロ
ム
の
検
出
は

ク
ロ
ム
白
雲
母
と
い
う
結
果
に
帰
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｘ
線
回
折
分
析
で
も

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、Muscovite

（
白
雲
母
）
の
デ
ー
タ
に
一
致
す
る
ピ

ー
ク
が
得
ら
れ
て
い
る
。
比
重
は
今
回
測
定
で
は
２
・
68
で
、
前
回
の
２
・
７

と
近
似
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ク
ロ
ム
白
雲
母
は
２
・
８
を
超
え
る
数
値

を
示
す
も
の
が
多
く
、
そ
れ
に
対
し
て
天
河
石
は
２
・
５
前
後
と
低
い
数
値
と

な
る
。
２
・
68
と
い
う
結
果
は
、
両
者
の
中
間
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

の
判
断
は
難
し
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
日
的
な
観
点
に
基
づ
く
再
調
査
の
結
果
、
光
岡
辻
ノ

園
遺
跡
出
土
勾
玉
は
、
天
河
石
製
で
は
な
く
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
例
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
す

る
。

　

光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
の
勾
玉
は
、
長
さ
１
・
35
ｍ
、
幅
０
・
３
ｍ
、
深
さ
５
㎝

程
の
小
規
模
な
溝
状
遺
構

SD2
か
ら
出
土
し
た
。
共
伴

遺
物
が
皆
無
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
調
査
区
内
に
は

他
に
弥
生
時
代
中
期
末
～

後
期
初
頭
や
後
期
終
末
の

竪
穴
住
居
跡
等
が
分
布
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
ク
ロ
ム

白
雲
母
製
勾
玉
と
直
接
関

連
し
そ
う
な
時
期
の
遺
構

で
は
な
い
。
従
っ
て
、
本

例
に
つ
い
て
は
共
伴
遺
物

に
よ
る
時
期
比
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

形
状
に
関
し
て
は
、
全
長
３
・
４
㎝
、
幅
２
・
１
㎝
、
厚
さ
０
・
６
㎝
を
計

測
し
、
丸
み
の
な
い
扁
平
な
板
状
を
呈
し
て
い
る
。
尾
部
と
腹
部
の
境
に
は
明

瞭
な
屈
曲
が
あ
り
、
全
体
的
な
形
状
は
腹
部
に
突
起
の
あ
る
獣
形
勾
玉
に
近
い

と
い
え
る
。
中
央
に
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
直
径
０
・
４
～
０
・
７
㎝
の
円
孔
が

一
つ
あ
る
。
表
面
は
研
磨
さ
れ
る
が
自
然
面
を
残
し
、
光
沢
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

頭
部
や
腹
部
の
下
端
に
は
主
軸
と
併
行
す
る
方
向
に
短
い
線
刻
が
各
三
条
加
え

ら
れ
る
。
側
面
に
は
主
軸
と
直
交
す
る
方
向
に
線
刻
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
頭

部
側
に
二
条
、
腹
部
に
二
条
、
尾
部
に
三
条
が
確
認
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
は
縄
文
時
代
後
期
後
葉

か
ら
晩
期
前
葉
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り

(

10)

、
そ
れ
に
従
え
ば

本
例
も
こ
の
時
期
に
九
州
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
形

態
的
特
徴
に
関
し
て
は
従
来
ど
お
り
獣
形
勾
玉
に
区

分
さ
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
管
見
の
範
囲
内
に

限
れ
ば
、
石
材
は
異
な
る
が
宮
崎
県
学
頭
遺
跡
の
獣

形
勾
玉
（
縄
文
時
代
後
期
後
葉
・
硬
玉
製
）
は
全
体

的
な
形
状
や
複
数
の
線
刻
を
有
す
る
点
で
卑
近
な
例

と
し
て
参
考
に
な
る

(

11)

。
光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉

に
つ
い
て
は
、
縄
文
時
代
後
期
後
葉
か
ら
晩
期
前
葉

に
製
作
さ
れ
た
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
獣
形
勾
玉
と
位
置

付
け
る
こ
と
と
し
た
い
。

３　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類

　

今
回
の
市
史
編
纂
に
際
し
て
宗
像
市
内
か
ら
出
土
し
た
玉
類
を
実
見
し
た
と

こ
ろ
、
後
期
古
墳
で
あ
る
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品
の
中
に
天
河
石
製
と
思
わ
れ

る
玉
類
を
１
点
確
認
し
た

(

12)

（
図
４-

31
）
。
天
河
石
製
玉
類
に
つ
い
て
は
先
述
の

と
お
り
、
朝
鮮
半
島
で
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
盛
行
し
、
日
本

列
島
で
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
弥
生
時
代
早
・
前
期
に
朝
鮮
半
島
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
理
解
に
従
え
ば
、
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
品

は
、
古
墳
の
時
期
と
天
河
石
製
玉
類
の
時
期
と
が
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
こ
と

と
な
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
混
入
も
し
く
は
特
異
な
事
例
と
し
て
処
理
さ
れ
そ

う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
同
じ
よ
う
に
玉
類
の
製
作
時
期
と
出
土
遺
構
の
時
期

と
が
大
き
く
隔
た
る
事
例
が
複
数
報
告
さ
れ
、
関
心
を
集
め
て
い
る
。
そ
こ
で

本
例
を
契
機
と
し
て
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
報

告
事
例
と
、
肉
眼
観
察
に
よ
っ
て
天
河
石
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
事
例

に
つ
い
て
、
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
て
自
然
科
学
的
調
査
を
行
い
石

材
の
判
別
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
天
河
石
製
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
玉
類

が
表
１
、
図
３
・
４
な
ら
び
に
写
真
で
あ
る
。

　

調
査
の
手
法
は
前
章
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
結
果
の
判
別
も
前
の
記
述

に
一
部
重
複
す
る
が
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
で
は
ケ
イ
素
の
他
、
カ
リ
ウ
ム
、
ル
ビ
ジ

ウ
ム
の
ピ
ー
ク
が
認
め
ら
れ
、
他
、
５
～
12
keV
付
近
に
同
定
不
能
の
ピ
ー
ク

が
乱
立
す
る
。
今
回
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
資
料
を
分
析
し
た
結
果
、
細
か
く
結

果
を
見
る
と
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
検
出
量
や
、
同
定
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
箇
所
に
つ

い
て
の
差
異
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
関
し
て

は
同
一
資
料
の
分
析
箇
所
に
よ
る
違
い
で
あ
り
、
ま
た
不
明
ピ
ー
ク
の
検
出
は
、

そ
も
そ
も
検
出
原
因
の
解
明
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
分
析
に
よ
る
天
河
石
の
細
分

化
は
現
状
で
は
難
し
い
。
ま
た
、
Ｘ
線
回
折
分
析
で
は
、
普
通
に
分
析
を
行
っ

て
も
単
結
晶
の
た
め
、
同
定
に
必
要
な
ピ
ー
ク
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
。
回
転

揺
動
な
ど
に
よ
っ
て
検
出
ピ
ー
ク
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
微
斜
長
石
で

あ
るMicrocline

の
結
晶
デ
ー
タ
と
は
完
全
に
一
致
せ
ず
、
こ
の
分
析
方
法
で
の

明
確
な
同
定
は
困
難
で
あ
る
。
天
河
石
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
や
Ｘ
線
回
折
を
用
い

た
分
析
に
よ
る
同
定
に
は
、
ま
だ
課
題
が
多
く
、
比
重
測
定
、
色
調
な
ど
の
結

果
も
合
わ
せ
た
総
合
的
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
ま
で
に
科
学
的
調
査
を
行
っ
た
福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
は
、
21

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
合
計
33
点
で
あ
る
。
種
類
に
は
勾
玉
と
丸
玉
・
小
玉
が
あ

り
、
勾
玉
は
折
損
品
・
再
加
工
品
も
含
め
て
８
点
、
丸
玉
・
小
玉
は
25
点
を
数

え
る
。

４　

天
河
石
製
玉
類
の
形
態
的
特
徴

　

先
述
の
分
類
に
基
づ
く
と
、
勾
玉
は
原
始
形
勾
玉
１
点
（
１
）、
半
月
形
勾
玉

２
点
（
２
・
３
）、
Ｃ
字
形
勾
玉
２
点
（
４
・
５
）、
不
定
形
勾
玉
１
点
（
６
）
に

区
分
さ
れ
る
。
１
は
頭
部
と
尾
部
の
境
が
不
明
瞭
だ
が
、
一
側
縁
が
湾
曲
し
た

形
状
で
原
始
形
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
２
は
均
整
の
と
れ
た
半
月
形
で
あ
る
。

３
は
背
部
に
円
孔
状
の
抉
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
再
加
工
品
と
認
識
さ
れ
る
。
現

状
で
は
半
月
形
に
近
い
。
４
は
腹
部
の
抉
り
が
浅
く
、
体
部
は
丸
味
の
少
な
い

扁
平
に
近
い
形
状
で
あ
る
。
頭
部
と
尾
部
の
大
き
さ
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
５
は
腹
部
の
抉
り
が
深
く
、
頭
部
と
尾
部
の
形
状
も
意
図
的
に

差
異
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
頭
部
は
大
き
く
尾
部
は
尖
り
気
味
に
整
形
さ
れ
る
。

体
部
に
丸
み
が
な
く
扁
平
な
の
は
４
と
同
様
で
あ
る
。
６
は
分
類
上
不
定
形
勾

玉
に
区
分
さ
れ
る
が
、
丸
み
が
あ
り
均
整
の
と
れ
た
形
状
で
あ
る
。
７
は
折
損

後
に
端
部
を
研
磨
し
た
再
加
工
品
だ
が
、
本
来
は
尾
部
が
細
長
く
尖
っ
た
形
状

の
勾
玉
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
８
は
頭
部
を
欠
損
す
る
が
、
尾
部
が
長
く

尖
っ
た
形
状
の
勾
玉
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
勾
玉
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
出
土
勾
玉
の
既
存
の
分
類
に
当
て

は
め
て
も
違
和
感
は
な
い
。
穿
孔
は
す
べ
て
両
面
穿
孔
に
よ
る
も
の
で
、
使
用

さ
れ
た
穿
孔
具
の
形
状
に
起
因
し
て
、
両
端
部
の
径
が
大
き
く
孔
径
が
小
さ
な

も
の
（
１
・
２
・
４
～
６
）
と
、
両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な

も
の
（
３
・
７
）
と
が
あ
る
。
両
面
穿
孔
で
あ
る
こ
と
は
生
産
遺
跡
で
あ
る
晋

州
大
坪
遺
跡
の
未
成
品
分
析
結
果
と
も
共
通
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
破
損

の
リ
ス
ク
を
極
力
抑
え
る
工
夫
と
す
る
見
解
が
あ
る

(

13)

。
表
面
の
研
磨
は
ど
れ
も

丁
寧
に
行
わ
れ
て
お
り
総
じ
て
光
沢
を
帯
び
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
３
・
６
・

８
）
、
青
白
色
（
２
・
７
）
、
青
白
色
に
半
透
明
部
分
が
斑
状
に
含
有
（
１
・
５
）
、

青
み
の
な
い
灰
色
（
４
）
が
あ
る
。
４
は
肉
眼
で
は
天
河
石
と
認
識
す
る
こ
と

が
難
し
い
。

　

丸
玉
・
小
玉
は
径
が
８
㎜
以
上
の
も
の
を
丸
玉
、
そ
れ
以
下
の
も
の
を
小
玉

と
す
る
。
先
述
の
分
類
を
参
考
に
す
る
と
、
丸
玉
に
つ
い
て
は
、
断
面
形
状
か

ら
胴
が
張
っ
た
楕
円
形
（
９
・
10
）
、
側
面
が
丸
み
を
も
た
ず
直
線
的
で
断
面

が
方
形
に
近
い
形
状
（
17
）
、
側
面
は
丸
味
を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
な
面
を
も

つ
形
状
（
11
～
16
）
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　

対
象
が
小
さ
い
た
め
不
明
と
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
確
認
で
き
た
限
り
で
は

穿
孔
は
両
面
穿
孔
に
よ
る
。
両
端
部
の
径
が
大
き
な
も
の
（
９
・
11
～
15
）
と

両
端
部
と
孔
径
が
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
小
さ
な
も
の
（
10
・
16
）
が
あ
る
の
は

勾
玉
と
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
10
の
よ
う
に
整
形
段
階
の
稜
線
が
残
る
も
の
、

15
の
よ
う
に
自
然
面
や
剝
離
痕
が
残
る
も
の
も
あ
る
が
、
他
は
ほ
ぼ
平
滑
に
な

る
ま
で
研
磨
さ
れ
光
沢
を
帯
び
て
い
る
。
色
調
は
鮮
青
色
（
11
）
、
青
白
色
（
９
・

10
・
12
～
17
）
が
あ
る
。

　

小
玉
は
26
の
よ
う
に
い
び
つ
な
形
状
の
も
の
も
あ
る
が
、
概
ね
側
面
は
丸
味

を
帯
び
上
下
面
は
平
坦
に
整
形
さ
れ
る
。
確
認
で
き
た
限
り
で
は
穿
孔
は
両
面

穿
孔
を
行
っ
て
お
り
、
孔
の
断
面
形
状
が
大
き
く
二
種
類
に
分
か
れ
る
の
は
小

玉
も
同
様
で
あ
る
。
研
磨
は
総
じ
て
丁
寧
で
光
沢
を
帯
び
、
色
調
は
青
白
色
で

一
見
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

５　

天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期

　

福
岡
県
内
出
土
天
河
石
製
玉
類
の
う
ち
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
中

期
後
半
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
天
河
石
製
玉
類
は
、
11
遺
跡
か
ら
20
点
出
土
し

て
い
る
（
表
１
）
。

　

最
も
古
い
時
期
の
も
の
は
千
里
遺
跡
第
１
次
調
査
で
出
土
し
た
縄
文
時
代
晩

期
前
半
と
さ
れ
る
丸
玉
だ
が
、
共
伴
遺
物
が
無
く
周
囲
の
遺
構
か
ら
時
期
を
類

推
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
大
木
遺
跡
７
号
土
壙
墓
は
周

囲
の
土
壙
墓
か
ら
出
土
し
た
副
葬
小
壺
か
ら
弥
生
時
代
前
期
と
し
て
問
題
な

く
、
同
様
に
免
遺
跡
第
３
次
Ｂ
４
グ
リ
ッ
ド
第
３
層
は
、
夜
臼
式
土
器
を
中
心

に
板
付
Ⅰ
式
土
器
が
少
量
共
伴
す
る
状
態
で
あ
る
た
め
同
時
期
と
み
て
良
い
だ

ろ
う
。
報
文
中
で
は
混
入
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
宿
遺
跡
第
５

次
１
１
２
号
甕
棺
覆
土
上
層
か
ら
出
土
し
た
勾
玉
は
、
棺
内
出
土
で
は
な
い
と

は
い
え
甕
棺
と
大
差
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
弥
生

時
代
早
・
前
期
に
は
少
な
く
と
も
天
河
石
製
玉
類
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
間
違
い
な
い
。

　

次
に
、
安
徳
台
遺
跡
群
18
号
住
居
跡
は
図
示
さ
れ
た
土
器
は
す
べ
て
弥
生
時

代
中
期
後
半
の
も
の
で
あ
り
、
混
入
も
考
え
に
く
い
状
態
で
あ
る
。
有
田
遺
跡

第
36
次
出
土
勾
玉
は
２
号
甕
棺
墓
の
墓
壙
上
層
か
ら
出
土
し
た
た
め
混
入
の
可

能
性
も
あ
る
が
、
周
囲
の
遺
構
は
古
墳
時
代
前
期
や
中
世
で
あ
る
た
め
甕
棺
と

同
じ
時
期
の
弥
生
時
代
中
期
後
半
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
元
岡
・
桑
原
遺
跡
群

第
42
次
出
土
丸
玉
は
ほ
ぼ
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
限
定
さ
れ
る
土
器
群
９
の
中

か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
同
時
期
と
み
て
良
い
。
下
限
に
つ
い
て

は
弥
生
時
代
中
期
後
半
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
に
限
っ
て
言
え
ば
、
福
岡
県
内
の
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
の
帰
属
時
期
は
弥
生
時
代
早
・
前
期
か
ら
中
期
後

半
ま
で
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
で
の
天
河
石
製

玉
類
の
出
土
は
青
銅
器
時
代
か
ら
初
期
鉄
器
時
代
に
及
び
、
原
三
国
時
代
に
も

わ
ず
か
に
残
る
と
い
う
先
述
の
指
摘
事
項
と
整
合
す
る
。
弥
生
時
代
に
関
し
て

は
、
福
岡
県
内
の
出
土
状
況
は
朝
鮮
半
島
の
動
向
を
素
直
に
反
映
し
た
も
の
と

い
え
る
。

　

一
方
、
今
回
注
目
し
た
い
の
は
古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製

玉
類
12
遺
跡
12
点
で
あ
る
。
溝
や
住
居
跡
覆
土
か
ら
出
土
し
た
の
で
あ
れ
ば
混

入
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
が
、
古
墳
の
横
穴
式
石
室
か
ら
出
土
し
た
例
が

６
遺
跡
６
点
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
対
し
て
混
入
の
可
能
性
を
想
定
す
る
の

は
現
実
的
で
は
な
い
。
古
墳
時
代
後
期
か
ら
終
末
期
に
か
け
て
天
河
石
製
玉
類

が
流
通
し
、
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
よ
り
他
に
な
い
。

　

古
墳
時
代
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
天
河
石
製
玉
類
12
点
は
、
丸
玉
６
点
、
小

玉
６
点
で
あ
る
。
形
態
的
特
徴
に
乏
し
い
丸
玉
や
小
玉
で
あ
る
た
め
積
極
的
根

拠
に
欠
け
る
が
、
全
体
の
形
状
や
穿
孔
技
法
は
朝
鮮
半
島
青
銅
器
時
代
の
天
河

石
製
丸
玉
・
小
玉
と
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
で
は

三
国
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
製
作
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
後
述
の
例
外
を
除
い
て
使
用
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
日
本
列
島

で
も
古
墳
時
代
に
天
河
石
製
玉
類
を
製
作
し
た
痕
跡
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
従
っ
て
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
を
７
０
０
年
以
上
遡
る
頃
に

朝
鮮
半
島
や
そ
の
近
接
地
で
製
作
さ
れ
た
天
河
石
製
玉
類
が
、
長
い
期
間
が
経

過
し
た
の
ち
に
日
本
列
島
の
古
墳
時
代
で
使
用
さ
れ
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。

　

天
河
石
製
玉
類
が
出
土
し
た
６
遺
跡
は
、
ど
れ
も
後
期
か
ら
終
末
期
の
群
集

墳
中
に
あ
る
小
規
模
円
墳
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
帰
属
す
る
古
墳
群
中

で
、
階
層
的
に
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
古
墳
で
は
な
い
。
外
来
系
遺

物
の
共
伴
も
ガ
ラ
ス
製
玉
類
を
除
け
ば
他
に
な
く
、
被
葬
者
に
外
来
的
要
素
を

見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
従
っ
て
、
天
河
石
製
玉
類
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
で

階
層
的
優
位
性
や
朝
鮮
半
島
と
の
関
連
を
示
す
根
拠
と
見
做
す
こ
と
は
不
適
切

で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
で
は
一
部
の
人
に
し
か
副
葬
さ
れ
な
い
稀
少
品
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
が

(

14)

、
古
墳
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ
の
よ
う
に

特
別
扱
い
さ
れ
る
よ
う
な
稀
少
品
と
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

６　

伝
世
と
再
利
用

　

古
墳
時
代
の
玉
類
に
見
ら
れ
る
伝
世
あ
る
い
は
再
利
用
に
つ
い
て
い
ち
早
く

指
摘
し
た
の
は
、
築
上
郡
上
毛
町
百
留
横
穴
墓
群
出
土
玉
類
の
整
理
・
検
討
を

行
い
報
告
し
た
大
賀
克
彦
で
あ
る

(

15)

。
そ
の
後
、
近
年
特
に
玉
類
の
伝
世
に
関
す

る
報
告
が
相
次
い
で
お
り
、
特
殊
な
事
例
と
は
呼
べ
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
た

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

「
伝
世
」
と
い
う
用
語
は
、
大
切
に
扱
わ
れ
長
期
に
わ
た
っ
て
途
切
れ
る
こ
と

な
く
意
図
的
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
意
味
合
い
を
含
む
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為

や
意
図
が
延
々
数
百
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
で

は
な
い
。
「
い
っ
た
ん
遺
棄
も
し
く
は
廃
棄
さ
れ
」
た
対
象
が
、
「
二
次
的
に
回

収
・
使
用
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
「
伝
世
」
で
は
な
い
別
の
概
念

を
用
い
て
呼
称
し
た
方
が
、
当
時
の
社
会
背
景
を
検
討
し
理
解
す
る
上
で
よ
り

適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
製
作
か
ら
使
用
ま
で
が
長
期
に
わ

た
っ
て
極
端
に
離
れ
て
お
り
、
二
次
的
な
使
用
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
の
よ

う
な
場
合
に
対
し
て
は
、
「
再
利
用
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
概
念
上
区
別
す

る
こ
と
と
す
る
。

　

現
在
ま
で
に
伝
世
・
再
利
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
玉
類
に
は
、
縄
文
時
代
後
・

晩
期
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
ヒ
ス
イ
製
丸
玉
や
ク
ロ
ム
白
雲
母
製
玉
類
、
弥

生
時
代
中
期
に
盛
行
す
る
女
代
南
Ｂ
群
碧
玉
製
管
玉
、
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳

時
代
前
期
前
半
に
製
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
花
仙
山
産
碧
玉
製
管
玉
が
あ
る
。
こ

れ
ら
に
今
回
の
天
河
石
製
玉
類
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
玉
類
は
製
作
時
期
や
場
所
が
異
な
る
が
、
伝
世
・
再
利
用
さ
れ

た
時
期
が
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
集
中
す
る
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
。

す
な
わ
ち
、
古
墳
時
代
後
期
・
終
末
期
に
、
極
端
に
古
い
時
期
の
玉
類
が
二
次

的
に
回
収
さ
れ
、
流
通
し
、
装
飾
品
や
副
葬
品
に
供
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
伝
世
・
再
利
用
は
そ
れ
ほ
ど
特
異
な
例
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
伝
世
・
再
利
用
玉
類
が
稀
少
価
値
と
し
て
の
特
別
な
意
味
合
い
を

有
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
各
玉
類
が
天
河
石
製
玉
類
と
同

じ
よ
う
に
中
小
規
模
の
群
集
墳
や
横
穴
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解

さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
群
集
墳
の
爆
発
的
増
加
に
象
徴
さ
れ
る
需
要
の
拡
大
や
、

流
通
機
構
の
変
化
に
伴
う
玉
類
不
足
に
対
す
る
代
替
品
と
し
て
の
使
用
を
考
え

(

16)

～(

19)
(

16)

～(

19)
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る
方
が
適
切
で
あ
る
。
ま
た
、
弥
生
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
が
福
岡
県
で
は
現

在
ま
で
に
11
遺
跡
か
ら
20
点
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
恐
ら
く

九
州
北
部
が
最
も
出
土
数
が
多
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
国
内
で
「
い

っ
た
ん
遺
棄
も
し
く
は
廃
棄
」
さ
れ
た
天
河
石
製
玉
類
が
古
墳
時
代
に
「
二
次

的
に
回
収
・
使
用
」
さ
れ
た
可
能
性
を
完
全
に
捨
象
で
き
な
い
に
せ
よ
、
む
し

ろ
朝
鮮
半
島
な
ど
で
二
次
的
に
回
収
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
後
日
本
国
内
に
搬
入

さ
れ
、
使
用
さ
れ
た
可
能
性
を
強
く
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
傍
証
と

し
て
、
原
三
国
時
代
以
降
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
さ
れ
て
い
た
天
河
石
製
玉

類
が
、
韓
国
慶
尚
南
道
陜
川
郡
玉
田
古
墳
群
出
土
品
中
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
近
年
確
認
さ
れ
て
い
る

(

20)

。
わ
ず
か
一
例
だ
け
な
の
で
今
後
は
さ
ら
な
る
事
例

調
査
や
検
証
作
業
が
必
要
だ
が
、
玉
類
の
伝
世
・
再
利
用
と
、
そ
こ
に
社
会
的

背
景
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
玉
類
の
流
通
に
関
す
る
問
題
は
、
日
本
列
島
内
だ

け
で
な
く
朝
鮮
半
島
や
そ
の
近
接
地
に
ま
で
視
野
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
宗
像
市
に
関
連
の
あ
る
天
河
石
製
玉
類
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

た
。
光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉
に
つ
い
て
は
新
た
な
自
然
科
学
的
調
査
に
基

づ
い
て
再
整
理
を
行
っ
た
。
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
丸
玉
に
つ
い
て
は
県
内
出
土

天
河
石
製
玉
類
の
自
然
科
学
的
調
査
お
よ
び
現
況
の
整
理
を
行
っ
た
上
で
、
伝

世
・
再
利
用
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
た
。
伝
世
・
再
利
用
に
つ
い
て
は
、
玉
類

に
対
す
る
古
墳
時
代
人
の
価
値
観
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
興
味
深
い
内
容
で
あ

る
と
同
時
に
、
当
時
の
国
内
外
の
流
通
機
構
を
検
証
す
る
手
掛
か
り
と
も
な
り

う
る
重
要
な
事
項
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
一
連
の
調
査
に
よ
っ
て
、
福
岡
県
内
で
多
く
の
天
河
石
事
例

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
青
味
の
強
い
特
徴
か
ら
見
た
目
で
判
断
で
き
る

も
の
も
多
い
が
、
中
に
は
一
見
す
る
と
硬
玉
と
見
間
違
え
る
よ
う
な
外
観
を
呈

す
る
も
の
や
、
ガ
ラ
ス
玉
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
特
徴
を
踏
ま
え

た
観
察
と
、
自
然
科
学
的
手
法
に
よ
る
分
析
を
組
み
合
わ
せ
た
調
査
に
よ
っ
て
、

福
岡
県
以
外
で
も
朝
鮮
半
島
と
の
交
流
が
濃
密
な
地
域
で
は
特
に
事
例
が
増
加

す
る
可
能
性
も
あ
る
。
今
後
の
研
究
の
深
化
が
期
待
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
示
し
て
き
た
よ
う
に
、
石
製
玉
類
は
石
材
種
や
形
態
的
な
特
徴
に

よ
っ
て
流
通
や
帰
属
時
期
が
判
断
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
遺
跡
の
評
価
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
。
入
り
口
の
石
材
同
定
を
誤
る
と
、
そ
の
後
の
研
究
成
果
に
大
き
く

影
響
す
る
た
め
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
今
回
の
調
査
で
は
自
然
科

学
的
な
分
析
の
結
果
が
絶
対
で
は
な
い
こ
と
も
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
当
時
、

ク
ロ
ム
白
雲
母
の
存
在
が
考
古
資
料
に
お
い
て
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

も
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
も
同
様
の
事
は
十
分
に
起
こ
り
え
る

も
の
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
結
果
の
評
価
を
よ
り
確
度
の
高
い
も
の

と
す
る
た
め
に
も
、
多
角
的
な
視
点
で
の
調
査
と
検
証
、
そ
し
て
経
験
の
蓄
積

と
振
り
返
り
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
た
い
。
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大
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『
考
古
学
研
究
』
第
50
巻
第
４
号
、
考
古
学
研
究
会
、
二
〇
〇
四

（
14
）
前
掲
（
13
）
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15
）
大
賀
克
彦
「
百
留
横
穴
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佐
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古
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れ
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岡
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論
文
集
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』
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社
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学
、
二
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一
八

（
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）
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佐
陽
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岡
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」
『
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岡
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文
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タ
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報
』
第
37
号
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岡
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教
育
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員
会
、
二
〇
一
八

（
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）
『
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宝―

』
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史
文
化
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議
会
、
二
〇
一
八

（
19
）
井
谷
朋
子
「
古
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時
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後
期
・
終
末
期
に
お
け
る
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の
「
伝
世
」―

島
根
県
内

出
土
の
碧
玉
製
管
玉
を
て
が
か
り
に―

」
『
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集

第
21
集　

古
墳
時
代
の
玉
類
の
研
究
』
、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九

（
20
）
前
掲
（
18
）
と
同
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る
方
が
適
切
で
あ
る
。
ま
た
、
弥
生
時
代
の
天
河
石
製
玉
類
が
福
岡
県
で
は
現

在
ま
で
に
11
遺
跡
か
ら
20
点
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
、
お
よ
び
恐
ら
く

九
州
北
部
が
最
も
出
土
数
が
多
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
国
内
で
「
い

っ
た
ん
遺
棄
も
し
く
は
廃
棄
」
さ
れ
た
天
河
石
製
玉
類
が
古
墳
時
代
に
「
二
次

的
に
回
収
・
使
用
」
さ
れ
た
可
能
性
を
完
全
に
捨
象
で
き
な
い
に
せ
よ
、
む
し

ろ
朝
鮮
半
島
な
ど
で
二
次
的
に
回
収
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
後
日
本
国
内
に
搬
入

さ
れ
、
使
用
さ
れ
た
可
能
性
を
強
く
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
傍
証
と

し
て
、
原
三
国
時
代
以
降
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
さ
れ
て
い
た
天
河
石
製
玉

類
が
、
韓
国
慶
尚
南
道
陜
川
郡
玉
田
古
墳
群
出
土
品
中
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
近
年
確
認
さ
れ
て
い
る

(

20)

。
わ
ず
か
一
例
だ
け
な
の
で
今
後
は
さ
ら
な
る
事
例

調
査
や
検
証
作
業
が
必
要
だ
が
、
玉
類
の
伝
世
・
再
利
用
と
、
そ
こ
に
社
会
的

背
景
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
玉
類
の
流
通
に
関
す
る
問
題
は
、
日
本
列
島
内
だ

け
で
な
く
朝
鮮
半
島
や
そ
の
近
接
地
に
ま
で
視
野
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
宗
像
市
に
関
連
の
あ
る
天
河
石
製
玉
類
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

た
。
光
岡
辻
ノ
園
遺
跡
出
土
勾
玉
に
つ
い
て
は
新
た
な
自
然
科
学
的
調
査
に
基

づ
い
て
再
整
理
を
行
っ
た
。
城
ヶ
谷
19
号
墳
出
土
丸
玉
に
つ
い
て
は
県
内
出
土

天
河
石
製
玉
類
の
自
然
科
学
的
調
査
お
よ
び
現
況
の
整
理
を
行
っ
た
上
で
、
伝

世
・
再
利
用
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
た
。
伝
世
・
再
利
用
に
つ
い
て
は
、
玉
類

に
対
す
る
古
墳
時
代
人
の
価
値
観
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
興
味
深
い
内
容
で
あ

る
と
同
時
に
、
当
時
の
国
内
外
の
流
通
機
構
を
検
証
す
る
手
掛
か
り
と
も
な
り

う
る
重
要
な
事
項
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
一
連
の
調
査
に
よ
っ
て
、
福
岡
県
内
で
多
く
の
天
河
石
事
例

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
青
味
の
強
い
特
徴
か
ら
見
た
目
で
判
断
で
き
る

も
の
も
多
い
が
、
中
に
は
一
見
す
る
と
硬
玉
と
見
間
違
え
る
よ
う
な
外
観
を
呈

す
る
も
の
や
、
ガ
ラ
ス
玉
と
誤
認
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
特
徴
を
踏
ま
え

た
観
察
と
、
自
然
科
学
的
手
法
に
よ
る
分
析
を
組
み
合
わ
せ
た
調
査
に
よ
っ
て
、

福
岡
県
以
外
で
も
朝
鮮
半
島
と
の
交
流
が
濃
密
な
地
域
で
は
特
に
事
例
が
増
加

す
る
可
能
性
も
あ
る
。
今
後
の
研
究
の
深
化
が
期
待
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
示
し
て
き
た
よ
う
に
、
石
製
玉
類
は
石
材
種
や
形
態
的
な
特
徴
に

よ
っ
て
流
通
や
帰
属
時
期
が
判
断
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
遺
跡
の
評
価
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
。
入
り
口
の
石
材
同
定
を
誤
る
と
、
そ
の
後
の
研
究
成
果
に
大
き
く

影
響
す
る
た
め
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
今
回
の
調
査
で
は
自
然
科

学
的
な
分
析
の
結
果
が
絶
対
で
は
な
い
こ
と
も
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
当
時
、

ク
ロ
ム
白
雲
母
の
存
在
が
考
古
資
料
に
お
い
て
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

も
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
も
同
様
の
事
は
十
分
に
起
こ
り
え
る

も
の
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
結
果
の
評
価
を
よ
り
確
度
の
高
い
も
の

と
す
る
た
め
に
も
、
多
角
的
な
視
点
で
の
調
査
と
検
証
、
そ
し
て
経
験
の
蓄
積

と
振
り
返
り
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
た
い
。

【
註
】

（
１
）
『
カ
ラ
ー
版　

鉱
物
資
源
百
科
辞
典
』
、
日
刊
工
業
新
聞
社
、
一
九
九
九

（
２
）
庄
田
慎
矢
「
朝
鮮
半
島
の
玉
文
化
」
『
季
刊
考
古
学
』
第
94
号
、
雄
山
閣
、
二
〇

〇
六

（
３
）
中
村
大
介
「
朝
鮮
半
島
の
玉
文
化
研
究
の
展
望
」
『
玉
文
化
』
第
10
号
、
日
本
玉

文
化
研
究
会
、
二
〇
一
三

（
４
）
李
相
吉
「
朝
鮮
半
島
の
玉
作―

管
玉
製
作
技
法
を
中
心
に―

」
『
季
刊
考
古
学
』

第
94
号
、
雄
山
閣
、
二
〇
〇
六

（
５
）
森
貞
次
郎
「
弥
生
勾
玉
考
」『
鏡
山
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先
生
古
稀
記
念　

古
文
化
論
攷
』
、
鏡
山
猛

先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
、
一
九
八
〇

（
６
）
西
谷
正
「
朝
鮮
先
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時
代
の
勾
玉
」『
森
貞
次
郎
博
士
古
稀
記
念　

古
文
化
論
集
』

上
巻
、
森
貞
次
郎
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
、
一
九
八
二

（
７
）
大
坪
志
子
「
朝
鮮
半
島
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装
身
具
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『
文
学
部
論
叢
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第
73
号
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史
学
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、

熊
本
大
学
文
学
会
、
二
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〇
一

（
８
）
高
旻
廷
「
青
銅
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時
代
玉
装
身
具
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生
産
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系
」
『
嶺
南
考
古
学
会
・
九
州
考
古

学
会　

第
12
回　

合
同
考
古
学
大
会　

日
韓
の
装
身
具
』
九
州
考
古
学
会
・
嶺
南
考

古
学
会
、
二
〇
一
六

（
９
）
宗
像
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
43
集
『
光
岡
辻
ノ
園
』
、
宗
像
市
教
育
委
員
会
、

一
九
九
八

（
10
）
大
坪
志
子
『
縄
文
玉
文
化
の
研
究―

九
州
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
縄
文
文
化
の
多
様
性
を

探
る―

』
、
雄
山
閣
、
二
〇
一
五

（
11
）
宮
崎
県
教
育
委
員
会
『
学
頭
遺
跡
・
八
児
遺
跡
』
県
道
高
岡
・
郡
司
分
線
道
路
改

良
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
、
一
九
九
五

（
12
）
ク
ボ
タ
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ウ
ス
株
式
会
社
・
住
友
不
動
産
株
式
会
社
『
城
ヶ
谷
古
墳
群
』
、
一
九

七
七

（
13
）
庄
田
慎
矢
「
玉
作
か
ら
分
業
を
考
え
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韓
国
晋
州
大
坪
遺
跡
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分
析
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」

　

『
考
古
学
研
究
』
第
50
巻
第
４
号
、
考
古
学
研
究
会
、
二
〇
〇
四

（
14
）
前
掲
（
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）
と
同
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）
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集
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、
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〇
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）
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佐
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一
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古
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れ
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岡
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人
先
生
退
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記
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論
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―
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Ⅻ　
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冊
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大
学
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一
八
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）
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佐
陽
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岡
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玉
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い
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岡
市
埋
蔵
文

化
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ー
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岡
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
八

（
18
）
『
玉―

古
代
を
彩
る
至
宝―

』
、
古
代
歴
史
文
化
協
議
会
、
二
〇
一
八
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タ
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究
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第
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の
研
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』
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島
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代
文
化
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ン
タ
ー
、
二
〇
一
九

（
20
）
前
掲
（
18
）
と
同
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